
医療安全に関するコスト調査 調査シート  

【書面調査シート】 病院票  

医療安全に関するコスト調査（病院震）  

【基本情報】   

調査用整理番号  05－HlO   

項   巳  平成16年度  平成17年度   

許可病床   稼動病床   許可病床   稼動病床  

1．一般病床   床   床   床   床  

2．療養病床   床   床   床   床  

病床の状況  l【再細指定介獅糞型施設   床   床   床   床  
※各年度の6月30日現在                                              3．精神病床   床   床   床   床  

t【再勅指定介護檀暮型施設   床   床   床   床  

4．結核病床   床   床   床   床  

5．感染症病床   床   床   床   床   

1．在院患者数※6月3帽現在   人  人  

入院患者の状況  延べ  人   延べ  
※在院患者数以外は各年  

人  

度6月の1か月間  人  人  

4．退院患者数   人  人   

外来患者の状況  人  人  

※各年度6月の1か月間   延べ  人   延べ  人   

処方の状況  回  回  
※各年度凋月の1か月間   回  回   

1．医師   人  人  

2．歯科医師   人  人  

職員の状況  3．薬剤師   人  人  

（常勤換算）  人  人  
※各年度の6月30日現在  

5．医療技術員   人  人  

6．事務職月   人  人  

7．技能労務員・労務員   人  人   

千円  
※平成16年虔の1年間   
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1．安全管理に係る組織に要する人員配置状況について   

◆2004年6月30日時点で、安全管理に係る計画・実施・分析等を院内で中心的に担う部署（以後、安全管理部門）に所属する構成員それぞれについて役職名を記入してください。  
（例ニジェネラルリスクマネジャー、安全管理室長、リスクマネージャー、安全管理室員、安全管理推進室旦等）   

◆①に紀入した担当者の②職種、（診経験年数を記入欄から選択して○をつけてください．  
なお、一般的に医療技術員は医療にかかわる専門技術員を指しますが、本調査票では薬剤師は独立した選択肢を掛ナておりますので、医療技術員は藁・刑師を除いた医療技術負（診療放射線技師、臨床  
検査技師、栄養士、臨床工学技師など医療に係わる専門技術員）を指します。   

◆④には①に記入した捜当者の全活動時間のうち、安全管理に係る取組の活動時間の割合を2004年6月の活動時間に基づいて記入してください。  
（1濁間毎日安全管理に係る活動をしている場合は100％、1濁間の内1日だけ活動している場合は20％、半日だけ活動している場合は10％と考えると把握しやすいです）  

（9には概算でかまいませんので、（むの内訳を合計で100％になるように記入してください。   

◆⑥は安全管理側門の書用駐在場所の有無について、榛当する番号を○で囲んで下さい。   

《記入欄》  
⑤左記（①）の内駅を合計で10（瑞になるよう概算で記入してください  

①安全管理都門メンバーの構成   Q〉   ④ 安全管 医薬品・  
（役職名！己入）   

活動割合  会合   ヒ 
②職讐      理          委員会・  内払  研修・  インシー●ント  7‾ 7〝・     医療機器  事故対応  その他     （眩当するものに○を紀入）  経験年数       レ■ユー・ 対ント■  教育活動  丁 分析  作成  外郭評価  血液製剤 安全管理  安全管理   

医師・せ科医師・薬剤師・看雄l■ 医療技術■・事桝書理系・技能労摸■嘗  10年未満 10年以上   ヽ   ヽ  ヽ   ヽ．  ヽ   ヽ   ヽ   ヽ  ヽ   ヽ  ヽ   

2  医師・歯科医師・薬剤師・書穫■ 医療技術1・事跨t理系・技能労秩員嘗  10年未≠ 川年以上   ヽ  ヽ   ヽ   ヽ  ヽ  ヽ  ヽ   ヽ  ヽ  ヽ   ヽ   

3  医師・歯科医師・薬剤師・看壌糠 医療技術1・嘉叛管理系・技能労珠■尊  10年未瀧 10年以上   ヽ   ヽ  ヽ   ヽ   ヽ   、 、  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ   

4  医師・歯科医師・薬剤師・看穫疇 医療技術■・事務t理系・技能芳珠入籍    0年未満 ○牢以上  ヽ  ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ  ヽ   ヽ  ヽ   

5  医師・歯科医師・薬剤師・看‡‡l■ 医療技術1・事稀甘理系・技能労務■竿  lO年未満 10年以上   ，i  ヽ  ヽ   ヽ  ヽ   ヽ   ヽ  ヽ   ヽ   ヽ  ヽ   

」■安全管理に係る担当者を任命していない場合は、「施設管理者Jについて以下の表にご記入下さい。  

※上の表に記入してある場合は  
⑤左把（豆））の内訳を合計で10（鶴になるよう概算で記入してください  

雷已入不要です．   ②職種   ③  僅）  医薬品・ 

①安全管理に係る管理者  活動割合  会合   安全管理         委員会・  内郭 研せ・   インご‾■ント  マ＝ 丁ル・  外部評価  医療鵬   暮故対応  その他      経験年数      レヒーユー・ ラウ．小’  教育活動  ソ丁 分析  作成   血液製剤 安全管理  安全管理  
施設の管理者   医師   ヽ   ヽ  ヽ   ヽ  ヽ   ヽ  ヽ   ヽ  ヽ   

（診安全管理部門の専用駐在場所の有無について（該当番号に○）  1．専門の駐在場所がある    2．兼用の駐在場所がある   3．駐在場所はない  

2．感染制御に係る組織に要する人員配置状況について   
◆2004年6月30日時点で、感染制御に係る計画・実施・分析等を院内で中心的に担う部署（以後、感染制御部門）に所属する構成員それぞれについて役職名を記入してください。  

（例：感染背理室長、感染管理室Å、リンクナース等）   

◆①に記入した担当者の②職種、（勤経験年数を記入欄から選択して○をつけてください。  
なお、一般的に医療技術員は医倭にかかわる専門技術員を指しますが、本調査票では薬剤師は独立した選択肢を設けておりますので、医療技術員は薬剤師を除いた医療技術員（診  
療放射線技師、臨床検査技師、栄養士など医撰に係わる専門技術員）を指します．   

◆在）には①に記入した担当者の全活動時間のうち、感染制御に係る取組の活動時間の割合を2004年6月の活動時間に基づいて記入してください。  
（1週間毎日感染側聞に係る活動をしている場合は100％、1週間の内1日だけ活動している場合は20％、半日だけ活動している場合は10％と考えると把握しやすいです）  

⑤には杜算でかまいませんので、④の内訳を合計で100％になるように記入してください。   

◆⑥は感染制御部門の専用駐在場所の有無について、該当する番号を○で囲んで下さい。   

《記入欄》  

⑤左記伯））の内訳を合計で100引こなるよう概算で記入してください  

①感染制御部門メンバーの構成   ③  同  病院感   
（役職名記入）   

②職種             委員会・ ムA コ岩⊂l  内部 レビュー・ ラウンド  研修・ 教育活動  1トヘ◆イランス  マニュ7ル・ 作成    その他     （該当するものに○を記入）  経験年数  感染制御 活動割合       染・叩げ レイク等への 対応   

医師・せ科医師・薬剤師・看護職  
医療技術員・事務管理系・技能労務鼻等   ヽ   ヽ   ヽ   ％   ヽ   ヽ   ヽ   ％   

2  

医師・歯科医師・薬剤師・看護職  
医療技術員・事務官理系・技能労務員等   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ％   ヽ   ％ ％   

3  

医師・歯科医師・薬剤師・モ穫欄  
医療技術1・事務管理系t技能労務兵等   ヽ   ヽ   ％   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   

4  
医師・せ科医師・薬剤師・看護職  

医療技術員・事務管理系・技能労務且等   ％   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ％   

5  

医師・歯科医師・薬剤師・看護職  
医療技術員・事務官理系・技能労務Åヰ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ％   

1 感知胤こ係る担当者を離していない場合は、医療法で定めるー柚管理者」について以下の表にご記入下さい。  

※上の表に盲己入してある場合lま  
⑤左記（僅））の内訳を合計で100％になるよう概算で記入してください  

記入不要です。   ②職種   
病院感   

①感染制御に係る★任者  ③  ④ 感染制儒         同  内部         その他      経験年数   む 活動割合  委員玉・ AA コて⊂J  レビューー・ ラウンド  研修・ 教育活動  †－へ◆イランス  マニュアル・ 作成  染・アウト7 レイク等への 対 

■応  

施設の管理者   医師   10年未満  
10年以上   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ％   

（9感染制御部門の専用駐在場所の有無について（該当番号に○）  1．専門の5主在場所がある  2．兼用の駐在場所がある  3．駐在場所はない  
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3．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る委員会・会合の取組状況について（1：開催）   

◆2004年度に開催した安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る全ての委員会・会合についてお答えください．   

◆①については、リストlこ挙げている委員会・会合についてはその間催の有無を○×で記入してください。リスト以外で開催した委員会・会合がある場合は、その内容がわかうように委員会・会合の名称を  
ご記入ください。   

◆①に記入した委員会・会合について、②各構成員の蛾種別出席者数、③1回当りの開催時間と年間隋イ藍回数をご記入ください．   

注・安全管理部門、感染制御部門のスタッフを含めてお答えください。  

《記入欄》  
（診各委員会・会合の出席者構成員         数（蚕旦・事務局スタッフ含む〉  ③所要時間．  

2004年度に開催した  医師  歯科医師  薬剤師  看護職   医療技術員   事務管理系   技能労務兵等   1匝l当り  

委員会・会合の名称   （○×）                          開催   
∴   

安全管理委員会  人  人  人  人  人      人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  叶lⅦ  回   

2   感染制御委員会  人人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  

3   事故閥査章魚会  人i人   人  人  人  ノし  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■  巨】   

4   薬事垂員会  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人    国   

5  医療機器に係る委員会・会合  人  人  人  人  人      人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■間  

6  輸血・血液に係る委員会・会合  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ●■   

7   リンクナース会議  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■闇  

■＿上記リスト以外に200岬度に開催した委員会・会合があれば下表の①に具体名をご臥ください。  

①  ②各委員会・会合の出席者構成員         数（委員・事務局スタッフ含む）  ③所要時間  
2004年度に開催した  医師  歯科医師  薬剤師  看護職   医療技術員   事務管理系   技個E労務貞等   l回当り  

委員会・会合の名称                                                開催   
8  人  人  人  人  人  人  人  人  人     人  人  人  人  人  人  人  ｛間  桓】   

9  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  岬憫  l司   

10  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ヰM  l司   

人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  鴫M  回   

12  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■I  回  

3．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る委員会・会合の取組状況について（2：準備）   
◆2004年度に開催した安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る委眉会・会合について、①準備に時間や人手のかかる主だった委員会・会合の名称、②準備にかかった職種別人数  

と：延べ所要時間数をご記入ください。   

注∵委員会の設置・立上げの際にとりわけ多大な時間や労力がかかったものについても可能な範囲でご記入ください。準備には、資料作成や議事録作成等の時間も含みます。  

往こ安全管理部門、感染制御部門のスタッフを含めてお答えください。   

《記入欄》  

①  
②各委員会・会合の準備担当者数・所要時間  

準備や立上げに時間や人手の  医師  歯科医師  薬剤師  看護職  医療技術員  事務管嘩系   技能労務員等  
かかる圭だった委員会・会合の名称                            準正に  1人当り延べ  

平均所要晴間   

人  ヽM    分／人  人  ■職     分／人   人  ■¶     分／人   人  ■¶     分／人   人  事¶     分／人  人  ＋■     分／人   人  攣何     分／人   

2  人  ■■     分／人  人  ■L間    分／人   人  ■M     分／人   人  ■¶     分／人   人  ■†■     鋤／人   人  ■■     檜／人  人  ■蘭     分／人   

3  人  ■岬     分／人  人  事¶    カ／人   人  ■J■     分／ノ、  人  ■l■     分ノ人   人  ■I■     分／人   人  ■■l    分′人  人 ■職    分／人   

4  人  ■■！    分／人  人  ■l■    分／人  人  ■■     分／人  人  ■l■     檜／人   人  ■椚     分／人  人  ●■     升／人   人  ●¶    分／人   

5  人  tl■     分／人  人  ■¶     舞／人   人  申M     分／人   人  ▼l■     分ノ人   人  ▼¶     鰍／人   人  ●■     ガ／人   人  ■l■     分／人   

6  人  ▼■l    分／人   人  ■職    分／人   人  ■句     分ノ人  人  ●■     分／人   人  ■¶     分／人   人  ■両     分／人   人  ■憫     分／人   

7  人 ▼■】   カ／人   人  ■両    分／人   人  ■M     ル／人   人  ■M     分′人  人  ■■ヨ    ガ／人   人  ■l■     分／人   人  ■何     分／人   

8  人  ■疇    ∬／人  人  ■■    分／人  人  ■■】    分／人   人  ■■，    鰍／人   人  ■■    分／人   人  一代     妙／人   人  ◆■】    II／人   

9  人  t■I    分／人  人  ■ll    分／人  人  ■■     分／人   人 分′人  人  ■ll    カ／人   人  ■■    分／人   人  一句    分／人   

10  人  ■■     分／L  人  ■局    方／人   人  ■■1    11／人   人  ■l■     分／人   

人1叫 片ハ   人  モ■l    分／人  人  t■     分′人   

人  ■■     尤／人   人  事■    分／人   人  ■■】    身／人   人  ■職     分／人   人卜 分′人  人  ■¶     滑／人   人  ■¶     檜／人   

12  人  サ■     分／人  人  ■¶     分／人  人  乍■】    カ／人  人  ■巾     分／人   人  ■■    分ノ人  人  事¶     分／人   人  ■疇     分／人   
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4．安全管理に係る器材・機器・設備等の導入状況について   

◆現在使用している安全管理や感染制御への貢献が期待できる全ての器材・機器・投備等について①導入項目、②導入年度、③導入時点の状況、④調達方法、⑤概算費用（初期導入費用・年間  
運用費用）、⑥算出の根拠（1・単価等）、⑦法定耐用年数、⑧利用予定年数を記入欄に記入してください。   

◆①については、リストに挙げている器材・機器・設備等についてはその場入の有無を○×で記入してください。リスト以外で斗入している器材・機器・設備等がある場合は、次頁の珊の①に  
器材等の具体的な名称をご記入ください。   

注：・感染制御に関連する器材等については、P．9の「5．棺染制御に係る器材・機器・設備等の導入状況について」にご記入ください。  
・消耗品の利用予定年数は「0」と記入してください。   

《記入柵》  

②  ③  ④  （9枚算費用  ⑥  ⑦  
導入年度   導入時点の 状況   調達方法  算出根拠（義一単価等）  法定耐用  

（○×）  
年数   

リストバンド  ■t      ■t  ロ新規 口更新・追加  □l薫入 ロリース・賃借   ／   事M       千円  鴨  

2  看護真理携帯端末  t■      ■■  ロ新規 口更ホ・追加  0枕入 ロリース・責任   千円  事l■       千R  寧  

3  警報装置  ■■      ■■  ロ新規  D鳩入  ロ更新・追加   ロリース・賃借   千円  ●l■       十■  ▼  

4  転落防止器具  ■■     ●■  ロ新規  D購入  口更術・追加   ロリース・貸借   千R  事巾       千円  寧  

5  衝撃吸収床材  書■     l■暮  □新規  ロ隋入  口重斬・追加   ロリース・賃借   千円  奪M       千R  年  

6  オーダーエントリーシステム  1■      ■t  □新規  口碑入  
□更新・追加   Dリース・子借   千円  事†l       千円  ◆  

1 上記リスト以外に現在導入している鮒等があれば、次頁の表の①に具体名をご記入ください。  

く設問4 のつづき＞  

①現在使用している安全管理に係る   ⑤概算費用  ⑥  ⑧  
器材・機器・設備の種類  算出根拠（t・単価等）   法定耐用  

（具体的に名称をご妃入ください）   ② 二：・ご  ③ 導入時点 の状況  ④ 調達方法  年数  

7  

曹■     ■■  ロ新規  ロ更新・追加   千円  年■      干円  年  

8  声■     ■よ  ロ新規 ロ更新・追加  D購入 ロリース・才   千円  年内      千円  年   年   

9  
F■     年よ  ロ新規  

ロ更新・追加   千円  攣■      千円  年  

10  古■     祀  D新規  
□更新・追加   千円  事■l     千円  

年   年   

■■      ■■  □新規 □王薪・追加  ロ購入 ロリース・賃借   千円  書■l      千R  年  

12  ■■     ◆■  n新規  口更新・追加   千円  ■鵬      干円  年  

13  蒼■     攣l■  ロ新規  ロ更新・追加   千円  事鴫      千円  牛   年   

14  ■■     ■■  □新規  口重新・追加   千円  事M      千円  年  

15  声■     攣よ  □新規 ロ更新・追加  ロ購入 ロリース・賃   千円  事▼】     千円  年  

16  ■■     ■■  口新規 □更新・追加  ロ」絶入 ロリース・賃†   千円  牛■】      千・円  鴨  

17  ■■     ■★  □新規  
ロ王新・追加   千円  攣M      干円  年  

18  古■     ■よ  □新規  
□更新・追加   千円  ■■】      千円  年  

19  ■■     ◆■  □新規  □更新・追加   千円  事■l      干円  年  

20  ll■     攣よ  ロ新規  ロ更新・追加   千円  コ         ■  年  

21  ■■     ■■  ロ新規  □更新・追加   千円  牛■l      千円  
年  

22  苗■     ▼よ  □新規  ロ更新・追加   千円  事■      千円  年  

23  古■     事虞  □新規  
ロ更新・追加   千円  書■】      千円  年  

24  ■■     ■■  ロ新規 □王新・追加  口腹入 ロリース・宇   千円  事■      千円  年  

25  島■     ■■  □新規  ロ更新・追加   千円  欄      干円  年  

26  ■■     ■t  ロ新規 ロ更新・追加  □購入 ⊂＝トース・賃   千円  乍■l     千円  年  
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5．感染制御に係る器材一機器・設備等の導入状況について   

◆現在使用している感染を干防するための全ての器材・機器・設備等について①導入項目、②導入年度、③♯入時点の状況、④調達方法、⑤概算費用（初期導入費用・年間運用費用）、⑥算出の根拠（量・単価等）、  
⑦法定耐用年数、⑧利用予定年数を記入欄に妃入してください。   

◆①については、リストに挙げている器材・機器・設備等についてはその導入の有無を○×で把入Lてください。リスト以外で♯入している器材・機器・設備等がある場合l土、改頁の欄の①に器材等の具体的な名称を  
ご紀入ください。   

注：筐探従事者の感染防止のための各種ワクチン、抗体検査、ツ反等の実施状況についてはp．11の「6．医標従事者の感染防止対策について」でご回答ください。  

】生：ディスポーザブル用品や消耗材の利用干定年勤ま「0」と首已入してください。   

《記入欄》  

③  ④  ⑤概算費用  ⑥  ⑧  
② 中人年度   ♯入時点の 状況  算出根拠（1・単価等）   法定耐用  

（OX）  
研遠方法  年数  

消蔓・洗浄剤1（  ）  
島1     ◆■  □新規  Dl算入  ロ更新・追加   ロリース・貨†讐  ■¶  千円  

2  消諷・洗浄剤2（  
）  

■■     ■■  □新規 □更新・追加  ロ正人 ロリース・賃情   ／   ■■  十円  単   年   

3  消尋・洗浄剤3（  ）  

市■     t∈  D新楓  ロl鷺入  ロモ新・追加   ロリース・井惰  ■両  手円  年   ■   

4  ハンドロー・ション  ■t     ◆■  －ざく＝  □ll入  
ロ天網・iき加   ロリース・す倖  ■■  年   

5  グローブ  せ■     ●■  ロ新規  ロ丑入  ロ丈新・追加   ロリース・貸伴  ■■l  
千円  ●  

6  ・7フ．ク  ｛■     ◆■  D新規  □病人  
ロf斯・追加   ロリース・賃借  ●■】  

千円  寧   寧   

7  ガウン  tt     ヽ■  ロ新規  □購入  
D王新・追加   ロリース・千僧  ■れ  f円  隼   年   

8  手洗い機器  ■■       ■■  D新規  □ll入  □更新・追加   ロリース・貸借   千円  ■■】  千円  年   

9  抗菌力テーーテル  F■      乍鷹  □新規  □用人  ロモ新・追加   ロリース・賃借   千円  ■■  千円  隼   

ユ0  針刺し防止用注射器  ■■     ◆■  ロ新規  D所入  ロー新・追加   ロリース・賃借   千円  ■れ  千R  

抗菌床材  ■■     ◆■  ロ新規 □更新・追加  D購入 ロリース・ず謄   干R  ▼■】  千円  ◆   

12  陰圧隔離套  d■     ◆■  □新規  □ll入  
ロモ新・追加   ロリース・す1誉   干‘円  ■■l  千円  ◆   

13  オーートクレープ  ■t     ◆■  □新規  ロ仕入  ロ東新・追加   ロリース・賃借   干円  ■■  f円  

14  オニ′ン空気洗浄儲  ■■      ●■  □新規  D吼入  
D更新・追加   Dリース・賃惰   千円  ■『  千R  年   寧   

15  滅菌灯  ｛■      ◆■  ロ新規  □丑入  
Dモ斬・追加   ロリース・賃借   干円  ■■l  干円  

1  上郡スト以外に現在射している網等があれば、次真の表の①に具体名をご臥ください。   

く設問5 のつづき＞  

（D現在使用している感染制軌こ係る   庄）  ⑤概算費用  ⑥  ⑦  
器材・機器・粒傭の種顎  算出根拠（t・単価等）  法定耐用  

（具体的に名称をご記入ください）   ② 導入年度  ③ ♯入時点 の状況   明達方法  年数   

16  
■■     ■■  □新規  □購入  □更新・追加   ロリース・賃借   干円  ■¶  

千円  ▼   

17  
■■      ◆■  ロ新規  □正人  □王斬・埴加   ロリース・貫惜   干円  ◆■  十R  

18  
■■      ■■  ロ新規  □購入  ロ更新・漣加   ロリース・賃借   干円  ■■  千円  年   

19  
■■      ■■  D新規  口碑入  ロ更新・追加   ロリース・賃借   千円  ■■  十事  

20  
★■      ●■  【コ新規  □購入  

Dモ新・埴加   ロリース・す惜   干円  ■噌  千R  隼   

21  
■■      ■■  ロ■‡規  ロ仇入  

□f斬・運加   田リース・賃借   干円  ■鴫  手R  

22  
｛■      ●■  ロ新規  ［〕tl入  □更新・追加   ロリース・平価   干円  ■■  十円  

23  
3■     ●■  □新規  □購入  □更ホ・追加   ロリース・ヰ惰   千R  ■■  千R  年   雫   

24  
■■      ◆■  ロ新規  □購入  ロ更新・追加   ロリース▲す什   干円  十■l  十円  年  

25  
■■     ●■  ロ新規  ロ伏入  

□天新・追加   ロリース・1惜   千円  ■■  干円  

26  
F■      ●■  D新規  ［コ丑入  ロ更新・追加   ロリース・賃借   干円  ■■  千R  年   

27  
tt      ◆■  ⊂Ⅰ新規  ロ住人  ロモ新・追加   ロリース・賃借   干円  ■■  千R  

28  
■■      ●■  □新規  ロIl入  ロモ新・追加   ロリース・書惟   干円  事叶  千R  

29  
■■     ●▼  ロ新規  コIl．＼  ロ更新・追加   ロリース・★什   干円  ■■  千円  ■  年   

30  
■■      ◆■  ■＝  ロIl入  □支新・追加   ロリース・千惜   千円  ■■  千円  

31  
什■      ▼t  ［］書i楓  □眈入  ロ更漸・追加   ロリース・ナ借   干円  ■■】  十円  

32  
3■     ■■  0斬規  □l暮入  ロモ新・追加   コリース・責什   干R  ■■l  千円  寧   

33  
■t      ◆■  ■瓜t  口碑入  田更新・追加   ロリース・賃借   千円  ■‖■  

34  
■■      ▼正  ロ新規  ロ丑入  ロ更新・追加   ロリース・賃借   干円  ■■】  干円  年  

35  
疇■      年覆  □新規  □伏入  

D更新・追加   ロリース・賃ほ   千円  ▼叩  千R  ■  

85   



6．医療従事者の感染防止対策について   

◆2004年度に実施した医療従事者の感染防止のための各種ワクチン、抗体検査、ツ反等の実施状況について①実施内容、②概算費用、③算出の根拠（量・単価等）を記入欄に記入して  
ください。   

◆①については、リストに挙げている医療従事者の感染防止対策の取り組み内容についてはその実施の有無を○×で記入してください。リスト以外で実施した医療従事者の感染防  
止対策がある場合は、その内容がわかるように医療従事者の感染憐止対策の取り組みを具体的にご記入ください。  

《記入欄》  

①2004年度に実施した  
医療従事者の感染防止対策の取り組み内容  実施の有無  ③算出根拠（t・単価等）   

（○×）   

抗体検査  千円  

2   ツ反  千円  

3   インフルエンザワクチン接種  千円  

1  上記リスト以外に200咋度に実軋た医療従事者の感染防止醐があれば下表の①に具体名をご取入ください。  

①  
2004年齢こ実施した医療従事者の感染防止対策の取り組み内容   ③算出根拠（土・単価等）   

（具体的に名称をご記入ください）   

4  千円  

5  千円  

6  干円  

7  千円  

8  千円  

9  干円  

10  千円  

7．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る内部レビュー・ラウンド等の取組状況について  

◆2（氾4年度に実施した安全管理、感染制禅、医薬品安全使用に係る全ての内部レビュー・ラウンド、症例検討会についてご記入ください。   

◆①については、リストに挙げている内部レビュー・ラウンド等についてはその実施の有無を○×で記入してください．リスト以外で実施した内部レビュー・ラウンド等がある場合は、その内容がわかるように内部レ   
ビュー・ラウンド等の名称をご記入ください。  

◆①に記入した内部レビュー・ラウンド等について、②各取組の担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時臥③取組の開始年度をご妃入ください．   

注二安全管理部門、感染制御部門のスタッフを含めてお答えください。   

《記入欄》  
②各取組の担当者数・所要時間  

①2004年度に実施した  内部レビュー・ラウンド   医師  歯科医師  薬剤師  t  Q〉  

実施の有無  
の取組事例   取ねに  1人当りtぺ  れ且に   開始年虔  

取】■に  l人当り書ペ  最上に  l人当ウtベ  ■●i’  1人当りtべ  ●●lt  1人当I11ペ  根絶l‾  一人当りtペ        1人当りtベ     （○×）  曹わゥた   闊わった   剛わった   関わった   ■わった   関わった   軒わゥた     人暮  平均所■ヰM  人■  平均所■l書冊  人徽  平均所■■闘  人数  平均所璽■開  人■  平均析事嶋M  人■  平均新書■間  人■  平均断■■闘   

マニュアル・手順遵守の内部レビュー  人  ▲■l    分／l、  人  ■■    鯵／人  人    人    人    人  1M    鶉／人  人  ■l■    鎗′人  t■     ●■   

2  診療録レビュー  人  ■■    升／ノ．  人  t■    檜／人  人  ■■    潜り．  人  ■■    檜／人  人  ■l■    升／人  人  ■■    分／人  人  ■■    檜／人  ■■     ■t   

3  安全の確保、感染予防のための症例検村会  人  ■■    升／ノ．  人  ▲■    静／人  人  ▲■    舞／人  人  ■l■    ガ／人  人  1■l    妙／人  人  事■    檜／人  人  ■l■    介／人  ■■     ●■   

4  化学療法や輸血・血液療法に関する検討会  人  ■■    檜／人  人  暮■    弁／人  人  暮■    檜／人  人    人  ■■    カ／ノ．  人  ■■    カ／人  人  ▼■    檜／人  ■■     ▼■   

5  抗生剤使用に関する検討会  人  1■    升／人  人  ■■    檜／人  人  u    カ／人  人  霊■    檜／ノ．  人  暮■    ナ〉／1、  人  事■    分／人  人    ■▼     ■■   

1上剛スト以外に20嘲こ実施した内部レビュー・ラウンド、症例納会等の取り組みがあれ耶如恥腑ご臥ください・  

②各取組の旭当者数・所≠時間  
①2004年動こ実施した  

内部レビュー・ラウンドの取組事例  
医師  歯科医師  ＝‘；－  書護職  ③  

（具体的に名称をごI己入ください）  開始年度  
闊】ゥった  1人当りtべ   

6  人  ■～    升／人  人  ■■    舞／人  人  ■■    升ノ人  人  事l■    升／人  人  ■■    分／人  人 暮■    分／人   人  ■■    檜／ノ．  ●■     ●   

7  人  ▼l■    升／人  人  ■■    カ／人  人  ■■    分／人  人    人    人  ■■    カ／人  人  暮■    分／人  ■■     ■   

8  人  ■■    升／L  人  ■■    ♯／ノ．  人  ■■    婦／ノ．  人  ■■    升／人  人  暮■    1ナ／▲  人  ■■l   分／人  人  ■，■    檜／人  ■■     ■   

9  人  暮■    わ／人  人  ■l■    升／人  人  暮■    カ／人  人    人    人    人  ■疇    檜／ノ．  

10  人  暮■    カ／ノ．  人  ■■    分／人  人 ■■   ガ／人   人  ■■    鍬／ノ．  人  11■    升／ノ，  人  ■l■    カ／人  人  ■一■    分／人  ■■     ●   
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8．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る院内研修の取組状況について  

◆2004年度に実施した安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る全ての院内研修について、①研修の名称・内容、②職種別参加者数、③l回当りの開催時間と年間開催国数、④諸経費（会場料、資料t、吉井師謝金等）に  
ついておよその値を記入欄に記入してください。  

注：肥部門や薬剤臥看護都等が中心となって開催された研修についても記入してください。また、院内のスタッフが講師を担当Lた場合は、参加者人軌こ含めてください。  

注：安全管理部門、感染制御蔽門のスタッフを含めてお答えください。  

注：「新人の看護師研修J、「初任時の研修・オリエンテーションjなども記入の対象となります。   

《記入欄》  

（p2004年度に実施した   
②各院内研修の参加者数  ③実施状況  

院内研修  医師  歯科医師  薬剤師  看護職  医療技術■   事務℡理系   技1転労務員等   1回当り  ④  

（名称・内容）                       諸経費                            開催時間  年間 開催回償    ニ＝「  斗■◆■  給＃呵d  経験年数  二：  給★抒量  ：＝ ご■  ニ＝ ′  軽攣年舞  【・： ▼  8■年数  軽翳年数  ■■■■  経■年数  j：、  ニ∵■ト    川年末欄  10年以上  以上  柑年来■  1咋以上  以上  】0年東鶉  lO年以上  10年兼九  lO年以上  け年末萌  10年以上  10年兼濃  1【〉年以上  柑年末欄  】0年以上   
人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■†『  吉  干円   

2  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  lIlれ  サ  千円   

3  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■▼  lら  千円   

4  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■lれ  t司  干円   

5  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ●t  回  干円   

6  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  人  ■l机  ∫  干円   

7  人      人   人  人      人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人       人   ヰ蘭  【司  干円   

8  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  lllれ  ∫  千円   

9  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■▼  l司  千円   

10  人  人  人  人人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■M  匹1  干円   

‖  人  人  人  人  人  人    人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■▼  l司  千円   

12  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■l¶  【司  千円   

13  人  人      人   人  人  人  人  人  人  人  人       人   人  人  人  人  ■汀l  【司  干円   

人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■  凹  干円   

15  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■M  由  干円  

9．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る院外研修■活動の取組状況について   

◆2004年床に参加した安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る全ての院外研修・括凱こついて∴①研修の名称・内容、②職種別参加者数、③移動時間と参加時間を合わせた参加者1人あたりの平均所要時間、④交通  
費・宿泊費と研修費を記入欄に記入してください。   

往．学会への参加も対象となります。また、吉l師として講演に行かれた場合も記入してください。   

注．安全管理部門、感染制御部門のスタッフを含めてお答えください。   

注：所要時間は∴1日を8時間、半日を4時間と換算してください．宿泊込みの参加の場合も1日は8時間と計算してください。   

《記入欄》  

（D2004年度に参加した   
②各院外研修の参加者数  ③  

院外研修  医師  歯科医師  薬剤師  －  所掌  
（名称・内容）  時間   

10●：十■  10年以上  以上  to年末書  】○年以上  £1上  1（昨兼｛  柑牢以上  川年末i■  10年以上  1叶◆■  】畔以上  1叫■十●  10年以上  1叶t■  】○年以上   

L  八       人   人  左    ＼   人    人  人  人  人  人  人  ■叫  千  千   

2  
人  人  人  人  人  人  h  L  人  人  人  L  人  h  人  人  ■鳩  千  千   

3  L  人  上  ＼  人    人  ＼  L  人  し  ヽ  人  人  人  人  ■間  千  千   

4  
人  人  人  、人  し  人  、1人   人  人  人  L  人  ＼  左  人  ■叩  千  十   

5  
L  人  L  人  ヽ  人  人  ＼  人  人  人  L  人  ＼  人  人  l■¶  千  千   

6  
ヽ  ＼  人  人  十  L  人  人  人  し  人  し  人  人  人  ＼  ■咄  千  千   

7  
し  L  人  人  h  人  し  人  人  人  人  上  人    人人   ■Ⅶ  千  千   

8  
人  L  人  人  人  人  L  人  人  人   人   L  人  人  L  ■間  千  干   

9  
入  人  人  h  ＼  L  ＼  ト  人  人  人  人  人  ヽ  人  ■lⅦ  千  干   

10  人  ▲  し  人  人  人  人  人  ヽ  人  ヽ  人  人  ▲  人  人  ■間  千．  干   

L  人  L  L  人  L  人  ▲  人  L  L  人  人  人  人  ＼  ■■  千  千   

12  人  人  L  人  人  人  十  人  人  L  L  ＼  人  し  L  人  l■Ⅵ  千  千   

11  人  人  L  人  人    人  人  L    人  十  人人   十  L  ■lM  千  千   

14  L  人  人  人  人  人  L  L  人  人  ＼  し  人  人  人  ▲  ■叫  千  千   

15  人  人  人  人  人  人    人  人  上  上  ＼  人  人  人  人  l■間  千円  千   
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10．インシデントレポート及びアクシデントレポート作成・分析等の取組状況について  

間1：2004年度のレポート等の作成について、②レポート作成の担当者の職粗方lj人数とl人あたり平均所要時間、（診取組の開始牢度をご妃入ください。なお、所要時間は牧算で構いません。  

間2：2004年度のレポートの分析や改善策立案等について、②取組の年間実施回数、③取組に関わった担当者の職種別人数とl人あたり年間平均所要時臥④取組の開始年度をご妃入ください。なお、所要時帆ま概算で構い  
ません．  
（取組の例：根本原因分析、分析ソフトを用いた解析、改善策立案検討のための会合等）  

注： 取り組みに関わった担当者数等については、安全管理部門のスタッフを含めてお答えください。  

間3：2004年動こレポートの作成・分析等に要した♯材・機＊・設備について、①器材・機器・股偶の種類、②導入年度、③調達方法、④概算書用（初期導入暮用・年間連用★用）、⑤算出の根拠（土・単価等）、⑥法定  
耐用年数、⑦利用予定年数を記入≠に把入してください。なお、IT設凱こ係るものはp．7の「4．安全管理‘こ係る擦材・機器・設備等の導入状況についてJに記入をお顎いいたします。  
（例：コンピューター、分析用ソフトウェア、複写・印刷物、消耗品等）   

《記入欄》  

【10一間1：レポートの作成（2004年度）】  

②レポート作成の担当者数・所要時間  
①2004年度に作成した   レポートの種類  医師  歯科医師  薬剤師  千種職  医療技術員  事横管理系   技能労紡員等  

■告件■  1粋当り平均 所■l離間  t告l牛■【  1炸当中平均 ホ■特間   

開                                    ■告件■  l陣当り平均 断▼疇間  ●●■■  l拝島り平均 所■■年間  ■替件■  1件篭り平均 所t■開  ■書体緻  1体当り平均 所事鴨川  ●●叶●  l拝島り平均 所事疇洞   

インシデント（ヒヤリハット）レポート   拝  分／件  件  分／件  件  分／件  件  分／件  件  分／件  件  分／件  拝  分／件  ll■   ■   

2  アクシデントレポート   捧  分／件  件  分／件  悸    分／件   件  分／梓  件  分／件  件  分／件  件  分／捧   “     暮   

【10一間2：レポートの分析・改善策立案等（2004年度）】  

③取組の担当者数・所要時間  
①2【氾4年度に実施した  ②  肯科医師  薬剤師  暮離職  医療技術員  事務管理系   技能労務員等  

レポートの分析・改善策立案のための取組   年間実施 回数                 開展     医師                       取ねに I■わった  1人当り平均  れ旦に lqわった  l人当り平均  取組に 関わった  一人当り平均  取組に 闊わった  l人劣り平均 癒帥間  取書‖こ 闊わった  l人当り平均  モー‖＝ 印わった  1人当り平均 活tl■I闘  取組lこ 騨わった  1人当り平月  

人■  べ 一：  人■  宿敵疇間  ■人■  活■■書間  人汝   人暮  活■■間  人■   人■  活ゎー間   

インシデント（ヒヤリ／、ツト）レポート  巨】  人  ■M  分／▲  人  事■  分／人  人  ■■l 分／人  人  ■鴫  分ノ人  人  事■  分／人  人  ●■  身／人  人  ■l■  炒′人  ■■  職   

2  アクシデントレポート   目  人  事轟】  分／人  人  牛¶  分ノ人  人  t職  分ノ人  人  暮叩  分／L  人  ■■〉  分／人  人  事叩  分／▲  人  ●¶  分／l  ■■   ■■   

【10一問3：レポートの作成・分析等に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  

①レポートの作成・分析等  
に要した艶材・機器・役僧の種類  

④概算暮用  
⑤算出根拠（t・半価等）   ⑥甚定耐用  

（具体的に名称をご記入ください）   
年数   

初M義人■用  年間1用■欄   

西l■    年度  □l■入 □用－ス・賢作   千円  年間    千円  年   年   

2  ■＝■■■■■沼  □購入 ロリース・貸借   千円  年間    千円  年   年   

3  酋暦    年度  Ul■入 ロリース・貸什   千円  年間    千円  年   牢  

11．院内感染サーベイランス等の取組状況について   

間1：2004年度に実施した院内感染サーベイランスについて、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③取組に挟わった担当者の職檀Bり人数と1人あたり年間平均所要時臥⑥取組の開始年度をご記入くださ    い 
．なお、所要時間は概算で削、ませんJ  
（例：】RSl関連、手術部位感染、尿路留任分子ぅー間遠尿路感染、中心静脈ライン間違血流感染、人工呼吸艶聞連肺炎等）  

注：感染制御部門のスタッフを含めてお答えください。   

間2：2004年動こ実施した院内感染サーベイランスに要した器材・機器・設備について、①器材・機誰・設備の種類、②導入年度、③調達方法、⑥観算升用（初期導入★用・年間運用★用）、⑤算出の根拠（暮・単  
価等）、⑥法定耐用年数、⑦利用予定年数を記入欄に記入してください．なお、汀股偶に係るものはp．7のr4．安全管理に係る器材・機翳・股傭等の鵡入状況についてJに記入をお磨いいたします。  
（例：コンピュータ、分析用ソフトウエア、複写・印刷働、消耗品等）   

《記入欄》  

【11一間1：院内感染サーベイランスの実施状況（2004年度）】  

・①2004年度に実施した  
③各院内感染サーベイランスの担当者数・所要時間  

院内感染サーベイランス  ②年間実施  歯科医師  薬剤師  、  

④  
（名称・内容）  回数                開始年優  

っ 人数  ■t■■  わつ－ 人数  所事岬M  わった 人■  断■職  関わった 人数  】界事■M  l拘わっ 人数  析事■M  騨‖♭った 人t  所暮■何   

■l  人  ■■   升／人   人  ■■   檜／人   人  暮■   舞／人   人  ■■   鎗／⊥   人  ■l■   織／人   人  ■■   升／ノ．  tI■    l■   

2  ■  人  ■■    鎗／人   人  暮■   升／人   人  霊■   升／人   人  ■■   檜／人   人  暮■   鎗／ノ 人  ■l■   檜ノノ．  8■    暮■   

3  ■   人  1■   れ圧   人  事■   舞／人   人  暮■   升／人   人  ■■   カ／人   人  暮事l   升／人   人  ■■   身／人  8■    ■■   

4  ■   人  1■   檜／ノ 人  1■   升／ノ 人  暮■   升／▲．   人  暮1一   分／1、   人  ■l■   介／人  人  暮■   Il／人  ■■    ■■   

5  l召   人  ■l■    分／人   人  ■■    檜／人   人  暮Il   檜／人   人  ■■   舞ノ人   人  1■l   升／人   人  ■■   分／人  tl■    ■■   

6  円   人  ■■   分／／．   人  霊■    鱒／ノ 人  ■■   分／1、   人  ■l■   ★／人   人  1■   升／人   人  暮■   升／人  Il■    ■■   

7  
■   人  事■   升ノ人   人  ■■   カノ人   人  1」■   分／人  人  ◆■   カ／人   人  雷t   媚／人   人  ■■   檜／人  ■●    ◆■   

【1卜間2：院内感染サーベイランスに要した器材・機器・設備等（2004年度）】  

①院内感染サーベイランスに弄した   
器材・機農・数傭の穐顎  ②導入年度  （卸町遠方法   

⑥概算★用  
⑤事出根拠（t・半価等）  ⑥  ⑦  

（具体的に名称をごl己入ください）  
法定耐用年数    利用干定年数  

切■■入暮用  ∪  て＝  ＝   

西t     年度  D購入 ⊂凹－ス・貸借   千円  年■l   千円  年   年   

2  百廿     年度  ロ購入 ロリース・貸借   千円  年間    千円  年   年   

3  酉鷹     年度  ロl算入 ロリース・貸借   千円  年間    千円  年   牢   

4  西暦    年度  Dll入 ロリース・貸借   千円  寧¶    千円  年  

5  ノ      二、  □ll入 ロリース・貸借   千円  書『    千円  年   年   
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12．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係るマニュアルの作成状況について  

◆現在使嗣している安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る全ての院内共通マニュアルについて、①マニュア／レの種類、②作成に関わった担当者の職檀別人数と1人あたり年間平均所要時間、③新規作成年度、④マ   
ニュア′レ作成に要した諸経虞（印刷経費、資料書写）を記入欄に記入してください。  

往＝】E部門や薬剤部門等が中心となり作成されたマ＝エアル等についても把入してください。  

注◆安全管哩部門、感染制御部門のスタッフを含めてお答えください。  

注：マニュア／レの改訂に要した人数・時間も含めてお答えください。  

《記入欄》  

13．外部評価（医療機能評価機構、1SO900l、BS7799等による認定・監査）の受審状況について  

間11999年座以降に新規で受著した全ての外部評価の中で、医療安全、感染制札医薬品安全使用に関連するものについて、①外部評価の名称．②受審年度、③審査の準胤こ関わった担当者の職種別人数とl人あたり平均  
所要時肌④外部評価の隻手費用と情報収集費用（外部コンサルタントへの委托費用を含む）を記入してください。   

問2－1999年度以降に更新のために受手した全ての外部評価の中で、医療安全、感染制御、医薬品安全使用に開運するものについて、①外郭評価の名称、②受蕃年度、③審査の準備に関わった担当者の職種別人数と1人あた  
り年間平均所要時間、①外部絆価の隻審費用と情報収集費用（外部コンサルタントヘの黍托費用を含む）を記入してください。  

注：安全管理部門．感染制御部門のスタッフを含めてお答えください。  

《記入欄》   

【13一問1：1999年度以降に新規に受零した外部評価】  

③審査の準       備に関わった担当者数・所要時    間  （凱経費  

①1999年度以降に新規受著した外飢評価 （具体的に名称をご記入ください）  ②受寺年度  医師  歯科医師  薬剤師  看護職  医療  技術員  事甥管理系   技能労務員等  
受響 ■用  惰■ 収集  

■用     ■1■lこ 由bゥた人書  】人当り堆ペ 平均所■l■Ⅶ  l■内lこ 由わった人■  l人草り蟻べ 平均ポー■Il『  叫■に 礪わった人■  】人当り吐べ 平篭）稗暮叩  l■徽に 関ゎった人■【  l人当りu・ぺ 平均爾tlI間  中一●に 揮わった人■  】人当つピペ 平均F‡tllh  サt■に llわった人■  1人事り書ぺ ▼寧▼■■l■  ■tlこ 用わった人t  1人隻り躍べ 平均舞■■l巾   

t■    ●書  人  分／人  人  分／人  人     分／人   人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  十円  千R   

2  t■    ●■  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  干円  千円   

3  首l■    畢l■  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  千内  干R   

4  t■    ■■  人  分ノ人  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  人     分／人   人  分／人  千円  干円   

【13一閃2：1999年度以降に更新のために受著した外部評価】  
③審査の準       胤こ関わった担当者数・所要時帆  店）経費  

①19錮年度以降に  医師・歯科医師   医師・歯科医師   薬剤師  看護I戦  医療技術員   医療技術員  その他  
更新のために変事した外新評価  受書 費用  情報 収集  

（具体麿に名称をご記入ください）   費用     職に 関ゎった人■  1人当り蜂べ 千句■●■†■  ■■iこ 開はトつた人■  l人当り蜂ベ 平均析■■間  叫に 餅わった人t  1人艶q蜂べ 平均所■q¶  申1に 嘲わった人t  り、当り聾ペ 平均芥■岬¶  ■■1こ 開bった人事  】人■ケ縫ペ 平均新一■間  」■鷹に 郡】つつた人●  l人畠りや一 平均所■■間  州に 瓢わった人■  l人卓ワヰベ 平均ボ▼■憫   

下†■    寧疇  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人     分／人   人     分／人   人  分ノ人  人  分／人  千円  千円   

2  萄J■    寧慮  人  i〉／人  人  檜／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  干円  干R   

3  tt    ▼t  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  千円  干円   

4  ●■    ■書  人  カノ人  人  分／人  人  分／人  人     分／人   人  分／人  人  分／人  人  分／人  千円  干R   
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14．医療機番・医薬品等の管理等の取組状況について（1二医療機器）  

問1：2004年匿の臨床工学技師の活動状況について、①臨床工学技師の所属部署名、②臨床工学技師の人数（常勤換算）、③全臨床工学技師の総活動時間における活動時間の内釈をご記入ください．ま  
た、医療職器の管理について、庄）医療職儲の種類、⑤設置台数・種類、⑥メンテナンス契約付き機器の導入台数とメンテナンス部分の追加費用について2004年度の状況についてそれぞれ記入肌こ記  
入してください。なお、メンテナンス部分の追加費用は、メンテナンス契約付き機器の単価と契約のない機器の単価との差額により概算で構いませんので記入して頂けますと幸いです。  

間2＝2004年射こおける医療機器の安全管矧こ係る括凱こついて、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③医療職器の安全管理に係る活動の概算費用、④取組の開始年度をご記入ください。なお、  
所要時間は概算で構いません。  
（活動例・院内巡回）   

注：安全管理部門のスタッフを含めてお答えください。  

間3：2004年動こおける医療機器の安全管矧こ要した器材・機器・股偶について、①器材・機器・設備の種類、②導入年度、③調達方法、④概算♯用（初期導入費用・年間運用費用）、⑤算出の根拠   （t・単価等）、⑥法定耐用年数、⑦利用予定年数を記入欄に記入してください。なお、IT設備に係るものはp．7の「4．安全管動こ係る器材・機器・設備等の斗入状況についてJに記入をお願いい  
たします。  
（設備♯入例：輸液ポンプ・シサンシーホーン7●・人工呼吸器等の解析装置等）  

《記入欄》  

t14一問1：臨床工学技師の活動状況】  

竜）  
⑥保有状況  ⑥メンテナンス契約付き機旨  

（∋臨床工学技師の所属部署  医療機器の種類  台数   種類   メンテナンス  
台数   部分追加★用   

（劃臨床工学技師の人数【常勤換算】  人   輸液ポンプ   有・無   せ  台   千円   

透析機器の管理   ヽ   シリンジポンプ   有・無   台  倉   千円  
③  
活  ヽ   人工呼吸器   有・無   台  台   千円  
動  
割  ヽ  その他（  ）  有・無   台  台   千円  

その他  
（  ）   

ヽ  その他（  ）  有・無   台  台   千円   

【14一問2：医療機器の安全管理に係る活動の実施状況（2004年度）】  

（》医療機器の安全管理に係る活動   ②年間実施   ③医療機器の安全管理に係る活動の概算■用  
（名称・内容）  回数  ④開始年度  

t■●l■   書出根拠（姐当讐数、所書疇¶、経★など）   

匡l   千円  tt     ■t   

2  
巨】   千円  ■■     ●■   

【14一問3：医療機器の安全管理に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  
①医療機器の安全管理に要した  

器材・機器・股偏の種類  ②導入年度  ③間遠方饉   
④横井井用  

⑤算出根拠（暮・単価等）  
（具体的に名称をご記入ください）  初期導入■用  年間運用費用   

■■       ■t  ロ■入 ロリース・貸靡   千円  ■がl     干円  

2  
■■      ■■  ロー入 田リース・細   千円  ■鷹     干円  

15．医療機器・医薬品等の管理等の取組状況について（2：医薬品・血液製剤）  

間l：2004年度の医薬品・血液製剤の管理体制について、①薬剤師（常勤検算）の経験年齢別人数、②全薬剤師の総活動時間における活動時間の内訳、③間剤・調整薬掛こおける活動時間の内訳につ  
いて、それぞれ記入欄に妃入してください。なお、③の「間剤・調整」の中の注射薬のミキシングは璃剤・調製業務における割合を、無菌調製は注射薬のミキシングにおける割合を紀入してく  
ださい。割合の内訳の記入は概井で構いません。  

間2：2004年度における医薬品・血液製剤の管理に係る活動について、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③医薬品・血液製剤の管理に係る活動の活動の概算書用、④取組の開始年度をご記  
入ください．なお、所要時間は概算で構いません。  
（活動例：特定生物由来製品に係る保管・管理活動、麻薬・劇薬等特に管理が必要な薬㈲に係る保管・管理活動、レジメンチェック、抗生物質の使用状況調査と感染起因菌の分析等）  

注＝安全管理部門のスタッフを含めてお答えください．  

間3：2∝14年度における医薬品・血液製剤の管軋こ要した器材・機器・設備について、①器材・機器・設備の種類、②導入年度、③調達方法、在）概算★用（初期導入升用・年間運用書用）、（9算出の  
根拠（t・単価等）を記入欄に妃入してください．なお、IT投傭に係るものはp．7の「4．安全管理に係る器材・機器・設備等の導入状況についてj に記入をお願いいたします。  
（設傭導入例：分包機、クリーンルーム、クリーンベンチ、血液製剤の保冷ヰ・冷凛庫・溶解用恒温檜等）  

《記入欄》  

【15一間1：医薬品・血液製剤等に関する活動状況（2004年度）I  

①薬剤師人数（★れ払■）  ②活動割合Ⅷ（合計で100則こなるよう概算で記入して下さい）   
二．認ト・   経♯年数   調剤・爛整   薬剤購入・   薬歴管理・   DI葉帯・   

10年乗積【人】   10年以上【人］  保管・管理   服薬指導   医療者への指導   その他  
人   人   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   

（診調剤・調整美男引こおける活動割合【封（合計で100別こなるよう概井で記入して下さい）  

調剤・開整  門服薬の  
÷キシング   無菌I■艶  一回土間剤  抗がん剤の隅剤  レジメンチェック   

l■■■‖   【■穐】   【■■■】   藁歴チェック   【■穐】  †■■÷  
l■■■】   ホ箇n刑               【＃■■】   

ヽ．   ヽ   ヽ   ヽ   つl   ヽ   ヽ  

【15一問2：医薬品・血液製剤の管理に係る活動の実施状況（2004年度）l  

（》医薬品・血液製剤の管理に係る活劇   ②  ③医薬品・血液製剤の管理に係る活動の活動の概算費用  
（名称・内容）  年間実施暦数  ■出慣拠（所蓼疇M、8■など）   

⑥開始年度  
t■■ll  

巨l   千R  書■     ●暮   

2  
固   千円  ■■    ■■   

【15一間3：医薬品・血液製剤の管理に要した器材・機器・設備等（2004年産）】  
①医薬品・血液製剤の管理に要した   

器材・機器・設備の種叛  ②導入年度  ③調達方法   
⑥概算★用  

⑤算出根拠（暮・単価等）  
（具体的に名称をご！己入ください）  初期導入費用  年間運用★用   

■■     ■雷  D■入 □用一入・珊   千円  年■    千円  

Z  ピ■     年慮  【コ■入 ロリース▲冊   守・円  亭■     千円  
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16．賠償責任保険について  

間】：2004年度に貫院が被保険者となって負担した賠償責任保険の保険料についてご記入ください。  

捷：院内で発生した医療行為に起因する匿横車故だけではなく、医療施設に起因する医療事故も含めてご記入ください。  

間2：2004年度に貴院に勤務する従事者個人が被保険者となっており、貴院で保険料を負担した賠償責任保険の保険料について職種別にご記入ください。  

注：従事者が個人的に加入しているものについては除いてください。   

《記入欄》  

【16一間1：貴院が被保険者となっているもの】  

【16一問2：従事者個人が被保険者となっているもの】  

職種   ①加入人数   ②年間保険料  

医師   人  合計  円／牢  

従事者個人が被保険者となっていて  歯科医師   人  合計  円／午  

鼠院が保険料を負担しているもの  薬剤師   人  合計  円／年  

看護職   人  合計  円／年  

その他職員   人  合計  円／年   
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17．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（1：感染性廃棄物）   

往こ感染性廃棄物とは、医療関係機関等から発生し、人が感染し、又は感染するおそれのある病原体（感染性病原体）が含まれ、若しくは付着している廃棄物又はこれらのおそれのある廃棄  
物を指します。  
●感染性産業廃棄物の具体例：①血液、血清、血妓、体液（精液を含む。）、血液製剤 ②注射針、メス、試験管、シャーレ、ガラスくず等 ③検査等に使用した試験管、シャーレ等  
④血液等が付着した手術用の手袋等 ⑤汚染物が付着した廃プラスチγク類等  
●感染性一般廃棄物の具体例：①臓器、組維 ②試験、検査等に使用した培地等（診血液等が付着した紙くず、級維くず（脱脂綿、ガーゼ、包帯等）専 ④汚染物が付着した紙くず、繊  
維くず   

間1：2004年度に使用していた感染性器具使用後の廃棄容軌こついて①およその年間費用、②算出の根拠（量・単価等）を記入肌こ記入してください。   

間2‥2004年摩における感染性産業廃棄物の保管について、①廃棄物保管庫導入に関することとして保管庫の導入牛用、導入年、保管庫占有面積を、また②その他産業廃棄物保管に草する材料  
についての年間費用、算出の根拠（t・単価等）を記入欄に記入してください．（廃棄物保管に要するその他材料の例：ハザードマークシートの購入）   

問3：2004年度に使用していた①感染性産業廃棄物処理施設（院内で所有している場合）の処理施設導入兼用、導入牢、処理施設の占有面積、稼動費用、維持費用をお答えください．また、感  
染性産業廃棄物処理を外部に委託している場合は②廃棄物処理委託費用を記入肌こ記入してください。   

問4：間1－3で回答した以外で2004年虔における感染性産業廃棄物処理・保管に要する費用について、（D♯用項目、②およその年間書用、③算出の根拠（1・単価等）を記入欄に記入してく  
ださい。  

《記入欄》  

【17一間1：感染性器具の廃棄容器（2004年度）】  

①年間費用  （計算出根拠（i・単価等）  

【1ト問2：感染性廃棄物保管（2004年度）】  

（D廃棄物の保管庫導入  ②廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入費用   導入年   保管庫占有面積   年間費用   算出根拠（土・半価等）   

千円  ■■  事t   †   千円′ 羊  

【17一問3：感染性廃棄物処理施設・処理委託費用（2004年度）】  

①廃棄物処理施設（院内で所有している場合）  
②廃棄物処理委託費用   

処理施設溝入★用   導入牛   処理施設占有面積   稼動♯用   維持★用   

千円  書■  ■＝■   J   千・円／′年   千円／′年   千円／年   

【17一間4：その他廃棄物処理・保管に要する兼用（賠償兼任保険等）（2004年度）】  

（》費用項目   ②年間費用   ③算出根拠（i・単価等）   

千円隼  

2  千円／年  

3  
千円．ノ年  

17．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（2：非感染性産業廃棄物）   

注：非感染性産業廃棄働とは、医療関係機馳等の医療行為等に伴って排出される産業廃棄物のうち、感染性廃棄物以外のもの、すなわち「感染憎産業廃棄物を除く特別管理産業廃棄物」およ  
ぴ「その他の産業廃棄物Jを指しょす。また、院内で感染性を失わせる処理（焼却・溶融・オートクレープ・乾熱滅菌・薬剤または加熱など）を行った感染性廃乗物も非感染性産業廃棄  
物に含みます。  

間5：2004年度における非感染性産業廃棄物の保管について、①廃棄物保管庫導入に関することとして保管庫の導入費用、導入年、保管庫占有面積を、立た②その他非感染性産業廃棄物保管に  
要する材料についての年間★用、算出の根拠（t・単価等）を記入欄に吉己入してください。（廃棄物保管に要するその他材料の例：非感染性廃棄物ラノくルの嫌入）   

間6：2004年度に使用していた非感染性産業廃棄物の処理について、①収集運搬業着への委託費用、②処分業者への委託費用を記入肌こ記入してください．   

間7：問l－3で回答した以外で20D4年度における非感染性産業廃凛物の処理・保管に要する費用について、①牛用項目、②およその年間費用、（∋算出の根拠（t・単価等）を記入欄に記入し  
てください。  

《記入欄》  

【17一間5：産業廃棄物（非感染性）保管（2004年度）】  

①廃棄物の保管庫導入  ②廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入費用   導入牛   保管ヰ占有面積   年間費用   算出根拠（量・単価等）   

千円  ■■  t■   d   千円ノ雫  

【17一間6：産業廃棄物（非感染性）処理委託費用（2004年度）】  

①収集運搬業者への委託費用   ②処分業者への委託費用   

千円．／年   干円．ノ鞘   

【17一問7：その他産業廃棄物（非感染性）処理・保管に要する費用（賠償責任保険等）（2004年度）】  

①費用項目   ②年間費用   ③算出根拠（i・単価等）   

千円IF  

2  千円 年  

3  千円′年  
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18．安全管理に係る確認作業等に要する活動状況について   

間1・1999年以降開始した、安全管理のための医療者臥 医療者一患者間の椎認作業について、①確認作業の内容、e）作業の牧羊書用をご記入ください。  
（例：患者誤認防止、医薬品等の誤舘防止、璃剤の政吉臥 手術部位誤羅防止）   

間2・マ＝エアルに定められている確認作業について、種類数と頻度をご記入ください。  

問3＝同素jのための説明などの概算費用（人件費が主だと思われます）をご記入下さい．  

問4・同意書の種類と件数をご記入下さい。  

《記入欄》  

【18一間1：安全管理のための医療者間、医療者・患者間の確認作業】  

①1999年以降に開始した医療安全に資する確許作業   
e）確認作業の概算費用  

■■▼ll   事出漁■【担当者敷、所■晴間、昆■など）   

干円  

2  干円  

3  干円  

干円  

5  千円  

【18一間2：確認作業の種類と頻度】  

①活動の内容   
②臨終作業の種類  ③確認作業の頻度  

1999年度   2004年座   1999年度   2004年庚   

マニュアル等に定められている医療者間の確認作業   穫顎   穫顎  約     件／日  約     件／日   

2  マニュアル等に定められている医療者・患者間の確認作業   穣萄   托萄  約     件／日  約     件／日   

【18一問：∋：同意書のための説明】  

①活動の内容   
②説明と同意を実施している概算費用  

■t■十   暮出欄九【担当青書、所■噌同、繹■なご）  

同意書のための説明など   干円  

【18一間4：同意書の種類と件数】  

（D同意書の種類  ②同意書の件数  
1999年度  2004年庚  1999年度  2004年度  

穐類   事l類  釣    件／月  約     件／月  

19．安全管理、医薬品安全使用に係る機能連携について   

◆他の病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問看護ステーション等との機能連携（病病連携・病診連携・薬薬連携等）のうち、安全管理・医薬品安全使用に係る機能連携に関して   
①実施内容（取組内容・連携先）、②月間実施件数、③取組の概算費用、④取組の開始年度をご記入ください。なお、所要時間は概算で構いません。  

（取組例：他の病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問介護ステーションとの間で、当ぎ亥患者について必要な診療情報を文書などにより相互に共有化する等）  

《記入欄》  

①  
安全管理・医薬品安全使用に係る他の医療機関や保険薬局  ③取組の概算費用  

・訪問者護ステーション等との機能連携の実施内容  ④開始年度  

取組内容（名称・内容）   連携先  概算■用   算出根拠（担当者数、所響疇Ⅶ、経★など）   

月間  捧   千円  ■■    ■■   

2  月lⅦ  件   千円  ■■    ▼t   

3  月間  件   千円  ■■    ◆t   

4  月l『  件   干円  丙■    年度   

5  月Ⅶ  件   千円  ■●    ▼書   

6  月間  件   千円  由■    牛虎   

7  月間  悸   千円  高■    年正   

8  月間  件   千円  西■    年＃   

9  月円！  件   干円  6■    年度   

10  月■†  件   千円  繭■    年鷹   

月M  l羊   干円  声■    甲ノー   

12  月間  件   千円  ■■    ◆t   
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20．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係るその他の活動の取組状況について  

◆これまでの1→19の分類に該当しないものの、現在実施している安全管理や感染制札医薬品安全使用のための諸活動の状況について①活動の内容、②活動の年間実施回数、③活動の概算費用、◎活動  
の開始年度をご記入ください，なお、所要時間は概算で構いません。  
（伊上書備体制の強化、医療用ガスボンベの点検等）  

◆①については、リストに挙げている活軌こついてはその実施の有無を○×で記入してください。リスト以外で実施した活動がある場合は、その内容がわかるように活動の名称・内容を具体的にご記入く  
ださい。  

《記入柵》  

③活動の概算費用  
①現在実施している括動内容   僅）開始年度  

実施の有無  
（○×）   観■費用   算出根拠（担当者数，所葬時間、経費など）   

患者相談（苦情等を含む）窓口の設置  千円  ふ▼      ●t   

2  防犯システムの導入  千円  ■■     ■■   

1上記リスト以外の脱があれ・ま下表に活動内容などをご臥ください。  

①現在実施している活動内層  ②年間  ③活動の概算♯用  
（具体手に名称・内容をご記入ください）  実施回数  ④開始年度  

覿事書用   算出根拠（担当者数、所賽噂帆 経★など）   

3  ■lれ  圃   千円  暮■     ■●   

4  ■■  t   千円  ■■      ■■   

5  事†『  l勺   千円  ■■      ■t   

6  事！『  lら   千円  廿■      事正   

7  書l■  l転   千円  t刑t      寧Lよ   

8  ヰ■l  l由   千円  ■■      ■t   

9  年間  也   千円  廿■      ■■   

10  ■■  ■   千円  ■■      ■■   
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【書面調査シート】 一般診療所・有床票  

医療安全に関するコスト調査（一般診療所・有床震）  

【基本情報】  

調査用整理番号  05－CO3   

項   巳  平成16年度  平成17年度   

許可病床   稼動病床   許可病床   稼動病床  

病床の状況  床   床   床   床  
※各年度の6月30日現在  床   床   床   床  

l［再掲］指定介納兼型施設   床   床   床   床   

1．在院患者数※6月30日現在   人  人  

入院患者の状況  延べ  人   延べ  人  
落在院患者数以外lま各年  
鹿6月の1か月間  人  人  

4．退院患者数   人  人   

外来患者の状況  人  人  

※各年度6月の1か月間   延べ  人   延べ  人   

処方の状況  回  回  

塞各年度6月の1か月間   回  回   

1．医師   人  人  

2．歯科医師   人  人  

職員の状況  人  人  
（常勤換算）  

※各年度の6月30日現在  人  人  

5．事務職員   人  人  

6．その他の蒋員   人  人   

医業収支  1．医業収入   干円  
※平成柑年度の1年間          2．医業費用   千円  

※平成16年6月30日現在の状況をご記入下さい。  

※平成16年6月30日現在の状況をご記入下さい。  

主たる診療科目の番号をご記入下さい。  
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1．安全管理に係る人員配置状況について   

◆安全管理に係る責任者、担当者の職名を、専任、兼任にかかわらず全て記入欄の①に記入して下さい。  
（例：安全管理責任者、医療安全推進担当者、リスクマネジャー、安全管理担当者、安全管理推進者等）   

◆①に記入した職名に任命されている人の②職種、③経験年数を選んで下さい。   

◆④には①に記入した担当者の全活動時間のうち、安全管理に係る取組の活動時間の割合を2004年6月の活動時間に基づいて記入し  
て下さい。  
（1週間毎日安全管理に係る活動している場合は100％、1週間の内1日だけ活動している場合は20％、半日だけ活動している場  

合は10％と考えると把握しやすいです）   

《記入欄》  

（》安全推進者の職名   
④  

②職種（該当するものに○を記入）  ③経験年数    安全管理活動割合  
【ヽ1   

医師・歯科医師・薬剤師・看燵師  
医療技術見・事務管理系・技能労務員嘗   

2  

医師・歯科医師・薬剤師・看穫師  
医療技術員・事務管理係・技能労務員等   

3  

医師・歯科医師・薬剤師・看磯節  
医療技術員・事務管理系・技能労務員笥   

4  

医師・歯科医師・薬剤師・看護師  
医療技術月・事務管理系・技能労務員等   

5  

医師・歯科医師・薬剤師・看裸師  
医療技術員・事続管理系・技能労務員嘗   

■■ 安全管動こ係る担当者を任命していない場合は、「施設管理者」について以下の表にご記入下さい。  

※上の表に記入してある場合は   
記入不要です  ②職種   

④  
③経験年数         安全管理活動割合  

①安全管矧こ係る管理者  〔l】  

施設の管理者   医師   
□10年未満  

□10年以上  

2、安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る委員会・会合・院内研修等の取組状況について   
◆2004年度に開催した安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る全ての委■会・会合、院内研修、内郭レビニ■－－・ラウンドについてお答えください。   

◆①については、リストに拳げている委員会・会合についてはその間催の有無を○×で記入してください。リスト以外で闇値した委■会・会合がある場合は、その内容がわかるょうに委Å会・会合の名称をご記入く  
ナゞ士lヽ   

◆①に記入した委員会・会合について、②各惰成Åの職穫別咄席昔数、③1固当りの開催時間と年間開催回数をご記入ください．   

注：安全℡理肺門，感染網j御部門のスタッフを含めてお答えください．   

《記入欄》  
②各蓼Å会・会       合の出席者牌成鳥   数（委欄い事務局スタッ7含む）  ③所要時間  

2004年度に開催した  開催の有無  医師  せ科医餞  1・二 三－  看護ヰ   医療技術■   事携t理系   技能労務1等   l匡1当り  

委1会・会合などの名称  （○×）                           閉経   
IO年来■  10年以上  以上  10年乗書  lD年£l上  以上  l（〉年兼ホ  lO年以上  lO年末れ  1昨以上  1昨素■  】○年以上  け年末欄  一昨以上  け■◆■  】○年以上  晴間  回数   

安全管理委Å会  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■向   ロ】   

2   感染間御委員会  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■¶   l町   

3   新人の書諜職■研修  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■l『   匹】   

4  初任時研修・オリエンテーション  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■   阿   

5   内凱レビュー・ラウンド  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ▲l蘭   四   

上記リスト以外に2004年度に開催した李▲全・会合があれば下表の①に具体名をご妃入ください．  

①  ②各李月食・会合の出席者構成員         数（委鼻・事扶局スタッフ含む）  ③所要時間  
2∝け年度に開催した  医師  歯科医師  薬剤師  看護職   医療技術1   事務管理系   技能労扶A嘗   1【司当り  

委1会・会合などの名称                                                閑雅  年間 帥一書    騒■年数  ユ：  診療科丘  踵蠣年■  二 ：  鯵巾周欄  1：  経■年幹  経■年■  鐘■年嚢  ■●◆■  ■■■■  ■■■■  ■■■■  ＝；「  ヰ■■■   （具体的に名称をご記入ください）  11t◆●  10年以上  以上  叩年末■  け年以上  以上  10年禾繍  10年以上  lO年末≠  】○年以上  10年朱書  一昨以上  10年乗♯  1昨以上  l昨乗檎  10年以上  晴間  回数   

6  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  lllれ   ロ】   

7  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■   町   

8  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  嶋憫   唱】   

9  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  岬lれ   l塾   

10  人  人  人  人  人  人  人人   人  人  人  人  人  人  人  人  ■t  

ノ、  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■   句   

12  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■同   【ヨ   

13  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■  
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3．安全管理に係る器材・機器・設備等の導入状況について   

◆現在任用している安全管理や感染制御への責削；期待できる全ての器材・機器・設備等について①導入項目、②ヰ入年度、③導入時点の状況、④調達方法、⑤概算費用（初期導入費用・年間運用費用）、  
⑥男出の根拠（量・単価等）、⑦法定耐用年数、⑧利用予定年数を記入欄に記入してください．   

◆①については、リストに挙げている器材・機器・設備等についてはその導入の有無をOxで記入してください。リスト以外で導入している器材・機器・設備等がある場合は、次頁の欄の①に器材等の具体  
的な名称をご記入ください。   

注：・感染制卸こ関連する馨材等については、p，8の「4．感染制軌こ係る器材・機器・設備等の導入状況についてjにご記入ください。  
・消耗品の利用予定年数は「0」と記入してください。  

《記入欄》  

②   ③   喧）   ⑤概算費用  （診   ⑦  ⑧  
係る器材・機器・設備の種類  導入の有無  調達方法  初期導入費用  年間運用費用   算出根拠（t・単価等）   法定耐用  

（○×）   状況  年数   

リストバンド  ■■    ●■  □新規  ロ輝入  □更新・追加   ロリース・賃借  年間  千円  年   ■   

2  看護支援壬姥帯端末  占■    牛虎  □新規 □更新・追加  ロ隋入 ロリース・賃借   千円  事■l  干円  年   年   

3  警報装置  西■    年よ  ■・ノ・≡  □購入  ロモ新・追加   ロリース・賃借   千円  年間  十日  鴨   年   

4  転落防止器具  声■    乍慮  ロ新規  口購入  □更新・追加   ロリース・貨惰   干円  事間  干円  亨   年   

5  禰i筆戦収床材  西■    牛虎  0新規 ロ更新・追加  口購入 ロリース・賃借   千円  事■  十日  年   年   

6  オーーダーエントリーシステム  酉■    午よ  □新規  ロ購入  ロ東新・追加   ロリース・買値   千円  ◆慮  干円  年   牛   

1 上記リスト以外に現在導入している器材等があれば、次頁の衷の①に具体名をご記入ください。  

く設問3 のつづき＞  

①現在使用している安全管理に係る   
垣）   ⑤概算費用  （診   丁  

暑告材・機器・●几備の種類   算出根拠（土・単価等）   法定耐用   
（具体的に名称をご雷己入ください）   ②  ③ 導入時点  初期導入書用  年間運用■用  年数  年数   

7  t■     ■■  □新規 □王新・追加  D止入 ロリース・実作   千円  事『  干R  単  

8  ■■    ■★  ロ新線 ロ丈斯・追加  ロ購入 ロリース・賃借   千円  雫帆  干円  午   年   

9  －J      二・  ロ新規 ロ更新・追加  口供入 ロリース・賃惰   千円  書簡  干円  隼  

10  ▲・・       ⊥  ［］新規 口更新・追加  □l薫入 ロリース・賃借   千円  ■疇  干円  lF  

百庸    雄靡  ロ新規  □l薫入  ロ更新・追加   ロリース・賃借   千円  書簡  干円  年  

12  西■     年眞  □新規  口碑入  
ロモ新・追加   Dリース・貸借   千円  乍■  干円  筆  

13  ■●    ■t  ロ新規 ロ更新・埴加  □l雛入 ロリース・賃借   千円  ●l■  †‡■  乍   隼   

14  ち甘    露1  □新規 ロ更新・追加  □購入 ロリース・賃借   千田  年間  千円  年  

】5  l         ＝二  ロ新規 ロー薪・追加  ロl薫入 ロリース・賃借   千円  寧t一  千円  ◆  

16  書■    ■t  □新規 ロ更新・追加  Dl薫入 ロリース・賃借   千円  峯■l  fR  年  

17  ■■    ◆t  田新規 ロー新・追加  口購入 ロリース・賃借   千円  事間  干円  年  

18  ■■    ■t  □新規 □更新・追加   田l薫入  ロリース・賃借   千円  tlq  十円  年   隼   

lg  ち■    草生  □新規  □ll入  □丈新・追加   ロリース・賃借   千円  キl■  千円  年  

20  古■    隼虞  □新規 □王斯・追加  口賦入 ロリース・賃借   千円  ■■  千円  羊  

21  ■t    ●★  ロ新規 D更新・追加  □l薫入 ロリース・声惟   千円  牛l■  干R  隼  

22  t■    ●■  □新規 ロー新・追加  □叫入 ロリース・賃借   千円  事■  干円  申   年   

23  ■t    ■十  □新規 ロ更新・追加  ロ購入 ロリース・賃借   千円  事Ⅶ  千円  午  

24  ■t    ●t  □新規  ロIl入  □更新・追加   ロリース・す惜   千円  t鴫  千円  牛  

25  盲■    隼膚  □新規 □更新・追加  ロIl入 ロリース・賃借   千円  事蘭  干円  乍  

26  r       こ  ロ新規 ロ更新・追加  ロ吠入 ロリース・賃欄   千円  乍Hl  千R  申  
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4．感染制御に係る器材・機器・設備等の導入状況について   

◆現在使用している感染を予防するための全ての器材・機器・設備等について①導入項目、②導入年度、③導入時点の状況、④礪遠方法、⑤鼠算費用（初期導入書用・年間運用費用）、⑥算出の根拠（暮・単価等）、⑦  
法定耐用年数、（訂利用予定年数を記入欄に吉己入してください．   

◆①については、リストに挙げている器材・機器・投傭零についてはその場入の有無をOxで記入してください。リスト以外で導入している器材・織洋・股傭等がある場合は、扶育の欄の①に器材等の具体的な名称をご  
苫己入ください．   

注：医療従事者の感染防止のための各種〃チン、抗体検査、ツ反零の英施状況についてはp．10のr5．医療従事者の感染防止対策についてJでご回答ください．   

往こディスポーザブル用品や消耗材の利用予定年数は「OJと記入してください。   

《記入柵》  

③  ①  ⑤概事費用  ⑥  ⑦  ⑳  
算出根拠（批・単価等）  法定耐用  

田 導入年度   導入時点の 状況   甘逮方法  
年数  

消毒・洗浄剤1（  
）  

■■    ■■  ロ新規 □王ホ・追加  □職人 ロリース・千僧  ■■】  千円  

Z  消響・洗浄剤2（  
）  

1■    ■t  □新規 ロ丈新・追加  ロIl入 ロリース・費什   ／   ■■l  千用  年  

3  消毒・洗浄剤3（  
）  ■■    ▼★  □新規 ロ更新・追加  □正人 ロリース・貫惰   ／   ●■l  千円  事   

4  ハンドローション  ■■    ●■  ロ新規 ローホ・追加  □仇入 ロリース・賃惰   ／   ■¶  干円  攣   年   

5  グローブ  ■■    ■■  □新規 □丈ホ・追加  □傭人 ロリース・賃惰   ／   ●■l  十円  

6  マスク  書■    ◆■  ロ新規 ローホ・追加  □購入 ロリース・千僧   ／   ■■  千円  ●  

丁  ガウン  tt    ■■  □新規 口f斯・追加  ロ恥入 ロリース・千僧   ／   ■■  千円  

8  手洗い機器  ■■    ■■  ロ新規 ロー斯・追加  □ll入 ロリース・ナ惰   半円  ◆■  千円  ●   隼   

9  抗菌力テーテル  t■    ■■  0新線 □丈新・追加  □職入 ロリース・ナ什   千円  ■■  千円  

lO  針刺し防止用注射器  t■    ●■  ロ新規 ローホ・追加  D■入 ロリース・賃惰   千円  ■鴫  fR  ■  

抗菌床材  書■    ■■  コ■t ロー新・追加  DII入 ロリース・千僧   干円  ■■  千円  ▼   ●   

12  陰庄隅■一重  曹■    暮慮  ロ新規 ローホ・追加  □隕入 ■ ：・   千円  ■■I  十円  ●   年   

13  オートクレープ  t■    十■  ロ新規 ロ更新・追加  口糧入 ロリース・千惟   千円  ◆■  ●■  

14  オゾン空気洗浄器  t■    ●■  □新規 0天新・追加  0Ⅲ入 ロリース・井惰   干円  事■l  千円  ■  

15  「・l・・ニ ー  t■    ◆■  ロ新規 ロー薪・追加  □購入 ロリース・チ惰   千円  ■l疇  f円  ■   

上記リスト以外に現在導入している為材等があれば、次頁の喪の①に具体名をご紀入ください。  

〈設問4 のつづき＞  

①現在使用している感染制御に係る   ④  ⑤観算費用  ⑥  （》  
⑧  

器材・機器・設備の種犠  
② 導入年度  ③ 導入時点 の状況   隅遠方法  算出根拠（皿・単価等）  法定耐用  

（具体的に名称をご記入ください）  初期導入■用  年¶運用暮用   年数  

16  t■    ■■  ロ新規 ロ丈断・追加  □購入 ロリース・千僧   千円  ■州  干R  ●   隼   

17  t■    ■■  ロボ蝿 □王航・追加  D職人 ロリース・1惜   千円  事≠  干円  年   

18  書■    ●■  ●J二 ロモボ・追加  口座入 ロリース・ナ譜   干円  書簡  千円  隼  

19  ●■    ■■  ロ新規 ロモ斬・追加  □正人 ロリース・↑惰   干円  事l■  千R  ●   

20  ■■    ■■  ロ新規  D正人  D丈ホ・追加   ロリース・↑什   干円  tl疇  
十円  ■   

21  ■■    ■■  ロホ娩 ロ更新t追加  口購入 ロリース・★惜   下円  事I■  千円  ■  

22  t■    ■■  ロホ規 □更ホ・追加  口Il入 ロリース・★惰   干円  ■れ  千円  ■   

23  ■■    ■■  D新規 ロモホ・追加  □肌入 ロリース・千情   ▼【円  ▼職  千円  ●  

24  ●■    ■■  ロ新糧  口購入  
ローホ・追加   ロリース・t什   干円  羊M  千R  

25  ℡J■    ■虞  ロ新規 ■二l  □職人 ロリース・t惰   干円  攣M  千円  

26  書t    ●暮  □斯楓 D更新・追加  Dll入 ロリース・1什   千円  ■l■  乍円  

2丁  ■■    ■■  □新規 □王斬・追加  口購入 ロリース・書簡   千円  ■■l  千円  ■   ■l   

28  ■■    ●■  」■■ ロー飯・追加  □ll入 ロリース・t庸   干円  ■れ  干円  ◆   

29  ■■    ▼■  ロ■i楓 □王ホ・追加  ロ丑入 ロリースt賓情   干R  事¶  千R  鴨  

30  1■    ◆■  D新規 ロ支厭・追加  口叫入 ロリース・賃fl   干円  事M  ナ円  ■  

31  ■■    ◆■  □新規 □更ホ・追加  口購入 ロリース・責付   千円  攣叫  干円  

32  t■    lt  □新規 □更新・追加  口座入 ロリース・責什   千円  羊M  千円  ■  

33  ■▼    ●書  □新規 ロモ新・追加  □購入 ロリース・平作   千円  事M  干円  ●  

34  t▼    ●t  ロ新規 ロ王新・追加  □l雷入 ロリース・書簡   干円  乍叫  干円  

35  甘l■    とよ  ロ新規 ロ更ホ・追加  ロl薫入 ロリース・♯樺   干円  寧M  千円  ●  
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5．医療従事者の感染防止対策について   

◆20明年度に実施した医療従事者の感染防止のための各種舛チン、抗体検査、ツ反等の実施状況について①実施内容、②概算費用、③算出の根拠（量・単価等）を記入欄に記入して下さい。  

◆①については、リストに挙げている医療従事者の感染防止対策の取り組み内容についてはその実施の有無を○×で記入してください。リスト以外で実施した医狩従事者の感染防止対策が  
ある場合は、その内容がわかるように医療従事者の感染防止対策の取り組みを具体的にご記入ください。  

《記入欄》  

①2004年度に実施した  
医療従事者の感染防止対策の取り組み内容  実施の有無 （○×）   ②鼠算費用   ③算出根拠（量・単価等）   

抗体検査  千円  

2   ツ反  千円  

3   インフルエンザワクチン接種  干円  

1  上記リスト以外に200咋度に実凱た医療従事者の感染防止対策があれば下表の①に具体名をご記入ください。  

（Dz004年度に実施した医療従事者の感染防止対策の取り組み内容   （具体的に名称をご記入ください）  ②概算費用   ③算出根拠（旦・単価等）   

4  千円  

5  干円  

6  千円  

7  千円  

8  千円  

9  千円  

10  千円  

千円  

12  千円  

13  千円  

6．安全管理、感染制御、医薬品医薬使用に係る院外研修・活動の取組状況について   

◆2（州4年度に参珊した安全管理．感染制御、医薬品安全使用に係る全ての院外研修・括痍如こついて、①研億の名称・内容、②職種別参加者数、（診移動時間と参加時間を合わせた参加者1人あたりの平均所要時臥④交  
通十・宿泊費と研修費を記入欄に妃入してください。   

注：学会への参加も対象となります。また、三井師として沈痛に行かれた場合も妃入してください。   

注■安全管理部門、感染制御部門のスタッ7を含めてお答えください。   

注：所要時間は、1日を8時間、半日を4時間と換算してください。宿泊込みの参加の場合い日は8時間と計算してください。  

《記入欄》  

①2004年虔に参加した   
②各院外研修の参加者数  

院外研修  医師  歯科医師  ③ 所要  
（名称・内容）  時間   

10年来柵】○年以上   以上  10年未穐  10年以上  以＿ヒ  川牛糞オ  tt）年以上  10年乗†■  川年以上  1（〉年来｛  l【〉年以上  10年乗■  10年以上  ＝叫ト■●  】○年以上   

人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  中間  干   干   

2  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■lれ  千   千   

3  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■▼   干   千   

4  
人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■lサ  千   午   

5  入  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■Ⅳl   千   干   

8  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  tI間   千   干   

7  人  人  人  人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  岬†覇   干   干   

8  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  l書間   干   千   

9  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人人   人  人  人  人  l，l『   干   千   

10  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■巾  干   干   

人  人  人  人  人  人  人 人   人  人  人  人  人  人  人  人  ■ 千   

12  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  q岬   千   下   

13  人人   人  人  人  人  人  人  人     人   人  人  人  人  人  人  ■lM   干．  千   

14  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  疇IⅥ   千  千   

15  人  u 人 人   人  人！人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■   千   干   
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7．インシデントレポート及びアクシデントレポート作成・分析等の取組状況について  

間l＝2004年度のレポート等の作成について、②レポート作成の担当者の職種別人数とl人あたり平均所要時間、③敵組の開始年度をごl己入ください。なお、所要時晰土讃算で構いません。  

問2．20D4年度のレポートの分析や改善策立案等について、②取組の年間実施回数、③取組に関わった担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時臥④取組の開始年度をご妃入ください。なお、所要時間は概算で構い  
ません．  
（取組の例：根本原因分析、分析ソフトを用いた解析、改善策立案検討のための会合等）  

注■ 取り組みに関わった担当者数動こついては、安全管理部門のスタッフを含めてお答えください。  

閏3：2004年度にレポートの作成・分析等に要した器材・機番・股偶について、①器材・機器・設備の種類、②璃入年度、③椚遠方法、信）概算費用（初期導入費用・年間運用升用）、⑤算出の根拠（量・単価等）、（診法定  
耐用年数、⑦利用干定年数を把入欄に記入してください．なお、IT椴備に係るものはp．6の「3．安全管理に係る器材・機器・設備等の導入状況についてjに記入をお願いいたします。  
（例：コンピューター、分析用ソフトウェア、複写・印刷物、消耗品等）  

《記入欄》  

【7一間1：レポートの作成（2004年度）】  

②レポート作成の抵当有数・所要時間  
①2004年動こ作成した   レポートの種顎  医師  歯科医師  薬剤師  手穫職  医療技術員  事務管理系   技能労務員等  

開始年                          ●●捧■  l捧ちり平l寧 新書中間  ■讐件■  l件当り平均 析■疇向  ■鐘捧■  1件当り平均 断■中間  書暫件♯  1件当り平均 断■嶋間  ●●柵■  l件当り平月 断賽■l間  書青件■  l爬当竹中均 所■疇間  ■t捧■  t拝島り平均 所■■同   

インシデント（ヒヤリハット）レポート   件  分／件  件  分／陣  ♯  分／件  件  分／件  件  分／件  捧  分／件  件  分／件  ■■    ●   

2  アクシデントレポート   件  分／炸  件  分／捧  捧  分／捧  件  分／件  陣  分／片  件  分ノ炸  件  分／件  ■■    事   

【7一間2：レポートの分析・改善策立案等（2004年度）】  

②  
③取組の担当者数・所要時間  

①2004年度に実施した  医師  歯科医師  薬剤師  看護職  医療技術員  伝）  

レポートの分析・改善策立案のための取組   年Ⅶ実施 回数                  開始年度                    事抹管理系   技能労秩且等     lll■に  l人出り平均  や輝＝こ  l人当り平均  ，Ⅳ≡  1人当り平均  」F■lに  l人当り平均  二：  1人当り平均  」ロ■lに  1人当り平均  l鋸Pに  1人当り平均     闊わった 人■  i舌Il■佃  P‖bった 人数  括■ヰⅦ  罷った 人数  結納書間  l疇わった 人数  括払中間  恥わった 人数  活帥間  問わった 人数  結暮l■一円  叩わった 人数  活Ill書間   
インシデント（ヒヤリハット）レポート  巨】  人  事■  分／人  人  ■h  分／人  人  事l一  分ノ人  人  ●■  分／人  人  事職  分／▲  人  ●■】  分／L  人  中¶  分／人  ▼■   ■▲   

2  アクシデントレポート   巨】  人  乍tl  分／人  人  乍職  分／人  人  ■■，  分／人  人  ■■  分ノ人  人  ■■l 分／L  人  ■■l  分／人  人  事■  分／人  T■   ■よ   

【7一間3：レポートの作成・分析等に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  

①レポートの作成・分析等  ④概算書用  
に要した器材・樹・設備の種類  ⑤書出根拠（t・単価等）   ⑥法定制用   
（具体的に名称をご妃入ください）   

年数   
初縄事入■用  年Ⅶ暮用■用   

西膚    早慶  D矯入 ロリース・貸借   千円  年間    千円  年   年   

2  西甘    年度  □圧入 ロリース・貸俺   千円  年間    千円  年   牢   

3  西■    牢よ  ∪購入 ロリース・貸借   千円  年Ⅳl   千円  牢   年  

8．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係るマニュアルの作成状況について  

◆現在使用している安全瞥理、感染制御 医薬品安全使用に係る全ての院内共牒マニュア′レについて、①マ＝ユアルの種類、②作成に関わった担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時間、③新規作成年度、④マ   
ニュアル作成に要した諸経★（印刷経★、資料升等）を記入欄に記入してください。  

】生：uE部門や薬剤部門等が中心となり作成されたマ＝ユアル等についても記入してください。  

注：安全管理部門、感染㈲闇噌門のスタッフを含めてお答えください．  

注：マニュア／レの改訂に要した人数・時間も含めてお答えください。  

《署己入柵》  
②作成に関わった担当者数・所要時間  

①現在償用しているマニュアルの種類  医師  歯科医師  薬剤師  看護職  ③  
（具体的に名称をご一己入ください）  †l▲に 払bった  新規作成 年度  ④ 諸経書  

什Ilに かわった 人■  1人■れtベ 平均ポー嶋虻  什疇よ 群わった 人■  I人儀り甘ぺ ■やr■●■  什Ilに 中bった 人t  1人■ウ1ペ ■○■■■■  作▲に 月わった 人暮  1人■りヰベ 平均蕨■■M  †l」■に ■わった 人■【  l人■申Ilベ ■や▼■●■    人暮  l人■ウヰペ 中朝円い川  仲慮lこ ■ト「亡 人●  】人■ト■ペ 平均粁■■鴫   

新規作成時  人  iI／人  

分／人   干円  

新規作成時  人  分／人  

2  

分／人   干円  

新規作成時  人  
3  

ー  
人   干円  

新規作成時  
4  

‖＝・ 更新作業分   干円  

新規作成時  人  
5  

人   干円  

新規作成時  
6  

2004年度 モ新作糞分   干円  

新規作成時  人  分／人   人  

7  

人   人   干円   

新規作成時  人  
8  

人   千巧   
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9．外部評価（医療機能評価機構、IS〔怜001、BS7799等による認定・監査）の受蕃状況について  

闇11999年床以降に新規で受蕃した全ての外部評価の中で、医療安全、感染制御、医薬品安全哩用に関連するものについて、①外部詳価の名称．②貴著年度、③審査の準備に関わった担当者の職種別人数とl人あたり平均  
所要時間、①外部評価の受審苧用と情報収集費用（外部コンサ′レタントへの李紘費用を含む）を記入してください。   

間2＝ ＝妙婚姻以降に更新のた捌こ隻手した全ての外部評価の中で、医療安全、感染制軋 医薬品安全使用に関連するものについて、の外部評価の名称、②受審年度、③審査の準㈲こ関わった担当者の職種別人数とl人あた  
り年間平均所要時臥④外部評価の受脊費用と情報収集費用（外部コンサ′レタントへの委托費用を含む）を記入してください。  

注．安全管理部門、感染制御部門のスタッ7を含めてお答えください．   

《記入欄》   

【9一問1：1999年度以降に新規に受奪した外部評価】  

③手套の準       備に関わった担当者数・所要時間  三 ∴  
①1的9年度以降に新規受馨した外部評価  一兵体的に名称をご冨己入ください）  ②受審年度  医師  歯科医師  薬剤師  損1「  医療技術員   夢精管理系   技能労務兵等  

貴著 ■用  仲井 収■  
升用     l■t■に 関わった人t  l人当り止ペ ▼や■■■t  中l■に 覇bった人■  l人当り聾人 丁寧■●■▼  叫に 剛bった人■  1人事り止′く 平均所■間  ■t■に 騨bった人■  l人生り建一、 辛抱所事■吋  ■■iこ 洪bった人数  l人生り蜂ペ 平均炸■岬Ⅶ  か●に 調わった人鴨  」人当り瞥べ ▼や十●■■  サ■に 朗bった人■  】人葛りuノく ▼q■■■■l   

■■    ■■  人  分／人  人  分／人  人  冷／人  人  分／人  人  分／人  人岳 》′人   人  分／人  干円  千円   

2  百J■    事渡  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  千円  干円   

3  声廿    中江  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  》／人  人  分ノ人  千円  千円   

4  ■■    十●  人  分／人  人  分／人  人分′人   人     分／人   人  分／人   人  il／人  人  分／人  干円  干円   

【9一問2：1999年度以降に更新のために受蕃した外部評価】  
③審査の準       備に関わった担当者数・所要時間  伍）経費  

①1999年度以降に  医師・歯科医師   医師・歯科医師   薬剤師  看護職  医療技術月   医療技術A  
更新のために受著した外部評価  

モの他  
（具体的に名称をご記入ください）   

受巷 費用  情ヰ 収集  
牛用     J■に 関bった人■  】人ゴ勺ヰべ 畢ヰ▼■■▼  tlf■に ■わった人■  1人生りヰぺ 平均析■■M  叫に 属わった人■  l人当l】ヰペ 平均類1川畑  サ1■に 賦bった人書  l人当り響ペ 平均所■■巾  糊に ■わった人■  】人ぢり曝′、 平均芹■岬Ⅳ  叫に 開bった人■  l人当り址（－ 平均ポー■憫  刑に 円わった人■  1人当つ壕ペ 平均析■■m   

■t    ●ヰ  人  分ノ人  人  分／人  人  分′人  人  i）／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  干円  千円   

2  玉l■    ■1  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分ノ人  人  升／人  人  分／人  人  分／人  千円  千円   

3  ■■    ■t  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  千円  干円   

4  苫∬    寧唖  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  千円  千円   
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10．医療機器・医薬品等の管理等の取組状況について（1：医療機器）  

間1：2004年度の臨床工学技師の活動状況について、①臨床工学技師の所属都署名、②臨床工学技師の人数（常勤換廉）、③全臨床工学技師の総括動時間における活動時間の内訳をご記入ください。ま  
た、医療機器の管理について、⑥医療機器の種類、⑤設置台数・種類、⑥メンテナンス契約付き機器の導入台数とメンテナンス部分の追加費用について2004年度の状況についてそれぞれ記入欄に記  
入してください。なお、メンテナンス部分の追加費用は、メンテナンス契約付き機器の単価と契約のない機器の単価との差璽削こより概算で構いませんので記入して頂けますと幸いです。  

問2：2004年度における医療機器の安全管理に係る活動について、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③医療機器の安全管理に係る活動の概算費用、①敵組の開始年度をご記入ください。なお、  
所要時間は概算で構いません。  

（活動例：院内巡回）   

注二安全管理部門のスタッフを含めてお答えください．  

間3‥2004年度における医療職器の安全管董引こ要した器材・機揚・設備について、①器材・機器・設備の種類、②導入年度、③調達方法、⑥概算書用（初期導入費用・年間運用書用）、⑤算出の根拠  
（1・単価等）、⑥法定耐用年数、⑦利用予定年数を記入欄に記入してください．なお、IT設備に係るものはp‥6のr3，安全管理に係る器材・織器・設備等の導入状況について」に記入をお願い  
いたします。  
（設備導入例：輸液ポンプ・シルシーホ‘ン7■・人工呼吸器等の解析装置等）  

《記入欄》  

【10一間1：髄床工学技師の活動状況】  

⑤保有状況  （診メンテナンス契約付き機器  

①臨床工学技師の所属部署  医療機器の種類  台数   種類   メンテナンス  
台数   部分追加暮用   

②臨床工学技師の人数［常勤換纂】  人   輸液ポンプ   有・無   台  セ   千円   

透析機器の管理   ヽ   シリンジポンプ   有・無   台  せ   千円  
③  
活  ヽ   人工呼吸器   有・無   台  台   千円  

動 割  ヽ  その他（  ）  有・無   台  台   千門  
H  

（   ）   

ヽ  その他（  ）  有・無   台  せ   千円   

【10一間2：医療機器の安全管理に係る活動の実施状況（2004年度）l  

①医療機器の安全管理に係る活動   ②年間実施   ③医療機器の安全管理に係る活動の概算費用  
（名称・内容）  回数  ④開始年ま  

t■■用   ■出積■（粗当書緻、所事晴間、杜■などl   

巨l   千円  ■■     ■■   

2  
■   干円  薗∫     tよ   

【10一間3：医療機器の安全管理に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  
Q）医療機器の安全管理に要した  

器材・機器・設備の種類  
④概算費用  

②導入年度  （卸町遠方法  ⑤算出根拠（1・単価等）  
（具体的に名称をご記入ください）  初期導入■用  年Ⅶ運用■用   

■●     ●■  ロ■入 ロリース・瞥■   千門  ■．間     千円  

2  ■■      ●■  ロ■入 0リース■絆僧   千円  暮椚     干内  

10．医療機器・医薬品等の管理等の取組状況について（2：医薬品・血液製剤）  

間4：2004年度の医薬品・血液製剤の管理体制について、①薬剤師（常勤娩欄）の経験年齢別人数、②全薬剤師の総括勤時間における活動時間の内訳、③調剤・調整薬務における活動時間の内訳につ  
いて、それぞれ記入欄に記入してください．なお、③の「調剤・憫軌の中の注射薬のミキシングは調剤・調製菓掛こおける割合を、無菌調製は注射薬のミキシングにおける割合を記入してく  
ださい。割合の内訳の記入は概算で構いません。  

間5：2004年廣における医薬品一血液製剤の管理に係る活凱こついて、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③医薬品・血液製剤の管理に係る活動の活動の杜算費用、④取組の開始年度をご記  
入ください。なお、所要時間は概算で構いません。  
（活動例：特定生物由来製品に係る保管・管理活動、麻薬・劇薬等特に管理が必要な薬剤に係る保管・管理活動、レジメンチェック、抗生物質の使用状晩調査と感染起因面の分析等）  

注：安全管理釦門のスタッフを含めてお答えください。  

間6：2004年廉における医薬品・血液製剤の管理に要した器材・機器・投備について、①器材・機揚・設傭の種類、②導入年産、③訊遠方法、④概算費用（初期導入費用・年間運用費用）、⑤算出の  
根拠（t・単価等）を記入欄に紀入してください．なお、1T設備に係るものはp‥6の「3，安全管理に係る器材・機器・設備等の導入状況について」に記入をお解いいたします。  
（設備導入例：分包機、クリーンルーム、クリーンペンチ、血液製剤の保冷庫・冷凍ヰ・溶解用憧温檀等）  

《記入欄》  
【10一間4：医薬品・血液製剤等に関する活動状況（2004年度）】  

①薬剤師人数（♯抽■■l  ②活動割合【l】（合計で100％になるよう概算で記入して下さい）   
経験年数   経汝年数   明剤・調整   薬剤購入・   薬歴管理・   Dl業務・   

10年未檎【人】   10年以上工人ユ  保管・管理   服薬指導   医療者への指導   その他  
人   人   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   

Q）調剤・調整業手引こおける活動割合【l】（合計で100別こなるよう概算で記入して下さい）  

夏l剤・調整  
内服薬の  

ミキシング   ・二 L・．J  一回t調剤  抗がん剤の調剤 【帯織】  レジメンチェック   
【■■■】   【■■れJ   

薬歴チェック   
【岬■1   ．ご」二・  【■嶋】  【鞘】  l■■≠1   

ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ％  

【10一間5：医薬品・血液製剤の管理に係る活動の実施状況（2004年度）】  

①医薬品・血液製剤の管理に係る活動   ②  ③医薬品・血肢製剤の管理に係る活動の活動の概算費用  
（名称・内容）  年間実施回数  ■■●■   ■山根鴨l所蓼鴫間．ヰ■など）   

㊨開始年度  

旬   千円  声t     申虞   

2  
巨】   千円  ■■     十書   

【10一問6：医薬品・血液製剤の管理に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  
①医薬品・血液製剤の管理に要した   僅）概算費用  

器材・機器・設備の種類  ②潜入年度  （∋開運方法  ⑤算出根拠（暮・単価等）  
（具体的に名称をご妃入ください）  初期導入費用  年間運用費用   

■t     ■■  ロ■入 ロリース・貸鵬   千円  乍蘭     千円  

2  欝■    年女  ロ■入 ロリース・珊   千円  用    千円  

102   



11．賠償責任保険について  

間1：2004年匿に賢院が被保険者となって負担した賠償責任保険の保険料についてご記入ください。  

注：院内で発生した医療行為に起因する医廃車故だけではなく、医療施設に起因する医療事故も含めてご記入ください。  

間2：2004年度に貴院に勤務する従事者個人が被保険者となっており、鼻院で保険料を負担した賠償責任保険の保険料について職種別にご記入ください。  

注：従事者が個人的に加入しているものについては除いてください。   

《記入欄》  

【1卜問1：貴院が被保険者となっているもの】  

【11一間2：従事者個人が被保険者となっているもの】  

職種   ①加入人数   ②年間保険料  

医師   人  合計  円／年  

従事者個人が被保険者となっていて  
人  合計  円／年  

貴院が保険料を負担しているもの  薬剤師   人  合計  円／年  

看護職   人  合計  円／年  

その他職員   人  合計  円／牛   
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12．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（1：感染性廃棄物）  
注：感染性廃棄物とは、医療関係機関等から発生し、人が感染し、又は感染するおそれのある病原体（感染性病原体）が含まれ、若しくは付着している廃棄物又はこれらのおそれのある廃棄  

物を指します。  
●感染性産業廃棄物の具体例：①血液、血清、血燥、体液（精液を含む。）、血液製剤 ②注射針、メス、試験管、シャーレ、ガラスくず等 ③検査等に使用した試験管、シャーレ等  
在）血液等が付着した手術用の手袋等（訊汚染物が付着した廃プラスチック類等  
●感染性一般廃棄物の具体例：①臓器、組機 ②試験、検査等に使用した培地等 ③血液等が付着した続くず、繊維くず（脱脂綿、ガーゼ、包帯等）等 ⑥汚染物が付着した続くず、繊  
維くず  

閉1：2004年度に使用していた感染性器具使用後の廃棄容器lこついて①およその年間費用、②算出の根拠（t・単価等）を記入欄に記入してください。  

閃2：2004年度における感染性産業廃棄物の保管について、①廃棄物保管庫導入に関することとして保管庫の導入費用、導入年、保管庫占有面積を、主た②その他産業廃棄物保管に要する材料  
についての年間費用、算出の根拠（土・単価等）を記入欄に記入してください。（廃棄物保管に要するその他材料の例：ハザードマークシートの購入）  

間3＝ZOO4年度に使用していた①感染性産業廃棄物処理施設（院内で所有している場合）の処理施設導入費用、導入年、処理施設の占有面積、稼動費用、維持費用をお答えください。また、感  
染性産業廃棄物処理を外部に委託している場合は②廃棄物処理委託着用を記入欄に記入してください。  

間4：間1～3で回答した以外で2004年度における感染性産業廃棄物処理・保管に要する費用について、①費用項目、②およその年間費用、③算出の根拠（放・単伍等）を記入欄に記入してく  
ださい。  

《記入欄》  

【12一間1：感染性器具の廃棄容器（2004年度）】  

①年間費用  ②算出根拠（土・単価等）  

【12一間2：感染性廃棄物保管（2004年度）】  

①廃棄物の保管庫導入  ②廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入費用   導入年   保管庫占有面積   年間費用   算出根拠（暮・単価等）   

千円  声t  年度  干円／‘年  

【12一間3：感染性廃棄物処理施設・処理委託費用（2004年度）】  

①廃棄物処理施設（院内で所有している場合）  
②廃棄物処理委託費用   

処理施設導入費用   導入年   処理施設占有面積   稼動費用   維持費用   

チ円  粛■  牛虎   ■   千円／年   千円／   千円．／年   

【12一問4：その他廃棄物処理・保管に要する費用（賠償責任保険等）（2004年度）l  

①費用項月   ②概算費用   ③算出根拠（土・単価等）   

千円／′年  

2  
千円．′－年  

3  
千門／嘗  

12．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（2：非感染性産業廃棄物）  
注：非感染性産業廃棄物とは、医療関係機関等の医療行為等に伴って排出される産業廃棄物のうち、感染性廃棄物以外のもの、すなわち「感染性産業廃棄物を除く特別管理産集廃棄物」およ  

ぴ「その他の産業廃棄物」を指します．また、院内で感染性を失わせる処理（焼却・溶融・オートクレーブ・乾熱滅菌・薬剤または加熱など〉 を行った感染性廃棄物も非感染性産業廃棄  
物に含みます。   

間5：2004年度における非感染性産業廃棄物の保管について、①廃棄物保管庫導入に関することとして保管庫の導入費用、導入年、保管直占有面積を、また②その他非感染性産業廃棄物保管に  
要する材料についての年間費用、井出の根拠（t・単価等）を記入欄lこ記入してください。（廃棄物保削こ要するその他材料の例：非感染性廃棄物ラべ／レの購入）  

間6：2004年度に使用していた非感染性産業廃棄物の処理について、①収集運搬業着への委託簾用、②処分案着への委託費用を記入欄に記入してくだきい。  

間7：閻1－3で回答した以外で2004年度における非感染性産業廃棄物の処理・保管に要する費用について、①安用項目、②およその年間賞用、③算出の根拠（暮・単価等）を記入肌こ記入し  
てください。   

《記入欄》   

【12一間5：産業廃棄物（非感染性）保管（2004年度）】  

①廃棄物の保管庫導入  ②廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入費用   導入年   保管庫占有面積   年間費用   井出根拠（土・単価等）   

千円  す■  年度   J   千円′′隼  

【12一間6：産業廃棄物（非感染性）処理委託費用（2004年度）】  

（》収集運搬業者への委託費用   ②処分業者への委託費用   

千円 ′‘   千円．′攣   

【12一問7：その他産業廃棄物（非感染性）処：埋・保管に要する費用（賠償責任保険等）（2004年度）】  

①費用項目   ②費用   ③算出根拠（土・単価等）   

千円．／′年  

2  
千円ノ年  

3  
千円／年  
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13．安全管理に係る確認作業等に要する活動状況について   

間1：1999年以降開始した、安全管理のための医療者間、医療者・患者間の確認作業について、①確認作業の内容、②作業の徴募費用をご記入ください。  
「例・患者誤毘防止、医薬品等の誤認防止、調剤の確認、手術部位誤認防止）   

閻2 マニュアルに定められている確認作業について、種類数と頻度をご記入ください。  

問3．同意壬のための説明などの概鼻糞用（人件費が主だと思われます）をご記入下さい。  

閻4・同意書の種類と件数をご記入下さい。  

《記入欄》  

【13一間1：安全管理のための医療者間、医療者・患者間の確認作業】  

②確認作業の概算費用  
①1999年以降に開始した医療安全に資する確認作集  

■■■▼   ■出欄■佃当有数、所事疇間、8■など）   

千円  

2  千円  

3  干円  

4  干‘円  

5  
千円  

【13一問2：確認作業の種類と頻度】  

②確認作美の種類  ③確認作業の頗度  
①情動の内容  

1999年度   20（叫年度   1999年度   2【）04年度   

ロ  マニュアル等に定められている医療者間の確㍑作業   穫穣   種類  約     件／日  約     件／日   

2  マニュアル等に定められている医療者・患者間の確認作業   種類   「・三  約     件／日  約     件／日   

【13一間3：同意書のための説明】  

②説明と同意を実施している概算費用  
①桔動の内容  

■■t■   ■出根拠【担当有■、所事疇吼踵■など）  

同意書のための説明など   干円  

【13一間4：同意書の種類と件数】  

（D同意書の種類  ②同意書の件数  
1999年度  2004年度  1999年産  2004年度  

椎顎   種顎  約     件／月  約     件／月  

14．安全管理、医薬品安全使用に係る機能連携について   

◆他の病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問者護ステーション等との機能連携（病病連携・病診連携・薬薬連携等）のうち、安全管理・医薬品安全使用に係る機能連携に関して   
①実施内容（取組内容・連携先）、②月間実施件数、③取組の概算贅用、④取組の開始年度をご記入ください。なお、所要時間は概算で構いません。  

（取組例二他の病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問介護ステーションとの間で、当該患者について必要な診療情報を文書などにより相互に共有化する等）  

《記入欄》  

①  
安全管理・医薬品安全使用に係る他の医療機関や保険薬局  ③取組の概算費用  

・訪問看護ステーション等との機能連携の実施内容  ④開始年度  

取組内容（名称・内容）   連携先  観暮書用   書出根拠（担当者数、所事噌Ⅶ、経書など】   

月何  州：   千Pl  百■    牛虎   

2  月I『  H：   千円  ■t    ▼■   

3  月両  件   千円  ■■    ▼★   

4  月Ih  件   千円  ■■    ●・t   

5  削¶  障   千円  う■    年虞   

6  月l¶  鰐ニ   千R  豪i■    牛虎   

7  月l『  捧   千円  ■■    ●■   

8  月Ⅶ  降   干円  ・＝■■■■■   

9  月l覇  件   千円  胃■    年ヰ   

10  月間  件   千円  ■■    ■■   

月l『  Rこ   千円  西」■    年度   

12  
月l円  陣   千円  ■i■    年度   
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15．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係るその他の活動の取組状況について  

◆これまでの1～14の分類に該当しないものの、現在実施している安全管理や感儀制御、医薬品安全使用のための諸活動の状況について①活動の内容、②活動の年間実施回数、③活動の概算井用、④活動  
の開始年度をご冨己入ください．なお、所要時間は概算で構いません。  
（例：警傭体制の強化、医療用ガスボンベの点検等）  

◆①については、リストに挙げている活動についてはその実施の有無を○×で記入してください．リスト以外で実施した活動がある場合は、その内容がわかるように活動の名称・内容を具体的にご記入く  
ださい。  

《記入欄》  

③活動の概算費用  
（む現在実施している活動内容   ④開始年度  

実施の有無  
（0×）   概算費用   算出根拠（担当者数、所賽時軋軽費など）   

患者相談（苦情等を含む）窓口の設置  千円  t●      ■■   

2  防犯システムの導入  千円  1●      ■t   

1上記リスト以外の由があれは下表に法師容などをご臥ください。  

①現在実施している活動内容  ②年間  ③活動の概算升用  
（具体的に名称・内容をご記入ください）  実施回数  ④開始年度  

t算費用   算出根拠（担当者数、所辛時臥経書など）   

3  
■間  【司   千円  ■■     ■t   

4  
■M  孤   千円  ■●     ■■   

5  叫  T   千円  t■     ■■   

6  
年間  ℡   千円  ■■     ■■   

7  ■lれ  印】   千円  ■■      ■■   

8  
■鴫  回   千円  ■●      ■■   

9  事間  ID   千円  t■     ■t   

10  年間  凪   千円  ■■     ■t   
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【書面調査シート】 一般診療所・無床票  

医療安全に関するコスト調査（一般診療所・無床票）  

【基本情報】  

調査用整理番号  05－C21   

項   目  平成16年度   平成17年度   

外来患者の状況  人   人  

※各年度6月の1か月間   延べ  人  延べ  人   

処方の状況  回   回  
※各年度6月の1か月間   回   回   

1．医師   人   人  

2．歯科医師   人   人  

職員の状況  人   人  
（常勤換算）  

業各年度の6月30日現在  人   人  

5．事務稲月   人   人  

6．その他の職員   人   人   

医業収支  1．医業収入   干円  
※平成柑年度の1年間         2．医業兼用   干円  

※平成16年6月30日現在の状況をご記入下さい。  

「姦雄 
※平成16年6月30日現在の状況をご妃入下さい。  

主たる診療科目の番号をご記入下さい。  
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1．安全管理に係る人員配置状況について   

◆安全管理に係る責任者、担当者の職名を、専任、兼任にかかわらず全て記入欄の①に記入して下さい。  
（例：安全管理責任者、医療安全推進担当者、リスクマネジャー、安全管理担当者、安全管理推進者等）   

◆①に記入した職名に任命されている人の②職種、③経験年数を選んで下さい。   

◆④には①に記入した担当者の全活動時間のうち、安全管理に係る取組の活動時間の割合を2004年6月の活動時間に基づいて記入し  
て下さい。  
（1i司間毎日安全管理に係る活動している場合は100％、1週間の内1日だけ活動している場合は20％、半日だけ活動している場  

合は10％と考えると把握しやすいです）   

●  

《記入欄》  

①安全推進者の職名   
④  

②職種（該当するものに○を記入）  （診経験年数    安全管理活動割合  
トヽj   

医師・歯科医師・薬剤師・看護師  
医療技術員・事務管理系・技能労務見等   

2  

医師・歯科医師・薬剤師・看護師  
医療技術員・事務管理系・技能労務員等   

3  

医師・歯科医師・薬剤師・看護師  
医療技術員・事務管理系・技能労務員等   

4  

医師・歯科医師・薬剤師・看護師  
医療技術員・事務管理系・技能労務且等   

5  

医師・歯科医師・薬剤師一考講師  
医療技術且・事務管理系・技能労務員等   

1 安全管理に係る担当者を任命していない場合は、「施設管理者」について以下の表にご記入下さいb  

※上の表に記入してある場合は   
記入不要です  

④  
②職種   

（D安全管理に係る管理者  
（凱経験年数         安全管理活劇㈲合       トヽ1  

施設の管理者   医師   □10年未満  
ロ10年以上  

2．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る委員会・会合・院内研修等の取組状況について   

◆2004年度に開催した安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る全ての蚤1全・会合、院内研修＼内聞レビ1－・ラウンドについてお答えください．   

◆①については、リストに挙げている委員会・会合についてはその間催の有無を○）くで記入してください。リスト以外で開催した委員会・会合がある場合は、その内容がわかるように委員会・会合の名称をご記入くださ   

◆①に記入した委員会・会合について、②各構成■の職種別出席者数、③l回当りの間催時Ⅶと年間開催回教をご記入ください。  

《記入欄》  
②各委員虐・会合の出席者構成員数（委員・雷抹局スタッフ含む）  Q）所要時Ⅶ  

2004年度に開催した  医師  歯科医師  薬剤師  看護職   医療技術1   事務管理系   技能労務■等   1回当り  

委■会・会合などの名称   （○×）                          開催   
∴  

安全管理委員会  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■t   回   

2   感染制御馨1全  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■間   ℡   

3   新人の看護l恥■研修  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ●■   匝）   

4  初任時研修・オリエンテーション  人  人  人  人  人  人  人     人   人  人  人  人  人  人  人   人  ■■   回   

5   内部レビュー・ラウンド  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■llⅥ   匡l   

1  上記リスト以外に2。0咋虹岨した委1全・会合があれば下表の①に購名をご臥ください。  
（D  ②各葬Å会・会合の出席者爛成         月数（委月・嘉摸局スタッフ含む）  （診所掌時㈹  

2004年度に開催した  医師  歯科医師  薬剤師  事詳職   医療技術貞   事務管理系   技能労務1等   lI司当り  

季Å会・会合などの名称                                                閉止  年間 鋼継    ■■◆■  ■■◆暮  tl■稗丘  二1丁  「一   1ノ l  ヰ■■■  ■■●■  ■■◆■  ■■●■  経書年数  J：つ  農■年■  鳥■年■  ∴ニ  ニ＝    （具体的に名称凌ご記入ください）  lO◆◆●  】D年以上  以上  】○年末■  10年以上  以上  lD年来■  to年以上  柏年凛欄  1t）年以上  l（〉年象I■  】○年右1上  ■ ＝一   10年以上  1【〉年末れ  to鴨以上  時間  回数   

6  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■■   【幻   

丁  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■lM   

8  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  人  人  人  人   人  ■M   【可   

9  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■l巾   

lひ  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  嶋嘱l  

人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■l¶   【司   

12  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  人  人   人  ■■   【幻   

13  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   人  ■lれ   lヨ   
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3．安全管矧こ係る器材・機器・設備等の導入状況について   

◆現在使用している安全管理や感染制御への貢献が期待できる全ての器材・槻鴇・設備等について①導入項自、②導入年度、③導入時点の状臥④調達方法、⑤概算費用（初期導入費用・年間運用費用）、  
（計算比の根拠（1・単価等）、（訂法定耐用年数、⑧利用予定年数を記入欄に記入してください。   

◆①については、リストに挙げている盤材・職器・設備等についてはその間催の有無をOxで記入してください。リスト以外で導入している蕃材・機器・設備等がある場合は、次頁の欄の①に蕃材等の具体  
的な名称をご記入ください。   

往：・感染制軌こ関連する器材等については、P．7の「4．感染制御に係る器材・機器・設備専の増入状況について」にご記入ください。  
・消耗品の利用予定年数は「Oj と記入してください。  

《記入欄》  

②  ③  ◎  ⑤概算費用  ⑥  ⑦  
導入年度   導入時点の 状況  珊遠方法  算出根拠（書、単価等）  法定耐用  

（○二く）  
年数   

看護支援携帯端末  ■■    ■ヰ  ロ新規 ロ更新・追加  □購入 ロリース・野付  年間  干円  ■   雫   

2   警報装置  ■■    ■★  ロ新規 0更新・追加  D購入 ロリース・賃憎   干円  年間  十日  lF   

3   転落防止㌍具  F■    年度  D新規 ロ東新・追加  □購入 ロリース・貸借   千円  事鴫  干円  年   年   

4   衝撃吸収床材  ■t    ■■  D新規 ロモ新・追加  ロ購入 ロリース▲賃借   千円  中間  干円  年   ■   

5  オーーダーエントリーシステム  ■■    ●■  ロ新規 □更新・追加  ロ購入 ロリース・貸欄   千円  ◆■  十ヽ  雫  

1 上記リスト以外に現在導入している器材等があれば、次頁の表の①に具体名をご記入ください。  

く設問3 のつづき＞  

①現在使用している安全管理に係る   ④  ⑤概算費用  ⑧  ⑦  
器材・機器・毀傷の種類  ② 導入年度  ③ 導入時点 の状況   胡遠方法  算出根拠（土、単価等）  法定耐用  

（具体的に名称をご取入ください〉  初期導入井用  年間運用■用   年数   

6  古層    年度  田新規 Dモ新・追加  □購入 ロリース・質情   千円  ■細  千円  年  

7  
｛t    ■t  口新規  ロ川入  ロ文飾・追加】   ロリース・貸借   千円  事闘  千円  乍   乍   

8  
■■    ■t  ロ新規  ロIl入  ロモ新・追加   ロリース・賃借   千円  年帽l  

千円  半   隼   

9  
dl■    雪片  □新規  □仇入  

Dモ新・追加   ロリース・貰憎   千円  攣れ  千円  牛   年   

10  百膚    牛虎  □新規 口実新・追加  D肌入 ロリース・露伴   千円  事†鴫  干円  年  

▲          □新規  ＝lll＼  
D更新・追加   ロリース・貰障   千円  寧Iq  

干R  隼  

12  ■■    ◆t  ■∴・こ ロー新・追加  D購入 ロリース・貸借   千円  年間  干円  牛   年   

13  6J■    年雷  ロ新規  口l▲入  ロ更新・追加   ロリース・評価   千円  牛¶  
干円  甲   牛   

14  ■t    t■  －てj＝  □購入  口王新・追加   ロリース・賢惰   千円  一間  f円  年  

15  ℡鷹    攣虞  □新規 □王新・追加  ロ隕入 ロリース・質情   千円  事岬  干円  年  

16  ■■    ト■  □新規 ロ更新・追加  □慎入 ロリース・質憺   千円  一間  千円  ■   ◆   

17  ℡廿    年度  □新規 D更新・追加  ロ叫入 ロリース・躍憺   千円  事■l  千円  甲  

1烏  t■    ◆■  □新規 ロ更新・追加  □叫入 ロリース・賃借   千円  一円  干円  年  

19  ■■    ■■  □新規 ロ王新・追加  Dl薫入 ロリース・賞借   干円  ■『  干円  ◆  

20  一・∴        ・  □新規 ロ王新・追加  □仇入 ロリース・買付   千円  ●叩  干円  ◆  

21  廿●    ■■  ■一i＝ □更新・追加  ロ鵬入 ロリース・声件   千円  ◆■I  
干閂  乍  

22  声■    事よ  □新規  ロ購入  □更新・追加   ロリース・貸借   千円  ■■l  
干円  隼  

2こl  凡■    ■t  □新規 □王新・追加  口重入 ロリース・百倍   千円  事■  干円  年  

24  百膚    年度  口新規 □更新・追加  ロ鵬入 ロリース・賃像   千円  中間  千円  阜  

25  一塁■    だ度  n新規  □扶入  ロモ漸・追加   ロリース・賃借   千円  事■】  干円  ■  
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4．感染制御に係る器材・機器・設備等の導入状況について   

◆現在使用していろ感染を干防するための全ての器材・機器・設備電引こついて①導入項目、②導入年度、③導入時点の状況、④加速方法、⑤鼠算費用（初期導入費用・年間運用費用）、⑥算出の根拠  
（土・半価等）、⑦法定耐用年数、⑧利用予定年数を記入欄に記入してください。   

◆①については、リストに挙げている器材・機器・設備等についてはその開催の有無を○×で記入してください。リスト以外で導入している器材・機器・設備等がある場合は、次貫の欄の①に器材筆の具体的な名称をご  
記入ください。   

注：医療従事者の感染防止のための各種叩竹、抗体検壬、ツ反響の実施状況についてはp．9の「5．医穣従事者の感染防止対動こついて」でご回答ください。   

注．ディスポーザブル用品や消耗材の利用予定年数はrO」と妃入してください。   

《記入欄》  

③  ㊨  ⑤概算費用  ⑦  ⑧  
② 導入年度   導入時点の 状況   鞠遠方法  算出根拠（暮、単価嘗）  法定耐用  

（○〉り  

初期欄入■用  年間運用★用   年数  

消毒・】先浄剤1（  ）  
■■    ◆■  □新規 ロモ新・追加  D住人 ロリース・賃借    ／   ■■  千R  ■   

2  消毒・洗浄剤2（  
）  

■■    ■■  ロ折線 □更新・追加  □購入 ロリース・賃什   ／   ■l，  千内  年   

3  消毒・洗浄剤3（  
）  

●■    ■■  □新規 □更ホ・追加  □l鷺入 ロリース・千僧   ／   ■l■  f円  ●  

4  ハンドローション  t■     ■■  ロ新規 ローホ・追加  D膿入 ロリース・ナ情   ／   ●■  ●■  ■   

5  グローブ  ■■     tt  ロ新規  □l一入  □更ホ・追加   ロリース・す什  ●■  
千円  ●   ●   

6  マスク  t■    ●■  ロ新規 0丈薪・追加  ロ丑入 ロリース・賃謄   ／   ▼M  千円  ●   

丁  ガウン  ■■    ●■  □雷‡規 D更新・追加  ロ仕入 ロリース・質f暮   ／   ■l■  
十円  

8  手洗い機器  t■    ■■  D新規 ロー新・追加  ロIl入 ロリース・チ播   干円  事1一  千R  tF   ●   

9  抗菌力テーテル  ■■    ■■  日新規  ロ購入  □王ホ・追加   ロリース・賃借   千円  ■ll  千円  ●   ●   

10  針刺し防止用注射器  ■■    ■t  □新規 □王薪・追加  ロ購入 ロリース・書経   十日  ▼何  千円  ■  

抗菌床材  ■■    ■■  ロ新規 □王斬・追加  0叫入 ロリース・す什   干円  ■■  干R  

12  陰圧】賜■l塞  Tl■    暮正  口新規 －こ■  ⊂川l入 ロリース・平作   干円  ■l■  
干円  鴨   

13  オートクレープ  t■     ■■  ■i＝ ロ王斬・追加  ロ凡人 ロリース・書情   干円  ■■】  千円  

14  オゾン空気洗浄器  ■■    ■■  ロボ規 □王新・追加  D川入 ロリース・賃什   干円  ■■l  千R  ●  

15  滅菌灯  t■    ▼■  □新規 ロ更新・追加  ロIl入 ロリース・ナ作   千円  ●■l  千円  ●   ■   

1  上記リスト以外に現在欄入している馨材琴があれば、次頁の如①に耕名をご臥ください。  

く設問4 のつづき＞  

（D現在使用している感染軌紳に係る   ④  ⑤概算升用  ⑥  ⑦  （む  

馨材・機器・役僧の積稗  算出根拠（t、単価等）  法定耐用  
（具体的に名称をごm入ください）   ② 導入年度  田 導入時点 の状況   間違方法  年数  

16  t■    ●■  D新規 ロ支所・追加  ロ隣人 ロリース・す惜   千R  事lⅥ  千円  ■  

17  ■■    ■■  口新規 ロー蠣・追加  ロ購入 ロリース・書経   干円  ■■■  十■  ●   

18  ■■    ●■  ロボ規   二，  ロ叫入 ロリース・↑惜   千用  事M  千円  

19  ●■    ■■  口新規 D貴簡・追加  ［コIl入 ロリース・≠惟   千円  事れ  千R  l■   

20  E」■    事よ  D折娩 口モボ・追加  □剛入 ロリース・千什   千円  ■M  干円  

2l  t■    ■■  口新規 ロモ薪・追加  □仇入 ロリース・貫惟   干円  事†■  千円  ●   

22  ■■    ■■  ロホ規 口更新■追加  ロ丑入 ロリース・千僧   千円  ■M  千円  ●  

23  ■■    ■■  □新規 ローホ・追加  口購入 ロリース・★什   干円  ■呵  千円  ●  

24  ■J■   l■t  ロ新規 口更新・追加  □研入 ロリース・ナ什   千円  事M  千R  ■   

25  ■■    ■■  □新規 ローホ・追加  ロIl入 ロリース・ナ惰   千円  ■l■  千円  

26  ●■    ■t  口新規 ロ更ホ・追加  ロ購入 ロリース・責1事   干円  中嶋  千円  

27  ■■    ◆■  □新規 口王新・追加  ロl暮入 ロリース・平作   干円  牛嶋  千円  

28  ■■    ■■  □新規 仙 二■  □丑入 ロリース・平作   干円  年間  千R  ■   

29  1■    l■  口新規 ロ丈斬・追加  ロIl入 ロリース・1什   千用  ■〝l  十円  l■  

30  ■■    ■■  D新規 D更新・追加  □伏入 ロリース・ナ什   千円  事M  干円  ●  

■■     ■t  口新規 □王新・追加  D購入 ロリース・賃借   千円  ■間  千円  

32  ■■    ■■  D新規 田更新・追加  ロ仕入 ロリース・ナ什   千R  事M  千円  ■   ●   

33  T」■    事■  □新規  ロ用人  □王斯・追加   ロリース・賞惰   千R  ■■  
十q  ■  

34  tt    ■■  D新規 ローホ・追加  口用人 ロリース・す借   千円  車間  千円  

35  ■■     ■雷  コ新規 ロモ新・追加  □凡人 ロリース・賃作   干円  ■M  千円  
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5．医療従事者の感染防止対策について   
◆201）4年度に実施した医療従事者の感染防止のための各種ワクチン、抗体検査、ツ反等の実施状況について①実施内容、②概算費用、③算出の根拠（量・単価等）を記入欄に記入して下さい。   

《記入欄》  

①2004年度に実施した  
医療従事者の感染防止対策の取り組み内容  実施の有無 （○×）   ②概算費用   ③算出根拠（量・単価等）   

抗体検査  千円  

2   ツ反  干円  

3   インフルエンザワクチン接種  干円  

上記リスト以外に2004年度に実施した医療従事者の感染防止対策があれば下表の（Dに具体名をご記入ください。  

①2004年度に実施した医療従事者の感染防止対策の取り組み内容   （具体的に名称をご記入ください）  ②徴募費用   
③算出根拠（量・単価等）   

4  千円  

5  千円  

6  千円  

7  干円  

8  千円  

9  千円  

10  千円  

千円  

12  千円  

13  千円  

6．安全管理、感染制御、医薬品医薬使用に係る院外研修・活動の取組状況について   

◆20り4年度に参加した安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係る全ての院外研修・活動こついて、①研修の名称・内容、②職種別参加者数、③移動時憫と参加時間を合わせた参加者l人あたりの平均所要時間、①交通  
費・宿泊費と研修費を記入欄に記入してください。   

注：学会への参加も対象となります。また、言募師として経済に行かれた場合も記入してください。   

注■所要時間は、＝］を8時間、半日を4時間と換算してください．宿泊込みの参加の場合も1日は8時間と計算してください。  

《記入欄》  

①2004年度に参加した   
②        各院外研  修の参加者数  ③  

院外研修  医師  歯科医師  所要  
（名称・内層）  時間   

lO中東訪  】○年以上  以上  10年束楕  け年以上  以上  1叶◆■  10年以上  川年末欄  1畔以上  沌年末■  10年以上  拍車末＊  10年以上  け■●■  1畔以上   

人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■ll椚   千   干   

2  人  人  人  人  人  人  人  人  人    人  人  人  人  人  人  ■耶Ⅵ   干   干   

3  
人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■叩   千   干   

4  
人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■   干   千   

5  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  lI¶   千円  干   

6  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  qⅣ】   千   干   

7  人人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■間  干円  千   

8  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■Ⅶ   千円  干   

9  人  人人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■叩  干   千   

10  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人    ■l帆  干   千   

人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■▼   千   千   

12  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人     人   ■l司  干円  干   

13  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  岬間   千円   干   

14  人  人  人  人  人  人  人    人  人  人  人  人  人  人  人  ■lm   千R  干   

15  人  人  人  人 人   人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  叫lれ   千   干   
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7．インシデントレポート及びアクシデントレポート作成・分析等の取組状況について  

問1：2004年度のレポート専の作成について、②レポート作成の担当者の職種別人数とl人あたり平均所要時間、③取組の開始年度をご記入ください．なお，所要時間は観纂で構いません。   

間2 2004年度のレポートの分析や改善策立案等について、②取組の年Ⅶ実施回数、③取組に携わった担当者の職種別人数とl人あたり年間平均所要時間、④取組の開始年度をご記入ください．なお、所要時間は徴募で構い  
ません。  
（取組の例・根本原因分析、分析ソフトを用いた解析、改善策立案検討のための会合等）  

問3＝別仙年度にレポートの作或・分析等に要した馨材・機馨・役儀について．①器材・機野・世傭の種類、②導入年度、③礪遠方法、⑥鼠算費用（初期導入費用・年間運用費用）．⑤算出の根拠（土・単価等）、⑥法定  
耐用年数、⑦利用予定年数を記入欄に記入してください．なお、IT取備に係るもの11p，5の「3．安全管理に係る器材・機器・没償等の導入状況についてJに紀入をお願いいたし主す。  
（例：コンピューター、分析用ソフトウェア、複写・印刷物、消耗品等）  

《記入欄》  

【7一間1：レポートの作成（2004年度）】  

②レポート作成の担当者数・所要時間  
（DzoO4年射こ作成した   レポートの種類  医師  歯科医師  薬剤蘭  看護職  医療技術欄  ③  

開始年度  
インシデント（ヒヤリハット）レポート   件  分／件  件  分／件  陣  分／件  件  分／♯  件  分／件  件  分／件  件  分／片  ●●    ●■   

2  アクシデントレポート   件  分／件  拝  分／捧  H＝  分／捧  捧  分／件  捧  分／捧  捧  分／件   件  分／件  p    ■■   

【7一間2：レポートの分析・改善策立案等（2004年度）】  

③取組の担当者数・所要時間  
①之004年度に実施した  ②  歯科医師  薬剤師  看護職  医療技術員  Q）  

レポートの分析・改讐策立案のための取組   年間実施 回数                  開始年床     医師               事務℡理系   技能労務1等     l又■lに  t人当り平均  取■lに  l人当り平均  服■l‘こ  l人当¶平均  一日■hこ  l人当り平均  lFl■に  l人当り平均  取組に  】人当り平均  恥■＝こ  l人当り平均     llわゥた  

人数  活肋■間  闊わった 人■  括■■間  l疇わった 人数  ＿ こ1  闊わりた 人幹  活Il■間  闇わった 人■  活■l書l『  Pbった 人数  ■■■■  llわった 人数  活動l尋問   

インシデント（ヒヤリハット）レポート  回  人  ●■  分／L  人  事職  分／L  人  ●間  分／人  人  事■  分／人  人  事■  分／人  人  ■M  分／L  人  ■■  檜／t  丁■   ■■   

2  アクシデントレポート   回  人  ■間  鴨／人  人  ■■  檜／人  人  事■  分／人  人  事■  分ノ人  人  事■】  分／人  人  ●■  分／人  人  事■  檜ノ人  ■■   ■■   

【7一間3：レポートの作成・分析等に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  

①レポートの作成・分析等  
に要した器材・機器・股傭の穫類  

⑥概算費用  
⑤算出根拠（1、単価等）   （か法定耐用   

（具体的に名称をご記入ください）   
年数   

初欄■入★用  年間暮網■用   

室      ニ ュ  ［］ll入 ロリース・貸借   千円  年間    千円  年   年   

2  百書    中正  ロ丑入 ロリース・貸什   千円  年間    千円  年   年   

3  王      亡l  □l■入 ロリース・繊維   千円  年間    千円  牢   牢  

8．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係るマニュアルの作成状況について  

◆現在使用している安全管理、感染制＃、医薬品安全使用に係る全ての院内共牒マニュアルについて、（Dマニニコアルの種類、②作成に関わった担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時臥（畝新規作成年属と最近   
の改訂年度、垣）マニュア／レ作成に要した緒経★（印刷経ナ、資料費等）を一己入欄に把入してください。  

注：マ＝ユアルの改訂に要した人数・時間も含めてお答えください。  

《記入欄》  
②作成に関わった担当有数・所≠時間  

①現在使用しているマ＝エアルの種類  医師  歯科医師  薬剤師  書棲丑  Q〉 新成  

（具体的に名称をご妃入ください）  作戚に  †I■lに  作鷹lこ  

†Illlこ ■bった 人■  1人繍ウ1ペ 寧q■■■■   Mわった 人■  l人■り嬢ペ 平均ホ■■≠  †■慮に ■bった 人●  1人当り姥ぺ 平均汗■■憫  作正に Rわった 人暮  1人■ウ1ペ ▼■■■■H■  作成1こ 托わった 人■  1人鶉り■べ ■モl■■■■   HI＞つた 人t  l人■ウ■ペ ■『■■■■   Hわった 人■  1人■り■へ 平均折■■間   

規作 年度   諾経書  

ホ規作成時  

2DO4年虞 モ新作養分   

新規作成I轡  

2  

Z004年虔 更新作業分   干円  

ホ規作成疇  
3  

2004年廣 王新作業分   

新規作成鴫  
4  

2004年度 モ新作稟分   

新規作成鴫  
5  

20M年度 モ新作養分   千円  

ホ規作成晴  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  

6  

分／人   千円  

新規作成時  人  分／人  人  分／人  人  

7  

人   干円  

新規作成時  人  分／人  人  分／人  人  

8  

人   干円  
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9．外部評価（医療機能評価機構、ISO900l、BS779g等による認定・監査）の受書状況について  

問1：lつ耶年度以動こ新規で受著した全ての外部評価の中で、医療安全・感染制御・医薬品安全使用に関連するものについて、①外部評価の名称、②受審年度、③審査の準備に関わった担当者の職種別人数とl人あたり平均  
所要時肌①外部評価の愛書費用と情報収集雇用（外部コンサルタントヘの李托費用を含む）を記入してください．   

間2二199日年度以軌こ更新のために交響した全ての外郭評価の中で、医療安全・感染制御・医薬品に関連するものについて、①外郁評価の名称、②安手年度、③書査の準備に関わった担当者の職種別人数とL人あたり年間平  
均所要時軋④外部評価の受手書用と情報収集雇用（外師コンサルタントへの委託費用を含む）を記入してくだきい。  

《記入欄》   

【9間1：1999年度以降に新規に受著した外部評価】  

③♯査の準       ¢削こ関わった担当者教・所要時間  伍）経費  

①】999年度以降に新規受著した外部評価 （具体的に名詞積ご記入ください）  ②受辛年度  医師  歯科医師  薬剤師  看護職  医環技術員   事秩管】里系   技能労務員等  
受響 書用  情牡 収集  

★用     攣■に 償わった人■  l人当り確ペ 】平均所■q間  l■■に Mわった人■  1人鈷り墟べ ▼亡■■■■  州に ■わった人■  1人当り1l′く 平均ポー■間  側に 関わった人■  1人当り躍ぺ 平均ポ■■間  叫に Mわった人■  】人当りキペ 平均芹■■間  l■■Iこ 関わった人t  1人当りヰべ 平均輝■■間  叫に 叫わった人t  l人当り鑓ペ 平均析tl雷lれ   

十t    ■■  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  千円  千円   

2  ■■    ◆■  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  干円  千円   

3  ●t    ■■  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  干円  千円   

ち■    攣慮  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  千R  千円   

【9一問2：1999年度以降に更新のために受著した外部評価】  

（誹蓼査の準       備に関わった担当者教・所要時間  径）経費  

①1999年度以降に  医師・歯科医師   医師・歯科医師   薬剤師  有漢職  医療技術員   医撹技術員  その他  
貫新のために受審した外部評価  ■；フ：  

（具体的に名称をご記入ください）   集  
費用   

■t    ■■  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  干円  千円   

2  ■■    ■■  人  分／人  人  牙／人  人  分／人  人  分ノ人  人  汁／人  人  分／人  人  分／人  千句  干円   

3  dl■    事∝  人  分／人  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  人  分／人  人  分／人  千円  千円   

4  t■    ●▼  人i分′人   人  分′人  人  分／人  人  分／人  人  分ノ人  人  分／人  人  分／人  干R  千円   
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10．医療機器・医薬品等の管理等の取組状況について（1：医療機器）  

問1こ2004年度の臨床工学技師の活動状況について、①臨床工学技師の所属部署名、②臨床工学技師の人数（常勤換算）、③全臨床工学技師の総括動時間における活動時間の内訳をご記入ください。ま  
た、医療機器の管理について、⑥医療機器の種類、（9設置台数・種類、⑥メンテナンス契約付き機器の導入台数とメンテナンス部分の追加書用について2004年度の状況についてそれぞれ】記入欄に苫己  
入してください。なお、メンテナンス純分の追加★用は、メンテナンス契約付き機器の単価と契約のない機器の単価との差額により概算で構いませんので記入して頂けますと幸いです。  

間2：2004年度における医療機器の安全管理に係る活凱こついて、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③取組に携わった担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時間、④取組の開始年度を  
ご吉己入ください。なお、所要時間は概算で構いません。   

間3：2004年度における医療機器の安全管理に要した器材・機器・設備について、①器材・機器・設備の種類、②導入年度、③調達方法、毎）概算費用（初期導入費用・年間運用費用）、⑤算出の根拠  
（i・単価等）を記入欄に記入してください。なお、一丁設備に係るものはp．5の「3．安全管理に係る器材・機♯・設備等の導入状況についてj に記入をお暇いいたします。  
（投備導入例：輸液ポンプ・シサンシーよ●ンナ・人工呼吸器等の解析装置等）  

《記入柵》  

【10一間1：臨床工学技師の活動状況】  
⑤保有状況  ⑥メンテナンス契約付き機器  

①臨床工学技師の所属部署  医療機器の種類  台数   種類   メンテナンス  
台数   部分追加暮用   

②臨床工学技師の人数［常勤換算1  人   輸液ポンプ   有・無   せ  台   千円   

透析機器の管理   ヽ   シリンジポンプ   有・無   台  台   千R  

③ 活  ヽ   人工呼吸器   有・無   せ  台   千円  

動 割  ヽ  その他（  ）  有・無   台  倉   千明  
H  

（   ）   

ヽ  その他（  ）  有・無   台  台   千R   

【10一問2：医療機器の安全管理に係る活動の実施状況（2004年度）】  

①医療機器の安全管理に係る活動   ②年間実施   ③医療機器の安全管動こ係る活動の担当者数・所要時間  
（名称・内容）  回数  ④開始年度  

概纂暮用   ■出憮h（担当薯鵡．所■疇間、8★など）   

包   千R  ■■     ■t   

2  
臣】   千円  ■■     ■t   

【10一間3：医療機器の安全管理に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  
①医療機器の安全管理に要した  

器材・機器・設備の種類  ②導入年度  ③調達方法   
Q）概算費用  

⑤算出根拠（t、単価等）  
（具体的に名称をご警己入ください）  初期導入★用  年間運用■用   

t■      ■■  □■入 ［〕リース・貸Il   千円  ■■     十年  

2  ■■      ●t  ロ■入 ⊂＝l－ス・資什   千円  半間     十日  

10．医療機器・医薬品等の管理等の取組状況について（2：医薬品・血液製剤）  

間4：2004年度の医薬品・血液製剤の管理体制について、①薬剤師（常勤換算）の経験年齢別人数、②全薬剤師の総括軌時間における活動時間の内駅、③調剤・調整薬秩lこおける活動時間の内訳につ  
いて、それぞれ記入欄に把入してください。なお、③の「！筍剤・調整」の中の注射薬のミキシングは開剤・調製業掛こおける割合を、無菌餌製は注射薬のミキシングにおける割合を記入してく  
ださい．割合の内訳の記入は概算で購いません。  

間5－ZOO4年度における医薬品・血液製剤の管理に係る活軌こついて、（訂取組1例の内容、②取組の年間実施回数、③取組に挑わった粗当寺の職種別人数とl人あたり年間平均所要時臥④取組の開始  
年度をご雷己入ください．なお、所要時間は概凛で構いません。  
（活動例：特定生物由来製品に係る保管・管理活動、麻凛・劇】薬等特に管理が必要な薬剤に係る保管・管理活動、レジメンチェック、抗生物賞の使用状況調査と感染拉因菌の分析等）  

間6：2004年度における医薬品・血液製剤の管理に要した器材・機器・設胤こついて、①器材・機器・設傭の種類、②ヰ入年度、③調達方法、④徴募費用（初期導入費用・年間運用費用）、⑤算出の  
根拠（1・単価等）を記入欄に記入してください。なお、IT設鰍こ係るものはp5の「3，安全管理に係る器材・機器・設備等の導入状況についてJに記入をお輝いいたします．  
（設備導入例二分包機、クリーンルーム、クリーンベンチ、血液製剤の保冷庫・冷凍ヰ・溶解用世温楕等）  

《記入欄》  

【10一間■4：医薬品・血液製剤等に関する活動状況（2004年度）】  

（D薬剤師人数（★血襖書）  ②活動割合【～】（合計で100引こなるよう概農で記入して下さい）   
経験年数   ユ．＝ ■．   調剤・調整   薬剤購入・   薬歴管理・   Dl業横・   

川年末欄【人］   1（〉寧以上一人】  保管・管理   服薬指導   医療者への指導   その他  
人   人   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   ヽ   

【10一間5：医薬品・血液製剤の管理に係る活動の実施状況（2004年度）l  

①医薬品・血液製剤の管理に係る活動   ②  ③医薬品・血液製剤の管理に依る活動の担当者数・所要時間  
（名称・内容）  年間実施回教  ■■■■   ■出根絶（所事疇れ、8■など）   

④開始年度  

巨l   千・円  ■■    十■   

2  匝】   千円  ■■     ■■   

【10一間6：医薬品・血液製剤の管理に要した器材・機器・設備等（2004年度）l  
①医薬品・血液製剤の管矧こ要した   僅）概算費用  

器材・機器・設傭の種類  ②導入年度  ③調達方法  ⑤算出根拠（t、単価等）  
（具体的に名称をご記入ください）  初期導入兼用  年間運用費用   

百■     事l■  D■入 ロリース▲紺l   千円  年■】    千円  

2  首■     申虞  □■入 ⊂丹一ス・貨什   千円  年間    千円  
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11．賠償責任保険について  

間1．2004年度に貴院が被保険者となって負稗した賠償責任保険の保険料についてご記入ください。  

注：院内で発生した医療行為に起因する医療事故だけではなく、医療施設に起因する医療事故も含めてご記入ください。  

問2：2004年虔に賢院に勤務する従事者個人が被保険者となっており、貴院で保険料を負担した賠償責任保険の保険料について職種別にご記入ください。  

注：従事者が個人的に加入しているものについては除いてください。   

《記入欄》  

【11一間1：貴院が被保険者となっているもの】  

【11一間2：従事者個人が被保険者となっているもの】  

職種   ①加入人数   （∋年間保険料  

医師   人  合計  円／年  

従事者個人が被保険者となっていて  歯科医師   人  合計  円／年  

貴院が保険料を負担しているもの  
薬剤師   人  合計  円／年  

看護職   人  合計  円／年  

その他職員   人  合計  円／年   
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12．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（1：感染性廃棄物）  

注：感染性廃棄物とは、医療関係機関等から発生し、人が感染し、又は感染するおそれのある病原体（感染性病原体）が含まれ、若しくは付着している廃棄物又はこれらのおそ九のある廃棄  
物を指します。  
●感染性産業廃棄物の具体例：①血液、血清、血弊、体液（精液を含む。）、血液製剤 ②注射針、メス、試験管、シャーレ、ガラスくず等 ③検査等に使用した試験管、シャーレ等  
④血液等が付着した手術用の手袋等（訪汚染物が付着した廉プラスチック類等  
●感染性一般廃棄物の具体例：①臓器、組緩 ②試験、検査等に使用した培地等 ③血液等が付着した紙くず、繊維くず（脱脂綿、ガーゼ、包帯等）等 ④汚染物が付着した紙くず、繊  
維くず  

間1＝2004年度に使用していた感染性器具使用後の際業容器について①およその年間費用、②算出の根拠（量・単価等）を記入柵に記入してください。  

間2：2004年動こおける感染性産業廃棄物の保管について、①廃棄物保管庫導入に関することとして保管庫の導入費用、導入年、保管庫占有面積を、また②その他産業廃棄物保管に要する材料  
についての年間費用、井出の根拠（t・単価等）を記入肌こ記入してください。（廃棄物保管に要するその他材料の例：ハザードマークシートの耕入）  

間3：2004年度に使用していた①感染性産業廃棄物処理施設（院内で所有している場合）の処理施設導入費用、導入年、処理施設の占有面積、稼動費用、維持兼用をお答えください。また、感  
染性産業廃棄物処理を外部に委託している場合は②廃棄物処理委託費用を記入欄に記入してください。  

閏4：間1一－3で回答した以外で2004年度における感染性産業廃棄物処理・保管に要する費用について、①費用項月、②およその年間費用、③算出の根拠（t・単価等）を記入欄に記入してく  
ださい。  

《記入欄》  

【12一問1：感染性器具の廃棄容器（2004年度）】  

（》年間費用  ②算出根拠（土・単価等）  

【12一間2：感染性廃棄物保管（2004年度）】  

①廃棄物の保管庫導入  ②廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入牛用   導入年   保管痺占有面積   年間費用   算出根拠（t・単価等）   

千円  書■  ◆■  千円／′年  

【12一間3：感染性廃棄物処理施設・処理委託費用（2004年度）】  

①廃棄物処理施設（院内で所有している場合）  
②廃棄物処理香托費用   

処理施設導入費用   導入年   処理施設占有面積   稼動費用   維持費用   

千円  ■■  ●l■   ■   千円／′年   千円／′   干円′／年   

【12一間4：その他廃棄物処理・保管に要する費用（賠償責任保険等）（2004年度）】  

（》費用項目   ②概算費用   ③算出根拠（土・単価等〉   

千円∴年  

2  千円ノ■年  

3  
千円．・‘年  

12．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（2：非感染性産業廃棄物）  

注：非感染性産業廃棄物とは、医療関係機関等の医療行為等に伴って排出される産巣廃棄物のうち、感染性廃棄物以外のもの、すなわち「感染性産業廃棄物を除く特別管理産業廃棄物」およ  
ぴ「その他の産業廃棄物」を持します。また、院内で感染性を失わせる処理（焼却・溶融・オートクレーブ・乾熱滅菌・薬剤または加熱など）を行った感染性廃棄物も非感染性産業廃棄  
物に含みます。   

間5：2004年度における非感染性産業廃棄物の保管について、①廃棄物保管庫欄入に関することとして保管ヰの導入費用、導入年、保管庫占有面積を、また②その他非感染性産業廃棄物保管に   要する材料についての年間費用 
、算出の根拠（書・単価等）を記入欄に記入してください。（廃棄物保軌こ要するその他材料の例：非感染性廃棄物ラベルのIl入）  

間6：2004年度に使用していた非感染性産業廃棄物の処理について、①収集運搬業着への委託費用、②処分業者への委託費用を記入欄に記入してください。  

間7：間1－3で回答した以外で2004年動こおける非感染性産業廃棄物の処理・保管に要する費用について、①費用項月、②およその年間費用、③算出の根拠（t・単価等）を記入閥に記入し  
てください。   

《記入欄》   

【12一間5：産業廃棄物（非感染性）保管（2004年度）】  

①廃棄物の保管庫導入  ②廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入費用   導入年   保管庫占有面積   年間費用   井出根拠（土・単価等）   

干円  ■■  ■■   J   千円・‘鴨  

【12一間6：産業廃棄物（非感染性）処理委託費用（2004年度）】  

①収集運搬業者への委託費用   ②処分業者への委託黄用   

千円／ノ年   千円ノ年   

【12一間7：その他産業廃棄物（非感染性）処理・保管に要する費用（賠償青任保険等）（2004年度）】  

①費用項目   ②費用   ③算出根拠（1・単価等）   

千円．／年  

2  
千円／年  

3  
千円∴年  
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13．安全管理に係る確認作業等に要する活動状況について   

問l＝l的9年以降開始した、安全管理のための医療者間、医療者・患者間の確認作業について．①確認作業の内容、②作美の概算費用をご記入ください。  
（例：患者誤記防止、医薬品等の瞑矩防止、調剤の確監、手術部仕舞認防止）   

問2：マニュアルに定められている確認作業について、種類数と頻度をご記入ください。  

間3・患者の自己決定のための説明、診療行為前後の注意事項の吉見明などの鼠算費用（人件費が主だと思われます）をご記入下さい．  

《記入欄》  

【13一問1：安全管理のための医療者閉、医療者・患者間の確認作業】  

（D1999年以降に開始した医療安全に資する確認作業   

⑳確認作業の概算費用  
■■■l■   T出欄■（拒も讐敵∴析事時間、縫■など）   

干円  

2  千閏  

3  
干円  

4  千円  

5  干円  

【13一問2：確認作業の種類と頻度】  

②確認作業の種類  
①活動の内容  

③確発作業の頻度  
1999年座   2004年度   1999年度   2004年度   

マニュアル等に定められている医療者間の確認作業   穫顎   種類  的     件／日  約    件／日   

2  マニュアル等に定められている医療者・患者間の確認作業   i・≡   種類  約     件／日  約     件／日   

【13一間3：患者への説明】  

②説明と同意を実施している担当者教・級算費用  
①活動の内容  

■■■ll   ■出欄■り宅当書敵、所事鴫間、経書など）  

患者の自己決定のための説明   干円  

診療行為前後の注意事項の説明   干『  

14．安全管理、医薬品安全使用に係る機能連携について   

◆他の病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問着護ステーション等との機能連携（病病連携・病診連携・薬薬連携等）のうち、安全管理・医薬品安全使用に係る機能連携に関して   
①実施内容（取組内容・連携先）、②月間実施件数、③取組を実施している担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時間、④取組の開始年度をご記入ください。なお、所要時間は   
概算で構いません。   
（取組例：他の病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問介言隻ステーションとの聞で、当該患者について必要な診療情報を文書などにより相互に共有化する等〉  

《記入欄》  

安全管理・医薬品安全使用に係る他の医療機関や保険薬局  ③取組を実施している担当者致・概算費用  
・訪問着機ステーション等との機能連携の実施内容  Q）開始年度  

取組内容（名称・内容）   連携先  ニ ：こ   事出根拠（担当者数、所平時軋 経書など）   

月M  件   千円  ■■    ▼寸   

2  
月巾  何ニ   千円  首■    牛虎   

3  
月M  l事   干円  ■■    ■★   

4  月lれ  綿二   千円  F■l    年よ   

5  
月間  件   千円  ●■    ◆■   

6  月l■  杵   千円  ■■    ■t   

7  月¶】  捧   千円  曹■    年凛   

8  月l『  作   千円  ■■    ■t   

9  月間  件   千円  ■■    ■t   

10  月間  降   千円  ■■    t■   

月間  銅＝   千円  暫■    年痍   

12  
月間  伴   干円  F■    中正   
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15．安全管理、感染制御、医薬品安全使用に係るその他の活動の取組状況について  

◆これまでの1－14の分類lこ窪当しないものの、現在実施している安全管理や感染制軋 医薬品安全使用のための諸活動の状況について①活動の内容、②活動の年間実施回数、③活鄭‖こ関わった担当者の  
職種別人数とl人あたり年間平均所要時間、④活動の開始年度をご記入ください．なお、所要時間は概算で構いません．  
（例：警備体制の儲化、医療用ガスボンベの点検等）   

《記入欄》  

（診活動に関わる担当者数・概算費用  

（名称・内容）   実施の有無  Q）開始年度  

（○×）   鴨井暮用   算出根拠（担当者数、所≠時間、経費など）   

患者相談（苦情等を含む）袈口の設鷹  千円  廿■      ■■   

2  防犯システムの導入  干円  ■■      ■■   

1上記リスト以外の取組があれは下鋸活動内容などをご臥ください。  

①現在実施している活動内容   ②年間  ③活動に関わる担当者数・所要時間  
（名称・内容）  実施回数  ④開始年庚  

概算費用   算出根拠（担当者数．所筆陣Ⅶ．経費など）   

3  寧¶  圃   千円  ■■      ●■   

4  響こM  四   千円  ■■     l■t   

5  ■lれ  匹】   千円  書■     ●t   

6  ■†¶  lぢ   千円  ■●     ■■   

7  中Iq  l当   千円  t■      ■t   

8  ■l■  回   千円  慣■      ■よ   

9  ●■  ■   千円  ■■     ■■   

10  ヰM  血   千円  ■■      ●t   
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【書面調査シート】 歯科診療所票  

医療安全に関するコスト調査（歯科診療所黒）  

【基本情報】  

調査用整理番号  05－D12   

項   目  平成16年度   平成17年度   

1．初診患者数   人   人  

外来患者の状況 ※各年度6月の1か月間         （うち）かかりつけ歯科医初診料算定  （うち）  人  （うち）  人  

2．再診患者延べ数   延べ  人  延べ  人   

処方の状況  回   回  
※各年度6月の1か月間   回   回   

1．歯科医師   人   人  

職長の状況  人   人  

（常勤換某）  3．歯科技工士   人   人  
※各年度の6月30日現在  

4．事務職眉   人   人  

5．その他の職員   人   人   

医業収支  1．医業収入   千円  
※平成16年魔の1年間         2．医業費用   

千円  

※平成1（∋年6月30日現在の状況をご妃入下さい。  

棟桟する診療科日   
1，歯 科   3．小児歯科  

2．矯正歯科   4．歯科口腔外科   

1．抜歯・歯周外科手術等   3．口腔外科はしていない  
歯科口腔外科の実施状況  

2．骨折・顎骨腫瘍手術等  

歯科技工圭の状況   1．歯科技工圭がある  2．ない   

技工物の外注状況   1．全部外注   2．一部外注  3．外注していない   

感染性廃棄物処理の委託状況   1．全部委託   2．一部委託  3．委託していない   

119   



1．安全管理に係る人員配置状況について  

◆安全管矧こ係る責任者、担当者の職名を、専任、兼任にかかわらず全て記入欄の①に記入して下さい。  
（例：安全管理責任者、医療安全推進担当者、リスクマネジャー、安全管理担当者、安全管理推進者等）   

◆①に記入した職名に任命されている人の②職種、③経験年数を選んで下さい。   

◆（むには①に記入した担当者の全活動時間のうち、安全管理に係る取組の活動時間の割合を2004年6月の活動時間に基づいて記入し  
て下さい。  
（1週間毎日安全管矧こ係る活動している場合は100％、1週間の内1日だけ活動している場合は20％、半日だけ活動している場  

合は10％と考えると把握しやすいです）  

《記入欄》  

①安全推進者の職名   （∋職種（吉亥当するものに○を記入）   ③ 軽♯年数   ④ 安全管理活動割合  しヽ1   

歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士・   
事務稚貝・その他職艮   □10年以上  

2  

歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士・   
事務職員・その他職員   田10年以上  

3  

歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士・   
事務職貝・その他職員   ロ10年以上  

4  

歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士・   
事務職月・その他職員   □10年以上  

5  

歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士・   
事務職員・その他職員   □10年以上  

1 安全管理に係る担当者を任命していない場合は、「施設管理者」について以下の表にご記入下さい0  

※ 上の表に記入してある場合は   
記入不要です  

④  
②職種   

（》安全管理に係る管理者  
（診経験年数         安全管理活動膚合  

しヽ1  

施設の管理者   歯科医師   ロ10年未満  
□10年以上  

2．安全管理、感染防止対策に係る委員会・会合・院内研修等の取組状況について   

◆2004年度に開催した安全管理、感染防止対策に係る全ての委員会・会合、院内研修についてお答えください。   

◆（Dについては、リストに挙げている委員会・会合についてはその開催の有無を○×で記入してください。リスト以外で開催した委員会・会合が  
ある場合は、その内容がわかるように委員会・会合の名称をご記入ください。   

◆①に記入した委員会・会合について、②各構成員の職種別出席者数、③1回当りの開催時間と年間開催回数をご記入ください。  

《記入欄》  

②各委員会・会合の出席者柵成負数（委員・事務局スタッフ含む）  ③所要時間  
2004年度に開催した  
委員会・会合の名称  の （○×）   

1【I年来欄  1昨以上  1昨未満  10年以上  10年東浦  川年以上  10年東浦  川年以上  】○年来柵  10年以上   

安全管理委員会  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  叶M  巨l   

2  感染防止対策委員会  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■  匡】   

3  医療事故調査委員会  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ヰ¶  匡l   

1 上記リスト以外に200咋庚に開催した委員会・会合があれば下表の①に納名をご記入ください。  

①  ②各委員会・会    合の出席者構成負数（委鼻・事務局スタッフ含む）  （診所要時間  

2004年度に開催した  歯科医師   歯科  衛生士  歯科技工士   事務職員   その他職員   1回当り  

委員会・会合などの名称                                   開催   
4  人  人  人  人   人  人  人  人  人  人  鴫¶  巨】   

5  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  中間  巨l   

6  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■  匡】   

7  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ヰ椚  日   

8  人  人  人  人  人  人  人人   人  人  ■■】  匡】   

9  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■  巨】   

10  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■l間  巨l   

人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ■■  巨】   

12  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  ヰ間  回   
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3．安全管理に係る救急医薬品・器材・機器・設備等の導入状況について   

◆現在使用している安全管理や感染防止対策への貢献が期待できる全ての器材・機器・設備等について①導入項目、②導入年度、③導入時点の状況、毎）調達方法、⑤概算費用（初期漢人費用・年間運  
用費用）、⑥算出の根拠（丑・単価等）、⑦法定耐用年数、⑧利用予定年数を記入欄に記入してください。   

◆①については、リストに挙げている器材・機器・設備等についてはその導入の有無を○×で記入してください。リスト以外で導入している器材・機器・設備等がある場合は、次貫の欄の①に器材等  
の具体的な名称をご記入ください。   

住：・感染防止材矧こ関連する器材等については、P．7の「4．感染防止対策に係る器材・楷器・設備等の導入状況について」にご記入ください。  
・消耗品の利用予定年数はrO」と記入してください。  

《記入欄》  

②  ③  ④  ⑤概算費用  ⑥  （診  

導入年度   導入時点の 状況  
（○×）  

調達方法  算出根拠（1・単価等）   法定耐用  
年数  

階殺すべり止め  丙■    千慮  ロ新規  □叫入  □更新・追加   ロリース・賃借   千円  年椚  千円  寧   年   

2  衡蟄吸収床材  6■    牛虎  □新規  口碑入  口更新・追加   ロリース・賃借   千円  年間  干円  年   筆   

3  X線室防護壁  ■■    ◆■  □新規 ロモ新・追加  ロ仇入 ロリース・賃借   千円  年『  干円  畢   攣   

4  モ＝クー（血圧、酸素飽和度など）  ■■    ●寸  □新規  ロ什入  
□更新t追加   ロリース・賃借   千円  年■l  千円  雫   雫   

血托計  ■■    ■■  ロ新規 □丈新・追加  ロ隕入 ロリース・賃借   千円  年¶  千円  寧   年   

6  救惣菜セット  ■■     ■■  □新規  ロ購入  □更新・追加   ロリース・賃惟   千円  年れ  千円  年   年   

7  エ‾㌢ウェイ  円■    乍よ  □新規  ロ購入  ロモ新・追加   ロリース・貸借   千円  年■  干円  単   寧   

8  人二亡呼吸用′くッグ・マスク  胃■    年よ  口新規  D購入  □王新・追加   ロリース・貸借   千円  キM  
千円  牢   ●   

9  酸素ボンベと吸入マスク  声■    年度  □新規  ロ購入  □更新・追加   ロリース・手惜   千円  車両  干円  年   寧   

10  A王1D（自動体外式除細動器）  千円  年間  千円  寧   年   宵■    早正  ロ新規 口重斬・追加  □購入 ロリース・ま借  
粉塵バキューム  ■■    ■■  ロ新規 □更新・追加  □梢入 ロリース・1惜   千円  年■）  千円  

年  年   
12  空気清浄機  占■    牛虎  □新規 ロモ新・追加   □購入  ロリース・芋惜   千円  寧l『  

千円  年   年   

13  浄水器  6■    年度  ロ新規  ロⅦ入  □更新・追加   ロリース・賃借   千円  年憫  千円  年   年   

1 上記リスト以外に現在導入している鮒等があれば・次頁の表の①に具体名をご記入ください。  

く設問3 のつづき＞  

①現在使用している安全管矧こ係る   ④  ⑤概算費用  ⑥  ⑧  
器材・機器・設偶の種類  算出根拠（豊・単価等）   法定耐用  

（具体的に名称をご記入ください）   ② 導入年度  ③ 導入時点 の状況   調達方法  初期導入費用  年間獲頼書用   年数  

酋雷    撃虞  □新規 □王新・追加  Dl真人 ■ ・÷   千円  年l¶  千円  年  

15  ■■   1Fよ  □新規 ロモ新・追加  □l薫入 ロリース・1借   干円  年間  干円  寧   年   

16  J鷹    年度  □新規 D更新・追加  ロ旗入 ロリース・鑓惜   千円  年間  干円  年   年   

lT  千円  攣れ  千円  年  ち■    年度  □新規 ロ更新・追加  □所入 ロリース・賃借  

18  ■■    lt  □新規 ロモ新・追加  □匹入 ロリース・躊惰   千円  年¶  干円  年  

19  ｛■    ■■  ロ新規 □王新・追加  ロ情入 ロリース・貸借   千円  年l¶  
千円  午  

20  ▲           □新規 ロモ新・追加  □用人 ロリース・賃隋   干円  l■■  十q  年  

21  dt    年度  □新規  口碑入  ロ更新・追加   ロリース・貰借   千円  年「■  千円  年   隼   

22  古∫    隼■  D新規 口更新・追加  ロ班入 ロリース・賃借   千円  廿†¶  干円  乍   年   

23  L       こ  ロ新規 ロー新・追加  ロl此入 ロリース・賃借   千円  年M  干円  隼  

24  ■■    ▼書  □新規 D更新・追加  ロ丑入 Dリース・躍憺   千円  年間  千円  年  

25  ■ざ」        ＝ ・  □新規 □更新・追加  □購入 ロリース・賃借   千円  年l¶  千円  年  

26  ■■    トt  □新規 □更新・追加  ロ購入 ロリース・賃借   千円  年l■  千円  寧  

2丁  ■■    ■▼  －・i＝ ロモ新・追加  ロ購入 ロリース・才惰   千円  寧「Ⅵ  干円  牛  

28  t■    ■▼  □新規 ロ更新t追加  □伏入 ロリース・賃借   千円  寧M  干円  年  

29  ■■    rt  ロ新規 □更新・追加  Dl薫入 ロリース・賃借   千円  年間  千円  年   寧   

30  薗■    年度  D新規 ロモ新・追加  □炸入 ロリース・舞借   干円  年Ⅶ  干円  年  

31  ｛■     ■t  ロ新規 □王新・追加  ロ購入 ロリース・即昔   千円  ■¶  干円  年  

32  ■■    ■・t  □新爛 □更新・追加  口碑入 ロリース・賃借   千円  年月l  干円  甲  

33  古■    年鷹  □新規 Dモ薪・追加  ロ牲入 ロリース・賃借   干円  隼†『  干円  午  
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4．感染防止対策に係る器材・機器・設備等の導入状況について   

◆現在使用している感染を予防するための全ての器材・機器・設備等について①導入項目、②導入年嵐③導入時点の状況、①神速方法、⑤概算費用（初期導入書用・年間運用費用）、⑥算出の根拠（土・単価等）、⑦  
法定耐用年数、⑧利用予定年数を記入欄に記入してください。   

◆①については、リストに挙げている器材・機器・設傭等についてはその導入の有無を○×で記入してください。リスト以外で導入している器材・機器・設備等がある場合は、改頁の欄の①に器材等の具体的な名称をご  
言已入ください。   

注二医療従事者の感染防止対策のための各種りけン、抗体検査、ツ反等の実施状況についてほp．9の「5．医療従事者の感染折止対策について」でご回答ください。   

注．ディスポーザブル用品や消耗材の利用予定年数は「0」と記入してください。   

《記入欄》  

③  Q）   ⑤教書費用  ⑥   ①  
②    導入時点の  算出根拠（▲・単価嘗）   法定耐用   利用予定  

初期導入ナ用  年間運用■用  年数  年数   
（○×）   

消毒・沃僧闇1（  ）  
Tl■    事虞  □新規 ロモホ・追加  ロl一入 ロリース・T什   ／   ■叩  干円  ■   ●   

2  消書・洗浄剤2（  ）  
tJ■    事虞  ロホ現 □モボ・追加  □購入 ロリース・賃fl   ／   年間  干R  年   ■   

3  消毒・洗浄剤3（  ）  
■■    ●■  □新規 ロ責ポ・追加  ロIl入 ロリース・才什   ／   一間  干円  

4  ハンドローション  ●■    ●■  ロ斬娩 ロー薪・追加  □購入 ロリース・書惜   ／   事l¶  
干R  ●  

5  グローブ  ■I■    事■  □新規 ロ丈新・追加  □丑入 ロリース・す情   ／   事Ⅶ  干円  

6  マスク  Tl■    暮慮  ロ新規 □更新・追加  □偶人 ロリース・書簡   ／   攣M  千円  ●   

7  ガウン  t■    十■  ロ新規 ロー¶・追加  □Il入 ロリース・乎fl   ／   攣I抗  干円  年   ■   

8  乾熱滅菌器  ニ  ロ新規 D更新・追加  D肌入 ロリース・書惰   干円  年■l  
干円  

9  その他の滅菌拇  ●■     ■■  ロ新規  Dll入  ロモ厳・追加   ロリース・ナ播   千円  叩  千円  年   

10  超音波】先浄器  書■    ◆t  □新規 ロ更ポ・追加  ロIl入 ロリース・書簡   干円  暮れ  干円  

抗菌床材  Fl■    事よ  口新規 D更新・追加  ロl義人 ロリース・平作   干R  年M  千R  

1  畑リスト以外に現在導入している鮒琴があれば、次真の衰の①に具体名透ご記入ください。  

く設問4 のつづき＞  

①現在使用している感染防止対策に係る   ⑤概算升用  ⑥   ⑦  ⑧  
馨材・機瞥・投傭の種類  算出根拠（t・単価等）   法定耐用   利用予定  

（具体的に名称をごF己入ください）   ②  ③ 導入時点  同                  導入年度  の状述  礪連方法  初期響入暮用  て  二：＝ ：：  年数  年数   

12  五†■    ■虹  □航楓 ローホ・追加  □ll入 ロリース・千借   千円  事■l  干円  ■   年   

tユ  Yl■    王よ  ロ新規 □王斬・追加  □購入 ロリース・貫惰   干円  ■lれ  千円  ▼   隼   

14  甘J■    寧肛  ロ新規 D王斬・追加  □購入 ロリース・書什   干円  ■け】  干円  

15  ■■     ■■  □新規 □丈新・追加  □購入 ロリース・t†■   干円  事M  千円  ●  

16  ■■    ■■  ロホ規 ローホ・追加  口Il入 ロリース・↑fl   千円  事l岬  干円  年  

lT  ■■    ■■  ロ折規 □王析・追加  ロ購入 ロリース・賃借   干円  ■岬  干円  ◆   

18  ■J■    事虞  ロ新規  □購入  □モボ・追加   ロリース・↑什   千円  ■l疇  
干円  

19  tJ■    乍虞  ロ新規 □王ホ・追加  DIl入 ロリース・平作   千円  ■¶  f円  ■  

20  ■■    ＋■  ロ新規  田所入  □夏井・追加   ロリース・ナ惜   干円  ヰl■  干円  ■  

2l  ■■    l■  日新橡 D繁簡・追加  コl■＼ ロリース・ナ佗   干円  事蘭  干円  

22  ■■    ■t  ロ新規 ロ貫井・追加  ロ傭人 ロリース・千借   干円  ■M  干円  ●  

Z3  11■    羊t  D新規 ロ更新・追加  口l暮入 ロリース・書庫   干円  年間  千円  ■  

24  tJ■    羊！l  □新規 □丈ホ・追加  D購入 ロリース・千僧   干円  年Ⅳl  干R  ●  

ヱ5  ■■    tt  □新規 D更ホ・追加  □ll入 ロリース・す什   千円  ■l■  千円  ■  

26  ■■     ■■  ロ新規 ロー斯・追加  ロIl入 ロリース・書惰   千円  年間  十円  ■   ●   

27  tl■    ●■  ロ新規 ローホ・追加  ロ丑入 ロリース・千併   千円  t18  千円  ■  

28  書l■    ■虞  □新規 ロー新・追加  口l薫入 ロリース・書什   千円  年期  干円  ●  

29  l隻」■     ■l■  ロ新規  □Il入  ロー新・追加   ロリース・★fl   千R  ■M  
干円  

30  t■    ■■  □新規 口更新・追加  ロ叫入 ロリース・井惰   千円  年M  干円  

3l  t■     ■■  ロホ捜 ロー薪・追加  □購入 ロリース・賃借   干円  I■¶  干円  ■  
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5．医療従事者の感染防止対策について   
◆20U4年度に実施した医療従事者の感染防止対策のための各種〃ナン、抗体検査、ツ反等の実施状況について①実施内容、②概算費用、③算出の根拠（量・単価等）を記入欄に記入してくだ  

さい。   
◆①については、リストに挙げている医療従事者の感染防止対策の取り組み内容についてはその実施の有無を○×で記入してください。リスト以外で実施した医療従事者の感染防止対策が  

ある場合は、その内零がわかるように医療従事者の感染防止対策の取り組みを具体的にご記入ください。  

《記入欄》  

①2004年度に実施した  
医療従事者の感染防止対策の取り組み内容  実施の有無 （○×）   ②概算費用   ③算出根拠（量・単価等）   

抗体検査  千円  

2   ツ反  干円  

3   インフルエンザワクチン接種  千円  

1  上記リスト以外に200咋度に実施した医療従事者の感染防止対策があれば下表の①に具体名をご記入ください。  

G）2004年度に実施した医療従事者の感染防止対策の取り組み内容   （具体的に名称をご記入ください）  ②概算費用   
③算出根拠（量・単価等）   

4  千円  

干円  

6  千円  

千円  

8  千円  

9  
干円  

10  千円  

6．安全管理、感染防止対策、医薬品使用に係る院外研修・活動の取組状況について   

◆2004年度に参加した安全管理、感染防止対策、医薬品安全使用に係る全ての院外研修・活動について、①研修の名称・内容、②職種別参加者数、③移動時間と参加  
時間を合わせた参加者1人あたりの平均所要時間、④交通費・宿泊費と研修費を記入欄に記入してください。   

注：学会への参加も対象となります。また、講師として講演に行かれた場合も記入してください。   

注＝所要時間は、1日を8時間、半日を4時間と換算してください。宿泊込みの参加の場合も】日は8時間と計算してください。   

《記入欄》  

（D2004年度に参加した   
（∋各院外研修の参加者数  

O O 
④諸経費  

院外研修  歯科医師   歯科衛生士   歯科技工士   事務職員   その他職員  
（名称・内容）  所要 時間                      交通費 宿泊費  研修費    経験年数  経験年数  経験年数  経験年数  経験年数  経験年数  経験年数  経験年数  経験年数  経験年数  

10年未満  10年以上  10年未満  10年以上  lD年末満  10年以上  10年東浦  10年以上  10年未満  tO年以上   

人  人  人  人   人   人   人  人  人  人   晴間   千円   干   

2  人  人  人   人  人   人   人  人  人   人   時†『   千円   千円   

3  人  人  人   人  人   人   人   人   人   人   時間   千円   千円   

4  人  人   人 人  人  人   人   人  人   人   l引筍   千円   干   

5  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人   時間   千円   千   

6  人  人   人   人   人  人  人   人  人   人   時間   千円   千円   

7  人  人  人   人  人  人  人   
人  人  人   

時I『   千円   千円   

8  人  人  人   人  人   人   人  人  人  人   時間   千円   千   

9  人  人  人   人  人  人   人   人  人  人   時間   千円   千   

10  人  人   人   人  人  人  人   人  人  人   l寺間   千円   千円   

人  人   人  人  人  人   人  人   
人  人   

時間   千円   千   

12  人  人   人   人  人ら 人  人   人  人  人   時間   千円   干   

13  人  人  人   人  人  人   人  人  人  人   時間   干円   千   

14  人  人  人  人  人  人  人1人   人   人   時間   干円   千   

15  
人l人  

人   人  人  人  人ら 人   人  人   時間   干円   千   
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7．インシデント（ヒヤリハット）及びアクシデントレポート作成・分析等の取組状況について  

問l：2004年廣のレポート等の作成について、①レポートの種類、②レポート作成の担当者の職種別人数と1人あたり平均所要時間、③取組の開始年度をご記入ください。なお、所要時間は概算で構いま  
せん。  

間2：2∝）4年虔のレポートの分析や改善策立案等について、①取組事例、②取組の年間実施同数、③取組に関わった担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時間、④取組の開始年度をご記入くださ  
い。なお、所要時間は概算で構いません。  
（取組の例．根本原因分析、分析ソフトを用いた解析、改善策立案検討のための会合等）  

問3：2004年度にレポートの作成・分析等に要した器材・機器・設備について、①器材・機器・設備の種類、②導入年度、③調達方法、①概算書用（初期導入費用・年間運用費用）、⑤算出の根拠  
（量・単価等）、⑥法定耐用年数、⑦利用予定年数を記入欄に記入してください。なお、IT投備に係るものはp．5の「3．安全菅矧こ係る救急医薬品・器材・機器・設備等の導入状況について」に記  
入をお願いいたします。   

．（例：コンピューター、分析用ソフトウェア、複写・印刷物、消耗品等）  

《記入欄》  

【7一間1：レポートの作成（2004年度）】  

②レポート作成の担当者数・所要時間  
①2004年度に作成した  

レポートの種類  歯科医師  歯科衛生士  歯科技工士  事秩職員  ③開始年度                その他職員  
（名称・内容）  事告件嚢  1件当り 平均所■鱒¶  ♯告件僧  l件当り 平均所霊晴間  揮告件数  1件当り 平均所事l申間  ★筐件数  Ⅰ件当り 平均所■疇¶  輪管件数  1件当り 平均所▼lキⅦ   

インシデント（ヒヤリハット）   件   分／捧   ■   分／捧   l事   分／件   体   分／件   炸   分／件  t■     ◆■   

件   分／件   2  アクシデント  件   分／捧   炸  分／捧   悸   分／件   ●   分／件  ●■     ■■   

【7一間2：レポートの分析・改善策立案等（2004年度）】  

①2004年度に実施した  ③取組の担当者数・所要時間  
レポートの分析・改善策  ②年Ⅶ実施  歯科衛生士  歯科技工士  事務職旦  
立案のための取組事例  回数  1人当り趣ベ   l人当り足ベ   l人当り堆べ   

（少開始年度  
1人当り尾ぺ  

（名称・内容）  れ組に 関わった人汝  1人当り簸べ  取組に 関ゎった人畿    取乱に 鴨。bった人数    れ組に 間わった人数    ■■に 隋わった人数         平均所事疇憫 【年間】   平均所tl寺岡 【年間】   平均所■噌間 〔年間】   平均所■轡間 【年間】   平均所■時間 【年間つ   
インシデント（ヒヤリハット）   尉   人  事〝，    分／人   人  暮間     分／人   人  暮岬     分／L   人  ■■l    分／人   人  ■l叫     分／し  tl■     キー   

7  アクシデント   臣】   人  t間     分／人   人  ヰ¶     分／＼   人  書M     骨／人   人  事職     分／．L   人  ■l岬     労／L  t■    ■■   

【7一間3：レポートの作成・分析等に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  

（》レポートの作成・分析等  Q）概算費用  
に要した君臣材・機器・設備の種類  ⑤算出根拠（暮・単価等）   （訃法定耐用  

（具体的に名称をご記入ください）   
年数   

初期書入■用  年間連用■用   

l≦l■      攣■  こ●■ ⊥▼●，l■   千円  暮叩     千円  ■ト   年   

2  
■■     ■■  Dホ■ ロt■■■   千円  ■M     千円  甲   年   

3  
●■      ■■  ○■■ □貴簡・助   千円  書I叫     千円  ■   ●  

8．安全管理、感染防止対策、医薬品安全使用に係るマニュアルの作成状況について   

◆現在使用している安全管理、感染防止対策、医薬品安全使用に係る全ての院内共通マニュア／レについて、①マニュアルの種類、②作成に関わった担当者の職種別人数と1人あたり年間平均所要時間、③新規作成年  
度、庄）マニュア／レ作成に弄した諸経費（印刷経升、資料書等〉 を記入欄に記入してください．  

《記入欄》  
e）作成     に関わった担当者教・所   要時間  

①現在使用しているマニュアルの種類  歯科医師  歯科衛生士  歯科技工士  事務I■員  その他職員  
（具体的に名称をご記入ください）  

③  
新規作成 年度  ④ ．一＝三・                      作慮に闇わった  1人当り建ベ  炸lまに月lわった  l人当サーべ  作成に囁わった  1人当り比べ  絢免じ関わった  l人当りヰペ  作成に闘わった  l人当り填べ  

人数  平l即相川爛  人■  平均所事■蘭  人■  平均所■中間  人緻  平均所▼疇Ⅷ  人数  平均新書■l■   

新規作成時   人  分／人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   人  分ノ人  t■    ■■   干円  

20M年よ  王新作業分   分／人  
分／人  人  分／人   人  分／人   人  分／人  

新規作成時   人  分／人   人  分／人  人  分／人   人  分／人  人  分／人  干  
2  

王新作葉分   人  分ノ人   分／人  人  分／人   分／人  分／人   干円    2抑l年度       人       人   人  
新規作成時  人  分／人  人  人  分／人  人  人  

3  

干円  
2叩4年度  

文飾作業分  分／人  
人   分／人  人   人   

新規作成時   人  分／人  人  人  人  人  
4  

干円  

2004年よ  王新作稟分   分／人  
人   人   人   人   

新規作成時   人  人  人  分／人   人  人  分／人  ■●    ■t   

5  

干円  

2附牛よ  更新作業分  人   人   人  分ノ人  人   人  分／人   

新郷乍成時   人  分／人   人  人  分／人  サ●■■  

6  

千円  

2∝叫年度  王新作稟分   人  分／人  
人   人  分／人  人  分／人  人 人  分／人  人  升／人  

新規作成時  人  人  人  】分′人   人  人  干円  
7  

20明年よ  モ新作葉分  人   人   分／人  人   人   千内  

新規作成時   人  分／人   人  分／人   人  分／人  人  人  
8  

干円  

2004年虞  
F新作葉分   人  分／人   人  分／人   分／人  人   人   

新規作成時   人  人  人  人  分／人   人  分／人  lt■    ■■   

9  

干R  

2004年度  王新作業分  人   人   人   分／人   人  分／人  
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9．外部評価（ISO9001、8S7799等による認定・監査）の受審状況について  

闇1＝潮卯年度以降に新規で受著した全ての外部評価の中で、医標安全、感染防止対策、医薬品安全使用に関連するbのについて、①外部評価の名称、②受審年度．③審査の準備に関わった担当者の職種別人数と】  
人あたり年間平均所要時間、Q）外部評価の受著書用と情報収集升用（外敵コンサルタントヘの委託費用を含む）を記入してください。   

間2＝199り年度以降にモ新のために受審した全ての外部評価の中で、医療安全、感染防止対策、医薬品安全使用に関連するものについて、①外部評価の名称、②受審年度、③審査の準備に関わった担当者の職種別  
人数と1人あたり年間平均所要時間、④外部評価の受審費用と情報収集費用（外部コンサ／レタントヘの委托費用を含む）を吉己入してください。   

《記入欄》  

【9一間1：1999年度以降に新規に受著した外部評価】  

③審査の準備に関わった担当者数・所要時間  ④経費  
①】999年度以降に新規受暮した外部評価  ②  受審  

歯科衛生士  歯科技工士  事務職員  その他I汲員  

（具体的に名称をご記入ください）  受審  情報収集  
1書1l’  1人当り経べ  サ■に  1人当り遽一こ  ●■に  1人当り娃べ  讃書に  l人当り確ペ  攣■に  l人当り延べ    年度  馳Iつつた  平均所t疇  Ⅰ軋bった  平均所事崎  関わった  平均所■欄  闇わった  平均所事■  闇わった   費用  費用     人魚  r『  人数  両  人数  闘  人数  両  人Il  平均所■疇間   

■■   ■■   人  分ノ人   人  分／人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   千円   干円   

2  ■■   ■■   人  分／人   人  分／人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   千円   干円   

3  人  分ノ人   人  分ノ人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   千円   千円   

4  ●■   ■■   人  分／人   人  分／人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   千円   干円   

【9一間2：1999年度以降に更新のために受零した外部評価】  

（∋審査の準備に関わった担当者数・所要時間  ④経費  
①1999年度以降に更新のために受奪した外部評価  （具体的に名称をご記入ください）  ② 受書                  歯科医師  歯科衛生士  歯科技工士  事務職員  その他職員  

受審  情報収集  
サtに  l人当り簸べ  】■■に  l人当り嬢ペ  撫蠣に  l人当り峰ベ  ホ■に  1人当り嬢べ  ■■i’  1人当り堆ベ 平均所蓼中間    年度  l軋bった 人♯  平均所事疇  巾  間わった 平均新書疇 人数  間   関ゎった 人数  平均所事疇 ．間  問わった 人数  平均所畢疇 l巾  闘わった 人数   費用  費用   

人  分／人   人  升／人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   干円   干円   

2  人  分／人   人  分／人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   干円   千円   

3  人  分／人   人  分／人  人  分／人  人  分／人   人  分／人   干円   干円   

4  人  丸／人   人針人     分／人  人  分／人   人  分／人   千円   干円   
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10．医療機器・医薬品等の管理等の取組状況について（1：医療機器）  

問1：2004年動こおける医療機器の安全管矧こ係る活動について、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③医療機器の安全管理に係る活動の概算費用、⑥取組の開始年度をご記入ください。なお、  
所要時間は概算で構いません。（活動例：ユニットの保守・点検）   

間2：2（朋年齢こおける医療機♯の安全管理に要した器材・機器・設備について、①器材・機器・設備の種類、②導入年度、③調達方法、⑥概算費用（初期導入費用・年間運用費用）、⑤算出の根拠   （土・単価等）、⑥法定耐用年数、⑦利用予定年数を記入欄に記入してください。なお、IT設備に係るものはp．5の「3．安全管理に係る救急医薬品・器材・機器・設備等の導入状況についてjに記  
入をお願いいたします。  

《記入欄》  

【10一間1：医療機器の安全管理に係る活動の実施状況（2004年度）】  

¢）医療機器の安全管理に係る活動   ②年間実施  
③医療機器の安全管理に係る活動の概算書用  

（名称・内容）  回数  （劉猟始年度  
概算費用   算出根拠（担当者数、所要時間、経書など）   

回   千円  ■■     ■■   

2  匝l   千円  ■■     十   

3  回   千円  ■■     ■■   

4  回   千円  ll■     年よ   

5  恒】   千円  ■■     ■■   

6  回   千円  ■■     ■り■   

7  回   千円  鳥■     ■t   

【10一問2：医療機器の安全管理に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  
①医療」機器の安全管理に要した  庄）概算算用  

器材・機幾・設備の種類  ⑤算出根拠（1・単価等）   ⑥法定耐用   
（具体的に名称をご記入ください）   ②導入年度  ③調達方法  年数   

書■     ◆■  ご■● ロー■・■J山   千円  欄     干円  ◆   甲   

2  
F■     年度  ○■● □tホ・蜘   千円  年■l     千円  ●   寧   

3  ■t     ■■  ロホ蠣 ロー★・■加   千円  中間     千円  ●   隼   

4  
葡■     事慮  つ■● ロ王事・l■加   千円  鴨『     千円  年   寧   

5  ■■     ■書  F■● ロー■i・1加   千円  年■1    千円  ●  

8  
ヰ■     ▼■  ⊃■● 【コ貫ポ・耕   干円  羊叩     千円  ▼   ■   

7  ■●     ◆t  ○■t 口王事・1加   千円  牛『     千円  ●   筆  

10．医療機器・医薬品等の管理等の取組状況について（2：医薬品）  

間3：2004年射こおける医薬品の管理に係る活軌こついて、①取組事例の内容、②取組の年間実施回数、③医薬品・血液製剤の管理に係る活動の活動の概算費用、④取組の開始年度をご記入ください。なお、所  
要時間は概算で構いません。  
（活動例：救急薬セットの点検等）   

間4：2004年度における医薬品の管理に要した器材・機器・股附こついて、①器材・機器・股傭の種類、②導入年度、③桝遠方法、④概算費用（初期導入費用・年間運用費用）、⑤算出の根拠（量・単価箪）、  
⑥法定耐用年数、⑦利用予定年数を記入憫に記入してください，なお、IT設備に係るものはp，5のr3．安全管理に係る救急医薬品・器材・漁法・設傭等の導入状況について」に記入をお願いいたします．  
（設備導入例二保冷庫・冷暗塞等）   

《記入欄》  

【10一間3：医薬品の管理に係る活動の実施状況（2004年度）】  

①医薬品などの管理に係る活動   ②年間実欄  
③医薬品・血液製剤の管理に係る活動の概井費用  

（名称・内容）  回数  ㊤開始年  
概暮書用   算出償拠（担当有数、所書晴間、経書など）   

匡】   千円  T■      ■L   

2  回   千円  ■■     ■■   

3  回   千円  ■■   

4  匝】   千円  ¶■   

5  回   千円  ■t      ■   

6  匝】   千円  ■■   

7  回   千円  ■■     ■■   

【10一間4：医薬品の管理に要した器材・機器・設備等（2004年度）】  
①医薬品などの讐動こ要した  ④概算費用  
器材・機器・股傭の種類  ⑤算出根拠（i・単価等）   ⑥法定耐用  

（具体的に名称をご妃入ください）   ②導入年度  ③憫連方法  年数   

■■     ■■  こ■■ D量★・l■■   千円  ■蘭     千円  ●   ●   

2  R■     千慮  し●■ □鷺t－1坤   千円  乍l『     千円  ●   隼   

3  ■■     ■t  コ■t ロt■・■■   千円  ■こl『     千円  ▼   年   

4  菌■     年度  U■■ Jt■ト■■   干円  ■l■     干円  ●   事   

5  主        ＝こ  L■● ［】モー・▲加   千円  乍M     干円  年   ■   

6  芦■     年度  「■＝■ 「t■＋■■   千円  年け】     半円  ●   乍   

7  す■     中正  コ■■ 」t●・■■   千円  乍■！    千門  寧   寧   
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11．賠償責任保険について  

間1・2004年度に貴院が被保険者となって負担した賠償責任保険の保険料についてご記入ください。  

注：院内で発生した医療行為に起祝する医療事故だけではなく、医療施設に起因する医療事故も含めてご記入ください。  

間2：2004年度に★院に勤務する従事者個人が被保険者となっており、貴院で保険料を負担した賠償責任保険の保険料について職種別にご記入ください。  

注．従事者が個人的に加入しているものについては除いてください。   

《記入欄》  

【11一問1：貴院が被保険者となっているもの】  

【11一層】2：従事者個人が被保険者となっているものI  

穐種   ①加入人数   ②年間保険料  

歯科医師   人  合計  円／年  

従事者個人が被保険者となっていて  
人  合計  円／年  

貴診療所が保険料を負担しているもの  歯科技工士   人  合計  円／年  

事務職員   人  合計  円／年  

その他職員   人  合計  円／年   
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12．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（1：感染性廃棄物）  
注：感染性廃棄物とは、医療関係機関等から発生し、人が感染し、又は感染するおそれのある病原体（感染性病環体）が含まれ、若しくは付着している廃棄物又はこれらのおそれのある廃棄  

物を指します。  
●感染性産業廃棄物の具体例：①血液、血清、血妓、体液（稚液を含む。）、血液製剤 ②注射針、メス、試験管、シャーレ、ガラスくず等 ③検査等に使用した試験管、シャーレ等  
④血液等が付着した手術用の手袋等 ⑤汚染物が付着した廉プラスチック類等  
●感染性一般廃棄物の具体例：①牡器、組織 ②珊、検査等に使用した培地等 ③血液等が付着した結くず、級雑くず（脱脂綿、ガーゼ、包帯等）等 ①汚染物が付着した続くず、繊  
維くず  

間1：2004年齢こ使用していた感染性浮具使用後の廃棄容器について①およその年間費用、②算出の根拠（量・単価等）を記入欄に記入して下さい。  

間2‥2004年度における感染性産業廃棄物の保管について、①廃棄物保管庫導入に関することとして保管庫の導入費用、導入年、保管庫占有面積を、また②その他産業廃棄物保管に要する材料  
についての年間費用、算出の根拠（土・単価等）を記入欄に配入して下さい。（廃棄物保管に要するその他材料の例：ハザードマークシートの購入）  

間3：ZOO4年度に使用していた①感染性産業廃棄物処理施設（院内で所有している場合）の処理施設導入牛用、導入年、処理施腰の占有面積、稼働償用、維持費用をお答えください。また、感  
染性産業廃棄物処理を外部に委託している場合は②廃棄物処理委託費用を紀入欄に記入して下さい。  

間4：間1～3で回答した以外で2004年度における感染性産業廃棄物処理・保管に要する費用について、（D費用項目、②およその年間兼用、③算出の根拠（i・単価等）を記入欄に記入して下  
さい。  

《記入欄》  

【12一間1：感染性器具の廃棄容器（2004年度）】  

（》年間費用  ②算出根拠（土・単価等）  

【12一間2：感染性廃棄物保管（2004年度）】  

①廃棄物の保管庫導入  （診廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入費用   導入年   保管庫占有面積   年間費用   算出根拠（t・単価等）   

千円  西■  年よ  千円．／年  

【12一間3：感染性廃棄物処理施設・処理委託費用（2004年度）】  

①廃棄物処理施設（院内で所有している場合）  
②廃棄物処理委託費用   

処理施設導入費用   導入年   処理施設占有面欄   稼動費用   維持費用   

千円  F■  年d－   J   干円／■年   千円′年   千円ノ年   

【．12一間4：その他廃棄物処理・保管に要する費用（賠償責任保険等）（2004年度）】  

①費用項目   ②概算費用   ③算出根拠（土・単価等）   

千円／′年  

2  千円．ノー年  

3  
千円ノ‘－年  

12．廃棄物処理・保管に係る取組状況について（2：非感染性産業廃棄物）  

注：非感染性産業廃業働とは、医療関係機朋層の医撹行為専に伴って排出される産業廃棄物のうち、感染性廃凛物以外のもの、すなわち「感染性産業廃棄物を除く特別管理産業廃棄物」およ  
ぴ「その他の産業廃棄物j を指します。また、院内で感染性を失わせる処理（焼却・溶融・オートクレープ・乾熱波菌・薬剤または加熱など）を行った感染性廃棄物も非感染性産業廃棄  
物に含みます。   

間5：2004年庚における非感染性産業廃棄物の保利こついて、①廃棄物保管庫導入に関することとして保管庫の導入費用、導入年、保管庫占有面積を、また②その他非感染性産業廃棄物保層に  
要する材料についての年間費用、井出の根拠（t・単価等）を記入柵に記入して下さい。（廃棄物保訊こ要するその他材料の例：非感染1生廃棄物ラベルの購入）  

間6：2004年度に使用していた非感染性産業廃棄物の処理について、①収集運搬業者への委託費用、②処分業者への委託費用を記入凱こ記入して下さい。  

間7：間1－3で回答した以外で2004年度における非感染性産業廃棄物の処理・保軌こ要する費用について、①費用項月、②およその年間隷用、（診井出の根拠（暮・単価琴）を吉已入肌こ記入し  
て下さい。  

《記入欄》  

【12一間5：産業廃棄物（非感染性）保管（2004年度）】  

①廃棄物の保管庫導入  ②廃棄物保管に要するその他材料   

保管庫導入費用   導入年   保管庫占有面積   年間費用   算出根拠（土・単価専）   

千円  百■  中正  千円′年  

【12一間6：産業廃棄物（非感染性）処理委託費用（2004年度）】  

（D収集運搬業者への委託費用   ②処分業者への委託費用   

千円′′   千円′ノ年   

【12一間7：その他産業廃棄物（非感染性）処理・保管に要する費用（賠償責任保険等）（2004年度）】  

①費用項目   面費用   ③算出根拠（量・単価等）   

千円／‘年  

2  干円／年  

3  
千円∴年  
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13．安全管理に係る確忌引乍業等に要する活動状況について   

問1：1的9年以降開始した、安全管理のための医療者間、医療者・患者間の確訟作業について，①確認作業の内容、②作業の概算費用をご記入ください。  
（例：患者無徳防止、医薬品等の誤毘防止、刊剤の確認、手術部位誤認防止）   

間2：マニュア／レに定められている確認作業について、種類数と頻度をご記入ください。  

問3：患者の自己決定のための説明、診療行為前後の注意事項の説明などの概算費用（人件費が壬だと思われます）をご記入下さい。  

《記入欄》  

【13一間1：安全管理のための医療者間、医療者・患者間の確認作業】  

①1999年以降に開始した医療安全に資する確認作業   
②確認作業の観算費用  

■■■■   ■出帆九（忙当有数．所事疇間、経書など）   

千円  

2  干円  

3  千円  

4  干円  

5  
干円  

【13一問2：確認作業の種類と頻度】  

②確認作集の種類  ③確認作業の頻度  
①活動の内零  

1999年庚   2004年度   1999年度   2004年度   

マニュア／し等に定められている医療者間の確認作業   穐領   禰顎  約     件／日  約     件／日   

2  マニュアル等に定められている医療者・患者間の確認作業   ＝・5   種類  約     件／日  約     件／B   

【13一間3：患者への説明】  

②説明と同意を実施している概算費用  
（D活動の内容  

■■■■   暮出帆も（担当書杜．市■ゆ両、昆■なご）  

患者の自己決定のための説明   千円  

診療行為前後の注意事項の説明   干円  

14．安全管理、医薬品安全使用に係る機能連携について   

◆他の病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問者謙ステーション等との機能連携（病診連携・診診連携・診薬連携等）のうち、安全管理・医薬品安全使用に係る機能連携に関して   
①実施内容（取組内容・連携先）、②月間実施件数、③取組の概算費用、④取組の開始年度をご記入ください。なお、所要時間は概算で構いません。  

（取組例：病院・診療所等の医療機関や保険薬局・訪問介護ステーションとの間で、当富豪患者について必要な診療情報を文書などにより相互に共有化する等）  

《記入欄》  

安全管理・医薬品安全使用に係る他の医療機関や保険薬局  ③取組の概算費用  
・訪問着護ステーション等との機能連携の実施内容  店）開始年虔  

取組内容（名称・内容）   連携先  概算費用   算出枚拠（担当者救、所要時間、経書など）   

月間  件   千円  ■■    ▼●   

2  
月l『  件   千円  ■■    ■▼   

3  
月打I  件   千円  ■t    ●■   

4  
月l町  鱒二   千円  ■■    ■■   

5  
月l¶  件   千円  百■    年度   

6  月■I  件   千円  胃■    年度   

7  月！¶  捧   千円  百■    年正   

8  月間  仲   千円  百■    零度   

9  
月間  件   千円  西■    牛虎   

10  月l『  千円  由■    牛虎   

月■】  件   千円  ●t    t十   

12  
月lⅥ  僻＝   千円  占■    年女   
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15．安全管理、感染防止対策、医薬品安全使用に係るその他の活動の取組状況について  

◆これまでのl～14の分頓に舘当しないものの、現在実施している安全管理や感染防止対策、医薬品安全使用のための諸活動の状況について①活動の内容、②活動の年間実施回数、③活動の概算費用、④  
活動の開始年度をご記入ください．なお、所要時間は概算で構いません。  
（例：警備体制の強化、医療用ガスボンベの点検等）  

◆①については、リストに挙げている活動についてはその実塙の有無を○〉くで記入してください。リスト以外で実施した活動がある場合は、その内容がわかるように活動の名称・内容を具体的にご記入く  
ださい。  

《記入欄》  

③転勤の概算費用  
①現在実施している活動内容   Q）開始年度  

実施の有無  
（○×）   概算費用   算出根拠 し担当者赦、所牙時間，経費など）   

患者相談（苦情等を含む）窓口の設置  千円  8■     ■t   

2  防犯システムの導入  千円  ■■     ■■   

1上記リスト以外の取組があれば下表に活腑容などをご記入ください・  

①現在実施している活動内容  ②年間  ③精勤の概算費用  
（具体的に名称・内容をご記入ください）  実施回数  ⑥開始年度  

亀井書用   算出根拠（担当者数、所蓼時吼経費など）   

3  事lれ  l司   千円  廿■     隼t   

4  七Ⅳl  【8   千円  ■t     ■t   

5  埠¶  【ら   千円  ■●     ●t   

6  事禰  四】   千円  ●■      ●■   

7  暮M  lg   千円  ■t     ◆t   

8  キlれ  圃   千円  ■●     叫   

9  叩  千円  ■■      ■■   

10  t同  町   千円  ■■     ◆■   
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【書面調査シート】 保険薬局票  

医療安全に関するコスト調査（保険薬局果）  

【基本情報】   

調査用整理番号  05－PO3   

項   目  平成16年度   平成17年虎   

1．調剤報酬明細書件数   件   件  
処方の状況  

※各年度6月の1か月間  2．処方せん枚数   枚   枚  

3．処方せん受付回数   回   回   

職員の状況  1．薬剤師   人   人  

（常勤換欄）  2．事務職月   人   人  
※各年度6月30日現在  

3．その他職員   人   人   

1．営業収入   千円  

営業収支 ※平成購年産の1年間  （再掲）保険調剤収入   千円  

2．営業費用   千円  

営業状況   遺平均営業日数   日   日   

※平成17年6月30日現在の状況をご記入下さい。  

施設基準等の届出状況   
1．基準量凧剤加算1   3．無菌製剤処理加算  

2．基準調剤加算2   4．在宅訪問管理指導   

調剤基本料の請求区分   
1．調剤基本料1   3．調剤基本料3  

2．調剤基本料2   4．調剤基本料3の特例   

感染性廃棄物処理の委託状況   1．全部委託  2．一部委託  3．委託していない   
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1．安全管理に係る人員配置状況について   

◆管理薬剤師及び安全管理に係る兼任者、担当者の職名を、専任、兼任にかかわらず全て記入欄の①に記入して下さい。  
（例：管理薬剤師、安全管理千住者、リスクマネジャー、安全管理担当者、安全管理推進者等）   

◆①に記入した職名に任命されている人の②職種、③経験年数を選んで下さい。   

◆④には①に記入した担当者の全活動時間のうち、安全管理に係る取組の活動時間の割合を、2004年6月の活動時間に基づいて記入して下さい。  
（1週間毎日安全管理に係る活動している場合は100％、1週間の内1日だけ活動している場合は20％、半日だけ活動している場合は10％と考えると  

把握しやすいです）  

《記入欄》  

（D安全推進者の職名   ②職種（該当するものに○を記入）   ③経験年数  ④安全管理活動割合  【ヽ1   

薬剤師・事務職旦・その他職員（  ）  □10年未満  
□10年以上  

2  
薬剤師・事務職員・その他職員（  ）  □10年未満  

□10年以上  

3  
薬剤師・事務職眉・その他職員（  ）  □10年未満  

［］10年以上  

4  
薬剤師・事務職員・その他職員（  ）  □10年未満  

□10年以上  

5  薬剤師・事務職員・その他職員（  ）  □10年未満  
ロ10年以上  

1 安全管理に係る担当者を任命していない場合は、「薬局の管理者」について以下の表にご記入下さい。  

※上の表に記入してある場合は記入不要です   
（D安全管理に係る管理者   

②職種   ③経験年数  ④安全管理活動割合   と11  

薬局の管理者   薬剤師   
□10年未満  
□10年以上  

2，安全管理に係る会議■委員会・打合せの開催状況について   

◆2004年度に開催した安全管理（薬局内の安全管理、感染制御、医薬品安全使用）に係る会議・委員会・打合せについて、リストに挙げている委員会・研修会に  
ついては、その開催の有無を○×で記入してください。リスト以外で開催した委員会・会合がある場合は、その内容がわかるように委員会・会合の名称をご記入  
ください。（例：安全対策を検討、決定する安全管理会議、事故調査委員会、安全管矧こついての定例会議等）  

◆①に記入した会議・委員会・打合せの出席者人数を、それぞれの会議について職種・経験年数別に記入欄の②に記入して下さい。  

◆①に記入した会議・委員会・打合せについて、平均的な1回当り開催時間と2004年度に開催した回数を、記入欄の③に記入して下さい。   

注：会議などの準備に特に時間や人手がかかった場合があれば、それも行を変えてご記入ください。（例：事故湘査委員会のための調査資料作成）  

《記入欄》  

②各委員会・会合の出席者構成員数（委員・事務局スタッフ含む）  ③所要時間  
2004年度に開催した   薬剤師  事務職員  その他職員  l回当り  年間  

委員会・会合の名称   開催の有無                  （○×）  軽■年隷  二／＝ ニ  三・∴ニ   経■年数  8■年数  経■年数  開催  開催     10年兼≠  10年以上  10年未1書  10年以上  10年東浦  10年以上  時間  回数   

安全対策委鼻会  人  人   人   人   人   人   鴫Ⅶ  

2  製薬会社のMR（医薬情報担当者）を招いての研修会  人   人   人   人   人   人   ヰM  

上記リスト以外に2004年度に開催した委員会・会合があれば下表の①に具体名をご記入ください。  

①  ②各委員会・会合の出席者構成員数（委員・事務局スタッフ含む）  ③所要時間  
2004年度に開催した  薬剤師  事務職貝  その他職員  l回当り  年間  

A．AA                           貫 耳qの 称   
（具体的に名称をご冨己入ください）   三・＝ ■「  8瞼年数  経♯年数  ：⊥÷・  三・．＝㌧  縫牧年数  開催  開催  10年未満  1【l年以上  10年兼柵  18年以上  10年兼潜  10年以上  時間  回数   

3  人   人   人   人   人   人   ■■  

4  人   人   人   人   人 人  ■間  

5  人   人   人   人   人   人   疇間  

6  人   人   人   人   人   人   疇牒I  

7  人   
人   人   人   人   人   ヰ両  

8  人   人   人   人   人   人   l串間  

9  人   人   人   人   人   人   鱒間  
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3．安全管理に係る研修の取組状況について   

◆2004年度に職員が参加した安全管理に係る全ての教育・研修等について、名称を記入欄の①に記入して下さい。薬局内部の研修、外部研修、学会への参加も含みま  

◆①に記入した教育・研修の参加者数をそれぞれの研修について、職種別に記入欄の②に記入して下さい。  

◆Cに記入した教育・研修のl回当りの開催時間を記入欄の（∋に記入して下さい。  

◆①に記入した教育・研修の種類を記入欄の店）から選んで○をつけてください。  

◆①に記入した教育・研修の諸経費（テキスト印刷費・謝金・旅費等）を記入欄の⑤に記入して下さい。   

《記入欄》  

②各教育・研修の職種別参加者数  

2004年虔に実施または受許した教育・研修   薬剤師  事務職員  （釘開催時間   ④種類   ⑤諸経費  
（名称・内容）  その他職員    経験年数  

10年未満   

内部研修・外部研修  学会・その他   
人   人   人   人   人   時間  千閂   

2  

内部研修・外部研修  学会・その他   
人   人   人   人   人   時間  千円   

3  

内部研修・外部研修  学会・その他   
人   人   人   人   人   時間  千円   

4  

内部研修・外部研修  学会・その他   
人   人   人   人   人   時間  千円   

5  

内部研修・外部研修  学会・その他   
人   人   人   人   人   時間  千円   

6  
内部研修・外部研修  学会・その他   

人   人   人   人   人   時間  千円   

7  

内部研修・外部研修  学会・その他   
人   人   人   人   人   時間  千円   

8  

内部研修・外部研修  学会・その他   
人   人   人   人   人   時間  千円   

9  

内部研修・外部研修   
人   人   人   人   人   時間    学会・その他   千円   

10  
内部一肝修・外部研修  学会・その他   

人   人   人   人   人   時間  千円  

4，インシデントレポート及びアクシデントレポート作成・分析等の取組状況について  

問1：2004年度の薬局内のインシデントレポート及びアクシデントレポートの作成について、②職種別の作成件数、所要時間、③開始年度を記入し  
問2：レポートの分析、およぴそれを通じて講じた再発防止策（業務改善内容）について、②職種別の担当者数・所要時間、③開始年度を記入してく  
問3：薬局外の事故報告制度への関わりについて、①活動内容、②職種別の件数・所要時間、③開始年度を記入してください。  
問4：2004年度にレポートの作成・分析、外部報告制度への参画等の活動を実施するに当たり必要とした設備・器材、諸経費について、①項目、②  

導入年度、③調達方法、④概算費用等について記入欄に記入して下さい。（例：コンピュータ、分析用ソフトウェア、複写・印刷費、消耗品  
費、参加費、交通費等）  

《記入欄》  

【4一問1：レポートの作成】  

②レポート作成の件数・所要時間  

（D2004年度に作成した   
レポートの種類  

薬剤師  事務職具  ③開始年度          その他職員  

報告件数  1件当り 平均所要時間  報告件数  1件当り 平均所要時間  報告件数  1件当り 平均所要時間   

ロ  インシデント（ヒヤリハット）   件   分／件   件   分／件   件   分／件  百ぜ    年度   

2  アクシデント   件   分／件   件   分／件   件   分／件  古層    年度   

【4一間2：分析・再発防止策】  

②担当者数・所要時間  

①2004年度に分析・再発防止策を   
実施したレポートの種類  

薬剤師  事務職員  その他職員  ③開始年度  
取組みに関わった  1人当り延べ   取組みに関わった  1人当り延べ  取組みに関わった  l人当り延べ  

人数   平均所要時間   人数   平均所要時間   人数   平均所要時間   

ロ  インシデント（ヒヤリハット）   人  年間  分／人   人  年間  分／人   人  年間  分／人  西鷹    年度   

2  アクシデント   人  年間  分／人   人  年間  分／人   人  年間  分／人  塵二     ：二   

【4－・間3：薬局外の報告制度への参画等】  

②件数・所要時間  

（D活動内容  薬剤師  事務職員  ③開始年度          その他職員  

報告件数  1件当り 平均所要時間  報告件数  1件当り 平均所要時間  報告件数  1件当り 平均所要時間   

件   分／件   件   分／件   件   分／件  ≦二      ＝ ＝   

2  件   分／件   件   分／件   件   分ノ件  百書    年度   

【4・一間4：活動に要した設備・器材】  

G）レポートの作成・分析等に要した   
器材・機器・設備の種類  

（具体的に名称をご記入ください）   ②導入年度  （訂調達方法  （彰概算費用   ⑤算出根拠（量・単価等）  ⑥法定耐用  年数  ⑦利用予定  年数      初期導入費用  年間運用費用   

西暦    年度  □購入 ロリース・貸l曽   千円  年間     千円  牢   牢   

2  西暦    年度  ロ購入 ロリース・貸借   千円  年間     千円  年   牢   
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5．安全管理全般に係るマニュアル・申し合わせ事項の作成状況について   

◆現在使用している調剤業務全般（安全管理を含む）に関して作成したマニュアル・申し合わせ事項について、①マニュアル・申し合わせ事項の種類、  
②作成した職種別担当者数、作業の1人あたり年間所要時間、③新規作成年度と最近の改訂年度、④マニュアル・申し合わせ事項作成に要した諸経費  
（印刷経費、資料費等）を記入欄に記入して下さい。  

《記入欄》  

②担当者致・所要時間  

①現在使用しているマニュアルの種類 薬剤師  事務職属  
（具体的に名称をご記入ください）  

③ 新規作成  
年度   

人数   

新規作成時   人  分／人  人   分／人   人   分／人  西■    年度   千R  

2004年度  
更新作業分   人  分ノ人   人   分／人   人   分／人  

新規作成時   人   分／人   人   分／人   人   分／人  西■    年よ   千円  
2  

2004年度  
更新作業分   人   分／人   人   分／人   人   分／人  千円   

新規作成時   人   分／人   人   分／人   人   分／人  西■    年度   千円  
3  

2004年度  
更新作業分   人   分／人   人   分／人   人   分／人  

新規作成時   人   分ノ人   人   分／人   人   分／人  西■    年度   千円  
4  

2004年度  
更新作業分   人   分／人   人   分／人   人   分／人  

新規作成時   人   分／人   人   分／人   人   分／人  百雷    年度   千円  
5  

2004年廉  
更新作業分   人   分／人   人   分／人   人   分／人  

新規作成時   人   分／人   人   分／人   人   分／人  西■    年度   千円  
6  

2004年度  
更新作業分   人   分／人   人   分／人   人   分／人  

新規作成時   人   分／人   人   分／人   人   分／人  百■    年よ   千円  
7  

2004年廣  
更新作業分   人   分／人   人   分／   人   分／人  千円   

新規作成時   人   分／人   人   分／人   人   分／人  百■    年度   干円  
8  

2004年康  

更新作業分  分／人  

6．調剤業務における安全対策の実施状況について  

間1：薬品調剤後に複数薬剤師が実施する鑑査（調剤後鑑査）の実施状況について、①1日あたり平均処方箋受付枚数、②1日あたり平均調剤後鑑査実施剤数、③1日あたり平  
均調剤後鑑査実施人数、④調剤後鑑査に要する時間の1枚あたり平均、⑤調剤後鑑査の業務内容を記入してください。  

問2：特に医薬品に関する事故の発生が多い散・水剤に関し、調剤ミス防止に関して実施している対策について、①活動内容（散・水剤の調剤ミス防止に関する行為：分包誤差  
の確認、秤iメモとの突合、小児薬用iチェック等）、②職種別の1日あたり実施回数、1回あたり所要時間、③開始年度についてご記入ください。  

間3：調剤に関する事故防止のために導入した機器について①機器又はソフトウエア名及び②導入年度、③導入時点の状況、④関連方法、⑤購入額、⑥維持費、⑦法定償却年  
数、（砂利用予定年数について記入してください。（例：散・水剤に関する調剤ミスを防止するためのIT機器、各種薬剤（錠剤、注射薬、外用薬等）の調剤ミスを防止す  
るためのIT機器、患者の禁忌薬剤や過i処方などを確認する1T機器、自動分包機など）  

《記入欄》  

【6一問1：調剤業務に関する確認作業】  

【6一問2：散・水剤調剤に関する安全対策I  
②回数・所要時間  

（》活動内容  薬剤師  事務職眉  その他職員  ③開始年度  

稟簸同一【  1回当り平均 所＃峰M  稟■回数  1回当り平均 所■■間  夫牡回数  l回当り平均 所事疇間   

回／日   分／回   回／日   分／回   回／日   分／回  百J■    年度   

2  回／日   分／回   同／日   分／匝l   回／日   分／回  百ぜ    年度   

3  回／日   分／回   回／日   分／回   回／日   分／回  百ぜ    年産   

【6一間3：調剤事故防止のための機器導入状況】  

（D事故防止を目的として導入している機器の名称  ②導入年度  ③導入時点 の状況  ④調達方法  ⑤初期導入費用  （訃年間運用費用  ⑦法定償却年数  ⑧利用予定年数   

酉層   年度  ロ新規 □曹薪・i自加  □醜入 ロリース・午惰   千円  年間  千円  

2  
西暦   年産  □新規 ロー新・追加  ロー入 ロリース・賃l暮   千円  年間  千円  

3  

ロ新規  口肌入  
西暦   年度   ロ更新・追加   ロリース・ヰ牌   千円  年間  千円  

4  西ぜ   年度  D新規 「「下蘇・i白加  □≠入 ロリース・腎情   千円  年間  千円  

134   



7．医薬品等の安全管理の取組状況について  
問1＝医燕晶事故の発生防止へ向け、規制医薬品（麻薬、毒薬・劇薬）や、特に安全管理が必要な対象薬剤に関する保管取組として①に挙げた取組について、②実施の有無をご記  

入ください。また、実施している場合、③参加した職種別人乳1人あたりの平均所要時間、④要した諸経費をご記入ください。規制医薬品の区分保管を実施している場  
合、⑤所要面積もご記入ください。  
※規制医薬品の区分保管  ＝規制医薬品（麻薬、毒薬・劇薬）や、特に安全管理が必要な薬剤を他薬と区別して保管・管理する。  
※装置瓶、調剤柳への用法等の記載：規制医薬品（麻薬、毒薬・劇薬）や、特に安全管理が必層な薬剤について、装置瓶や調剤動こ［用法・用量】等を記載する。  
※注意樗示・注意扉等の確認 ：特に安全管理が必要な薬剤や注意が必要な薬剤（複数規格有、名称類似有・外観類似有）の調闇ミスを防ぐ方策として注意掲示、注意尿等の確認を実施  

問2＝医薬品の検収について、②参加した職種別人数、1ケ月あたりの平均所要時間、③要した諸経費をご記入ください凸8 間3：受発注及び納品時点の薬剤の取り間違えや、単位・規格・濃度などの間違いを防ぐために導入している機器（ハードウエア、ソフトウエアを含む）について、①機器又はソ  
フトウエア名及び②導入年度、③導入時点の状況、④調達方法、⑤購入額、⑥年間運用費、⑦法定償却年数、⑧利用予定年数について記入してくださいD  

【7一間1：規制医薬品等の保管管理】   

③職種別参加者数・所要時間  
①保管管理の取組種類  ②  薬剤師  事務職貞  その他職員  （9  毎）諸経費   所要面積  

実施の有無                            取組に関わった   
人数   

規制医薬品のリスト化   有・無   人  分／人   人  分／人   人  分／人   干円  

2  規制医薬品の区分保管   有・無   人  分／人   人  分／人   人   分／人   千円   山   

3  装置瓶、調剤棚への用法等の記載   有・無   人  分／人   人   分／人   人  分／人   千円  
4  特に安全管理の必要な薬剤の注意掲示   有・無   人  分／人   人  分／人   人  分／人   千円  
5  特に安全管理の必要な薬剤の注意扉等の確認   有・無   人  分／人   人  分／人   人  分／人   千円  

言宰． 、  J ロ ー  

①導入項目   ② 導入年度  ③導入時点の状況   僅）調達方法   ⑤初期導入費用  （む年間運用費用  （む法定 償却年数  ⑧利用 予定年数   

酉Ⅶ   千慮  □新規 □更新・追加   ロー入  
田リース・腎臓   千円  年間  千円  

2  

西甘   辛鷹  □新規 □更新・追加   ロ購入  ロリース・貸借   千円  年間  千円  

3  ⊥ノ     ＝・  ロ新規 □更新・追加   

ロ肌入  
ロリース・賃借   千円  年間  千円  

酉Ⅶ   竿度  D新規 □更新・追加   

D止入  
4  ロリース・賃借   千円  年間  千円  

5  

西Ⅶ   年度  ロ新規 ロモ薪・追加   ∵ll＼  ロリース・賞牌   千円  年間  千円  
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8．服薬に関する安全管理の取組状況について  

問1：服用時の事故防止へ向けて実施している機能連携（疑義照会を含む）について、①実施内容（例：薬剤師による医療機関への疑義照会、薬局閉または病院の薬剤部等との間で当核  
患者に対する服薬指導等の必要な情報を文書などにより相互に共有化等）②実施件数、1件あたりの所要時間、③開始年度を記入してください。   

間2：医薬品による事故防止へ向けた息者対応に関して、①実施内容（例：事故防止へ向け、患者の求めに応じ緊急時や必要時に薬剤師が電話等による対応を行う 等）、②実施件数、1  
件あたりの所要時間、③開始年度を記入してください。  

間3：特に服薬管理が必要な薬剤（リウマトレックス等）について実施している、①指導内容（例：患者の服薬状況などを薬歴等を用いた管理指導等）、②実施件数、1件あたりの所要  
時間、③開始年度を記入してください．   

間4：在宅自己注射（インスリン、ヒト成長ホルモン等）に係る安全対策について、①実施内容（例：用法・用土など患者への服薬指増、保管管理その他の留意事項等）②実施件数、1  
件あたりの所要時間、（診開始年度を記入してください。  

【8一間1：事故防止に向けた機能連携（疑義照会を含む）】  

②件数・所要時間  

①実施内容  薬剤師  事務職眉  その他職負  ③開始年度  
実施件数  1件当り平均 ∴‘  実▲件数  1件当り平均 断筆時間  真鶴件数  1件当り平均 羊蹄間   

所   

件   分／件   件   分／件   件   分／件  西暦   年度   

2  件   分／件   件   分／件   件   分／件  百暦  年度   

3  件   分／件   件   分／件   件   分／件  百暦  年ま   

【8一問2：事故防止に向けた患者対応】  

②件数・所要時間  

①実施内容  薬剤師  事務職旦  その他職員  ③開始年度  
L ‘・．  l坪当り平均 所≠晴間  実施件数  l件当り平均 所雷鴫間  臭祐件数  1件当り平均 所fl書I疇   

件   分／件   件   分／件   件   分／件  西暦  年度   

2  件   分／件   件   分／件   件   分／件  西暦  年度   

3  件   分／件   件   分／件   件   分／件  西暦  年度   

【8一問3：特定の薬剤についての指導】  

②件数・所要時間  

（D指導内容  薬剤師  事務嘲眉  その他峨員  ③開始年度  
実施件数  l件当り平均 所璽晴間  実施件数  l件当り平均 所羊時  実施件数  1件当り平均 事鴨Ⅶ   

間  所   

件   分／件   件   分／件   件   分／件  西暦  年度   

2  件   分／件   件   分／件   件   分／件  西暦  年度   

3  件   分／件   件   分／件   件   分／件  西ぜ  年度   

【8一問4：在宅自己注射に係る安全対策】  

②件数・所要時間  

①実施内容  薬剤師  事務職眉  その他職員  ③開始年度  

実生件数  1件当り平均 所妻崎爛  実施件数  1件当り平均 所≠l書間  実施件数  1件当り平均 」   

件   分／件   件   分／件   件   分／件  百暦  年度   

2  件   分／件   件   分／件   件   分／件  百ぜ  年度   

3  件   分／件   件   分／件   件   分ノ件  百暦  年度   
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9．副作用防止に関する取組状況について  

問l：インターネット環境の整備など、薬物相互作用・副作用防止に必要な安全性情報等を収集・管理する環境が整っていますか。整備状況について、①整備内容、②  
導入年度、③導入時点の状況、④調達方法、⑤初期導入費用、⑥維持費用、⑦法定償却年数、⑧利用予定年数について記入してください。  

問2：医薬品回収情報等に対応するため、対象薬剤から抜当患者を迅速に特定できる仕組み（IT‡醜器など）を導入してしていますか。導入状況について、①仕組みの具  
体的内容、②斗入年度、③導入時点の状況、⑨調達方法、⑤導入初期費用、⑥維持費用、⑦法定償却年数、⑧利用予定年数について記入してください。  

【9一問1：薬物相互作用・副作用防止に必要な安全情報収集・管理体制整備状況】  

①整備内容   ②導入年度  ③導入時点 の状況  ④調達方法  （9初期導入費用  ⑥年間運用費用  ⑦法定償却年働  ⑧利用予定年数   

西靡   年度  ロ新規 口実新・追加  □■入 ロリース・■l瞥   千円  年間  千  

2  

好摩   年度  ■・≡ □王薪・追加  ロー入 ロリース・■†l   千円  年間  千  

3  

西書    単座  D新規 ロモ新・追加  ロ■l入 ロリース・★用   千円  年間  千円  

』ト■■■■■㌫む  ●胤 D王新・廼加  ロ■入 ロリース・ナ情   千円  年間  千  
5  西暦   年度  □新規 ロモ覇・追加  ロ■入 ロリース・■愉   千円  壷間  千  

【9一間2医薬品回収情報へ対応するための患者特定の仕組み整備状況】  

（D仕組みの具体的内容   ②導入年度  ③導入時点 の状況  ④調達方法  （9初期導入費用  ⑥年間運用費用  ⑦法定償却年数  ⑧利用予定年数   

西暦   年度  D新規 ロ更新・追加  ロIl入 ロリース・書l義   千円  年間  千  

2  

西暦   年度  □新規 ロモ新・追加  □■入 ロリース・■1さ   千円  年間  千  

3  

西暦   年度  ロ新規 口丈斬・追加  □■l入 ロリース・Tl■   千円  年間  千  

4  百層   年度  ロ新規 ロモ斬・追加  ロ■入 ロリース・書†曽   千円  年間  千  

5  西暦   年度  □新規 □更新・追加  □■入 ロリース・■憺   千円  年間  千円  

10．感染制御および無菌製剤に係る取組状況について  

問1：感染防止を目的とした取り組みとして、①に挙げたものについてそれぞれ、②実施の有無、③費用についてご記入ください。感染性廃棄物の分別保管の費用は導入費用と年間維  
持費用に分けてご記入ください。  

問2：無菌または無菌的製剤処理を行うためのクリーンベンチがありますか。①有無をご記入ください。また、有の場合は②クリーンペンチの占有面積、③導入年度、④導入時点の状  
況、（9調達方法、（診建設または購入費用、⑦年間運用費用をご記入ください。  

間3＝無菌または無菌的製剤処理を行うた捌こ購入した物品（例：ロープ、マスク、ゴーグル等）の、①品目名、②導入年度、③年間購入費用、④算定根拠をご記入ください。  

【10一問1：感染防止対策への取り組み状況】  

（D取組の内容  
②  

実施の有無   ③費用   

薬局が使用済み注射針等を回収する旨の患者広報   有・無   
年間広報費用  千円   

2  感染性廃棄物の分別保管   有・無   
導入費用  千円  年間維持費用  千円   

3  感染性廃棄物業眉への処理委託（契約）   有・無   
年間委託費用  千円   

【10一間2：クリーンベンチの整備状況】  

①クリーンペンチの有無  ②クリーンベンチの占有面積  ③導入年度  僅）導入時点 の状況  ⑤調達方法  ⑥初期導入費用  ⑦年間運用費用  

有  ・  無  
西書   年度  口新規 □更新・追加  ⊂】■入 Dリース・す騰   千円  年間  千円   

tlO一問3：製剤処理に係る物品購入費用】  

①品目名   ②導入年度   ③購入費用   毎）算定根拠（数t・単価）   

西暦   年度   
年間  千円  

2  西I■    年度   
年間  千円  

3  酉I書   年度   
年間  千円  
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11．薬局従事者の感染防止対策について  

間1：2004年度に実施した薬局従事者の感染防止のための各種りけン、抗体検査、ツ反等の実施状況については、その実施の有無を○×で記入してください。リスト以外で実施  
した薬局従事者の感染防止対策の取り組みがある場合は、その内容がわかるように取り組み内容の名称をご記入ください。  

間2：①に記入した取り組み内容にかかった、②概算費用、③算出根拠をご記入ください。   

《記入欄》  

①2004年度に実施した  
薬局従事者の感染防止対策の取り組み内容  実施の有無 （Ox）   ②概算費用   ③算出根拠（暮・単価等）   

抗体検査  千円  

2   ツ反  干円  

3   インフルエンザワクチン接種  千円  

上記リスト以外に2004年度に実施した薬局従事者の感染防止対策があれば下表の①に具体名をご吉己入ください。  

（∋2004年度に実施した薬局従事者の感染防止対策の取り組み内容   （具体的に名称をご記入ください）  ②概算費用   
③算出根拠（t・単価等）   

4  千円  

5  千円  

6  千円  

7  干円  

8  千円  

9  干円  

10  千円  

千円  

12  千円  

12．外部評価（ISO9001、BS7799等による認定・監査）の受審状況について  

間1：1999年度以降に新規で受著した全ての外部評価について、①外部評価の名称、②受審年度、③審査の準備を行った担当者数、④外部評価の受容  
費用と情報収集費用（外部コンサルタントへの委託費用を含む）を記入欄に記入して下さい。   

問2：1999年度以降に更新した外部評価について、①外部評価の名称、②更新年度、③審査の準備を行った担当者数、④外部評価の受審費用と情報収  
集費用（外部コンサルタントへの委託費用を含む）を記入欄に記入して下さい。   

《記入欄》  

【12一問1：1999年度以降に新規取得した外部評価】  

③事査の準備に関わった担当者数・所要時間  ④経費  

（》1999年度以降に新規受零した外敵評価 （具体的に名称をご記入ください）  ②受審年度  薬剤師  事務職員  その他職長  
受審  
費用   

関わった人数   

百■    年度   人   分／人   人   分／人   人   分／人   千円   千円   

2  育■    年よ   人   分ノ人   人   分／人   人   分／人   千円   千円   

3  ■▲       ；土   人   分／人   人   分／人   人   分／人   千円   千円   

4  西■    年度   人   分／人   人   分／人   人   分／人   干円   千円   

【12一間2：1999年度以降に更新した外部評価】  

③事査の準備に関わった担当者数・所要時間  ④経費  

①1999年度以降に更新した外部評価  ②受事年度  
薬剤師  事務職員  その他職員  

（具体的に名称をご記入ください）  受事  
費用   

関わった人数   

d」■■■■■詫  人   分／人   人   分／人   人   分／人   千円   千円   

2  否■    年度   人   分／人   人   分／人   人   分／人   千円   千円   

3  酉■    年度   人   分／人   人   分／人   人   分／人   千円   千円   

4  西■    年度   人  分／人   人  分／人   人  分／人   千円   千円   
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13．賠償責任保険について  

間l・2004年慶に貴局が被保険者となって負担した賠償斉任保険の保険料について、①保険の名称・内容、②年間保険料をご記入下さい。   

注’局内で発生した医濱行為に起因する医療事故だけではなく、医療施設に起因する医療事故も含めてご記入下さい。   

問2＝2004年虔に貴局に勤務する従事者個人が被保険者となっており、貴局で保険料を負担した賠償責任保険の保険料について、①加入人数、②年間保険料を職種別にご記入下さい。   

注：従事者が個人的に加入しているものについては除いて下さい。   

《記入欄》  

【13一問1：貴局が被保険者となっているもの】  

①保険の名称・内容   ②年間保険料   

合計  円／年   

2  合計  円／年   

3  合計  円／年   

4  合計  円／年   

5  合計  円／年   

【13一間2：従事者個人が被保険者となっていて貴局が保険料を負担しているものl  

職種   ①加入人数   ②年間保険料   

薬剤師   人  合計  円／年   

その他職員   人  合計  円／年  

14．安全管理体制、感染制御、医薬品安全使用に係るその他の活動の取組状況について  

◆これまでの1～13の分類に該当しないものの、現在実施している安全管理や感染制朋、医薬品安全使用のための諸活動の状況について（D活動内容、②年間実施回数、③年間  
の概算費用およびその算出根拠（担当者数、頻度、所要時間等）、④開始年度について記入欄に記入して下さい。（例：警備体制の強化、医療用ガスボンベの点検等）   

《記入欄》  

（》現在実施している活動内容   ②年間  
③活動の概算費用  

（名称・内容）  実施回数  ④開始年度  
概算費用   算出根拠（担当者数、所要時帆経費など）   

年間    回   千円  西暦   年度   

2  年間    回   千円  西暦   年度   

3  年間    回   千円  西暦   年度   

4  年間    回   千円  西暦   年度   

5  年間    回   千円  西暦   年度   

6  年間    回   千円  西暦   年度   

7  年間    回   千円  西暦   年度   

8  年間    回   千円  西暦   年度   

9  年間    回   千円  西暦   年度   

10  年間    回   千円  西暦   年度   
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【ヒアリング調査シート】 全施設種類共通  

間1．大病院と共通すると思われる取組について   

医療安全に関する取組で、大規模病院にも見られる取組についてご記入下さい。  

（例：安全に資する研修、マニュアル作成等）  

問2．大病院では余り見られない取組の特徴について   

医療安全に関する取組で、大規模病院では余りみられない特徴などについてご記入下さい。  

（例：独立した部門がない中での体制構築等）  

問3．新しい取組について   

医療安全に関する取組で、最近始めた取組やこれから始めようと準備している取組についてご記  

入下さい。（例：空気清浄機の導入・増設等）  
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問4．取組における課題について   

医療安全に関する取組における課題などについてご記入下さい。  

（例：医療従事者への負荷が増大等）  

l  

問5．費用負担が大きい取組について   

医療安全に関する取組で、費用面での負担が大きい取組についてご記入下さい。  

（例：医療安全に資するIT化の推進等）  

l＋  

問6、取組内容や取り巻く環境の変化と傾向について   

医療安全に関する取組内容の質的、量的な変化と傾向、取り巻く環境の変化と傾向についてご記  

入下さい。（例：患者への情報提供ニーズの高まり 等）  

岳 l■  
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診調組 コ ー  4  

1 8． 4．1 7  

17年度 医療の安全・質に関するコスト調査（病院：300床以上）  

平成18年4月17日  

厚生労働科学研究費補助金政策科学推進研究事業（H16一政策－14）  

『医療における安全・質確保のための必要資源の研究：  

「品質原価」と「持続可能性のための原価」の測定と分析』  

平成17年度報告（平成18年4月17日版）  
京都大学大学院医学研究科医療経済学分野  

1．調査の目的   

医療の質と安全の確保へ医療界ならびにより広く社会における要望は益々高まっ  

てきており、質と安全の確保のために、医療機関は体制を充実し活動を強化してきて  

いる。．そのための人的および物的負担は益々大きくなってきている。平成17年度、  

当調査研究は、医療の質と安全の確保に関して先進的な取り組みを行っている医療機  

関の内、比較的大規模の病床（300床以上等）を対象に、医療の質と安全を保証し  

向上させるための組織体制づくりや活動状況等の実態を把握し、その必要資源を明ら  
かにしコスト計算を行い、今後の医療の質・安全への取り組み方を検討するための基  

礎資料を得ることを目的とする。  

2．対象と方法  

（1）対象   

医療安全の確保に向けて精力的に取り組みを行っていると思われる医療機関の内、  

300床以上の施設に、地域、開設者を幅広く選定することを考慮した上で、調査協  

力を求めた。2005年中に同意の得られた8施設を対象に、質問票調査および複数回  

の聞き取り調査を、2005年8月から実施した。調査協力施設の所在地域は北海道、  

東北、関東、東海、中国の各地域へと全国にばらついており、開設者は、自治体、公  

的医療機関、医療法人、会社である。当該施設における、調査対象者は、医療安全管  

理および感染制御の担当者、あるいはそれらに相当する者を中心に、看護部、薬剤部、  

事務部門等の担当者等についても状況に応じて対象に含め、調査を行った。  

（2）調査項目   

医療の質と安全の確保に関する以下の要素を、実態把握とコスト把握の対象範囲と  

する。およそ1999年頃より医療の質と安全の確保への取り組みへの強化が進んでき  

ており、そのころの一般的な水準に比しての“増分け 費用を把握する。   

本調査の調査票は、医療安全に関する最近の病院諸活動の報告や取材をふまえ、病  

院の原価を包括的に把握する調査1）や感染制御を含む医療安全に関する医療機能評価  

項目体系およびこれらの開発経緯における情報と知見をもとに原案を開発し、複数施  

設における医療安全管理と感染制御の実務担当者のヒアリングを通じて表面的妥当   



性を確認した上で作成した。調査票は、およそ1999年頃と2004年の活動状況から、  

その間の資源投入量の増分を把握できるものとした。なお、「人員配置状況」の項目  

は、その他の項目と重複する部分が発生する。そのため、その他の項目の全てにおい  

て、安全管理や感染制御に係る活動を中心的に担う部署に所属する担当者の活動量を  

把握し、原価の積算においてはこの重複部分を同定し適切に除いた。表1に調査項目  

の説明を示す。  

表1．医療の安全・質に要するコスト調査の調査項目  

項目名   “増分”費用の説明   調査内容   

安全管理に係る計画・実施・分析等を院  担当者の役職、職種、安全管理  

内で中心的に担う部署の人員配置に要  に係る活動割合、活動内訳（ラ  

安全管理に係る人            する増分費用（下記の調査項目と重複す  ウンド、教育、インシデント分析、マニ   

員配置状況   る部分が生じるが、費用の算出に当たっ  ユアル作成、事故対応、その他会  

ては、重複部分を同定し、適切に削除し  議、その他）、駐在場所面積、  

た）   コンピュータ台数、コピー台数   

感染制御に係る計画・実施・分析等を院  担当者の役職、職種、感染制御  

内で中心的に担う部署の人員配置に要  に係る活動割合、活動内訳（ラ  

感染制御に係る人            する増分費用（下記の調査項目と重複す  ウンド、教育、サーヘ～イランス、マニュアル   

員配置状況   る部分が生じるが、費用の算出に当たっ  作成、アウげレイク対応、その他会  

ては、重複部分を同定し、適切に削除し  議、その他）、駐在場所面積、  

た）   コンピュータ台数、コピー台数   

安全管理に係る全ての委員会・会合の実  【準備等】委員会・会合の名称、  

施・準備に要する増分費用（例：管理委  職種別準備担当者数、1回当り  
医療安全に係る委  

員会・会合の取組  
員会、事故調査委員会、医薬品・医療機  準備所要時間、年間開催回数  

状況  
器・輸血・医療ガス等に係る委員会等）  【運営】委員会・会合の名称、  

職種別構成員数、1回当り開催  

時間、年間開催回数   

安全の維持・向上への貢献が期待できる  名称、導入年度、調達方法、購  

安全管理に係る機       器材・機器・設備等に要する増分費用  入・貸借額、算出根拠（量・単   

器・設備等の導入  （例：リストバンド、看護支援携帯端末、  価等）、利用予定年数、1999年   

状況   カラーシリンジ、関連する情報機器・設  

備等）   

感染を予防するための器材・機器・設備  名称、導入年度、調達方法、購  

感染制御に係る機       等に要する増分費用（例：消毒・洗浄剤、  入・賃借額、算出根拠（量・単   

器・設備等の導入  グローブ、マスク、ガウン、手洗い機器、  価等）、利用予定年数、1999年   

状況   抗菌カテーテル、針刺し防止用注射器、  

抗菌床材、陰圧隔離室等）   

職業感染防止対策  職業感染防止のための各種ワクチン、抗  名称、実施対象者数、実施費用、  



の取組状況   体検査、ツ反等に要する費用   1999年度の実施状況   

安全管理・感染制御に係る内部レビュ  名称、職種別レビュー担当者  
内部レビュー・ラ  

ー・ラウンドの実施・準備に要する増分  数、職種別受入担当者数、1回  
ウンド等の取組状  

費用（例：マニュアル遵守の内部レビュ  当り所要時間、年間実施回数、  
況  

ー、診療録レビュー等）   開始年度   

安全管理・感染制御に係る院内研修の実  名称、職種別参加者数、1回当  

医療安全に係る院       施・準備に要する増分費用（ME部門・  り開催時間、年間開催回数、講   

内研修の取組状況  薬剤部門・看護部門の主導によるものを  師の所属、会場面積、配布資料  

含む）   枚数、謝金等   

医療安全に係る院  安全管理・感染制御に係る院外研修・活  名称、職種別参加者数、所要時   

外研修・活動の取  動に要する費用（学会参加、講師として  間、交通・宿泊費、研修費   

紐状況   の講演も含む）   

インシデントレポート等の作成（当事者  【レポート作成】レポート名  

による記入と所属長の確認）・分析に要  称、2004年度職種別レポート  

する増分費用（インシデントレポート、  件数・医薬品に係る件数、1件  

アクシデントレポート等）   当り当事者記入所要時間、1件  

当り所属長確認所要時間、1件  

当りデータ入力所要時間、  

インシデントレポ  1999年度レポート件数・医薬   

ート作成・分析等  晶に係る件数   

の取組状況  【分析・改善策立案】活動名称、  

職種別実施担当者数、1回当り  

所要時間、年間実施回数、開始  

時期  

【設備・機材】関連活動に要す  

る機器・設備に要する費用、印  

刷費用等   

病院感染サーベイランスのためデータ  名称、職種別実施者数、1回当  

院内感染サーベ イ  
作成や活動に要する増分費用（MRSA  り所要時間、年間実施回数、開  

関連，手術部位感染、尿路留置カテーテ  始時期、コンピュータ導入台  
ランス等の取組状  

ル関連尿路感染、中心静脈ライン関連血  数、ソフトウェア・システム導  
況  

流感染、人工呼吸器関連肺炎等）   入費用、検査費用、報告書作成  

費用等   

安全管理・感染制御に係る全ての院内共  マニュアル名称、職種別作成担当者  

医療安全に係るマ       通マニュアル・手順書の新規作成・改訂  数、作成所要時間、新規作成年   

ニュアル・手順書  に要する増分費用（ME部門・薬剤部  度、最近の改訂間隔、1部当り   

の作成状況   門・看護部門等の主導によるものを含  

む）   
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1999年度以降に受審した全ての外部評  名称、受審・更新年度、職種別  
外部評価  

（ISO9001等）の  
価（医療機能評価機構・ISO等の新規  準備担当者数、準備所要時間、  

受審状況  
と更新を含む）の準備と受審に要する増  

分費用の1年あたりの増分費用   

臨床工学技士による医療機器の管理活  2004年度と1999年度の臨床  

動を含む取組状況と機器解析装置の導  工学技士数、活動内容の内訳  

入等に要する増分費用   （透析機器管理、人工心肺管  

医療機器等の管理  理、その他機器管理、その他）、   

等の取組状況  各種機器の導入台数、医療機器  

管理に係る活動事例名称とそ  

の所要時間、各種解析機器の導  

入台数・単価   

薬剤師による医薬品等の管理活動と関  2004年度と1999年度の薬剤  

連装置の導入等に要する増分費用   師数、活動内容の内訳（調剤・  

調整、服薬指導、薬歴管理、  
医薬品等の管理等  

の取組状況  
DI業務、医療者への指導）、医  

薬品・血液製剤等の管理に係る  

活動事例名称とその所要時間、  

各種設備の導入台数・単価   

医療機関が被保険者となって負担した  
賠償責任保険への  

加入状況  
賠償責任保険の保険料に要する増分費  

用   

安全管理、医薬品  
他の医療機関や保険薬局等との機能連  

携に要する増分費用（大規模医療機関に  

安全任用に係る機     あたっては、記載済みのものと重複が多  
能連携  

いと考えられ項目を独立させていない）  

医療安全に係るそ  上記項目に該当しないものの、安全管  自由記入（活動内容、所要時間   

の他の活動の取組  理・感染制御のための活動に要する増分  等）   

状況   費用   

（3）コスト計算の方法   

上記、調査項目に基づき、およそ1999年以降に新たに強化あるいは導入した活動  

に要した人員量とその年間所要時間を把握し、その上で、適切な単価を乗じることに  

より、“増分” 原価を把握した。なお、初期立ち上げのために多くの労力を要してい  

る活動については、妥当と思われる値を用いて年間活動量、および、年間費用に換算  

している。たとえば、半年から1年に及ぶ専門研修（国内留学など）は、研修費用や  

機会費用（損なわれた業務時間に相当する費用）を5年で割って、年間費用に換算す  
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ることとした。また、マニュアルの作成に当たっては、初版の作成に投じられた作業  

時間の費用は5年で割り、マニュアルを維持するための改訂版の作成時間は改訂間隔  

で割り、年間費用に換算することとした。  

①人件費単価の算出方法   

人的資源を貨幣価値に換算する際の人件費の単価は、国家公務員の水準を基に、1  

時間当たり単価として算出した。この時間給は、月例基本給2）ならびに、それぞれ月  

額換算された賞与3）、法定福利費の事業主負担部分（国家公務員共済組合）、退職給  

付金4）の総和を実労働時間5・6）で割ることにより算出した。ただし、退職給付金と事務  

職員以外の職種における実労働時間は民間医療機関における統計値を使用している。  

なお、全ての職種は、経験年数10年未満、経験年数10年以上、経験年数考慮なし、  

の各カテゴリー別に算出し、医師については、さらに診療科長以上のカテゴリーを設  

定した。それぞれの各カテゴリーの月例基本給は、統計データにおける経験年数別の  

基本給とサンプル数の分布を使用した人数重み付け平均値である。人件費単価を国家  

公務員の水準に基づき、経験年数別に算出することの根拠は、本邦における近年の医  

療の原価計算に関する調査研究において、同様の方式により算出していることによる。  

②その他単価の算出方法   

材料および設備費は、調査施設の提供による市場流通価格に基づき、法定耐用年数  

あるいは利用予定年数を用いた年間費用として推計した。印刷費用は1枚10円とし  

ている。また、会議や研修の実施や安全管理室等の設置に要するスペース費用は、東  

京における貸会議室の市場相場から基本料金（利用可能時間：2～4時間）を推計し、  

その上で、東京の平均路線価に対する調査対象施設の平成16年度路線価により重み  

付けし算出した。なお、安全管理室等の常駐場所は貸オフィスの市場相場から、1坪  

当たり10，000円とした。また、研修費用、受審費用は実費とし、外部評価の受審費  

用は、その更新間隔により年間費用に換算した。  

3．結果   

調査対象施設のうち8施設の結果を別紙に示す。別紙の（1）施設別コストでは、  

調査対象施設それぞれについて医療安全のために投じられた人員投入量および増分  

費用を示している。 （2）総コスト施設間比較では、各施設の医療安全に係る総コス  

トの施設間比較を図示した。（3）モデル参照値では、各調査項目の上位1、2位や平  

均値を積算し、医療安全に係る活動を新たに実施する施設において、発生するであろ  

うコストの参考となるようモデル値を示している。なお、対象施設が同定されぬよう、  

基本情報や活動内容は概要のみ示すにとどめている。   

今回の対象範囲における安全管理および感染制御に係る活動の“増分”として、総  

計19，414～78，540人・時間、500床規模換算で14，171～61，088人・時間が投じられ  
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ていた。が投じられていた。施設により重点を置く活動にばらつきがあるものの、委  

員会や会合の開催やその準備に1，255～12，064人・時間（【500床規模換算を以下で  

は括弧内に示す】1，692～12，726人・時間）、院内研修に1，169～7，584人・時間（1，139  

～6，163人・時間）、インシデントレポートの作成・集計・分析に那5～10，896人・  

時間（740～14，968人・時間）が増分として投じられているなど、これら活動に平均  

して多くの人的資源が強化されていた。また、医薬品の管理には平均12，961人・時  

間（10，393人・時間）が投じられていた。これら投入資源をさらに職種別に分析す  

ると、病院感染サーベイランスのように、医師がその中心的な役割を担う活動もいく  

つかみられた。   

職種・経験年数別の活動時間を各カテゴリーにおける1時間当たりの人件費単価を  

乗じた結果、本研究が定義した医療安全に係る活動に限定した場合、年間129～274  

百万円（500床規模換算：83～261百万円）が医療安全対策の増分として費用を要し  

ていることが推計された。この値は、医業収益の0．55～2．56％（500床規模換算：0．35  

～2．70％）を占めている。 また、医療者の平均給与を用い、常勤人数の雇用可能人数  

として換算すれば、17～33人（500床規模換算：12～35人）に相当する。  

4．考察   

本研究においては、医療安全に係る原価を、内訳を明確にして積算し定量化するこ  

とができた。複数の比較的大規模な病院を対象とした結果であり、我が国の医療機関  

に一般をするべきものではないが、医療安全に係る原価を把握する手法を呈示し、実  

際にコストを算出した点での意義は大きい。   

留意点   

一方で以下の点に留意することが必要である。  

①医療安全に係る原価を増分原価としてとらえ、およそ1999年頃と2004年の間の  
資源投入量の増分とする視点を持って初めて、原価のスコープを明示できた。   

その一方で、かなり以前から取り組んでいる活動については、今回の増分コストに  

算入されないことを認識しておかねばならない。同様に、かなり以前から安全管理・  

完全制御に資源を投入してきた施設において、増分コストが数字として出てこないこ  

とにも着目しておく必要がある。例えば、感染制御に係る活動は、かなり以前より対  

策の必要性・重要性が広く認知されてきているたとえば、制度上も1991年に「医療  

施設における院内感染の防止について」の通知がなされ、1996年に「院内感染対策  

加算」が算定されている。 そのため、本調査は1999年を推計の基準としているが、  

これより以前から既に多くの活動がなされてきているため、多くの活動が推計の対象  

外となった。そのため、安全管理に係る活動に比べ、活動量やコストが相対的に小さ  

くなった。安全管理についても、99年以前に早くから取り組んでいる施設では、活  

動レベルが高くても、増分原価としては、今回の調査結果では定量化されていないこ  

とに留意する必要がある。   

②近年、薬剤師や臨床工学技士に病棟業務の拡大を求められている背景を有している。  

その業務の多くが医療安全に貢献するものであり、その結果、薬剤師や臨床工学技士  
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を病棟業務へ展開した施設において、医療安全に係る人的コストが大きくなった。   

③今後に向けては、増分コスト把握の実績に基づき、コストの範囲を機能との対応で  

定義して、調査を行うことが望まれる。   

④また、今回の調査は予防原価に重点を置き、事故発生に伴うコストは、スコープ外  

としたことにも留意すべきである。   

⑤本調査結果においては、オーダーエントリーシステムや電子カルテなどの院内IT  

システムをコストの推計に含めなかった。これらITシステムは、医療安全へ貢献す  

ることが指摘されているものの、これら設備の安全確保に資する寄与の程度について  

精緻に検討した後に、改めて医療安全に係るコストを推計することができよう。   

⑥本報告の結果には記載していないが、医師や看護師などを中心に、この5年間で説  

明と同意にかかる時間と労力、および、記録や書類作成にかかる時間と労力が増大し  

ていることが想定されるが、今回は原価算出の対象にしていない。今後の研究の中で、  

改めて医療安全に係るコストを推計することができよう。  

今後の課題と対応   

今後、政策に活用できるデータを得るためには、広く実態を知るために、また、医  

療の機能との対応の中でのコストを把握するために、大規模な調査が必要であり、そ  

のためには、以下に挙げるような点を吟味することが望まれる。   

①今回の調査の意義は、医療安全に係わる原価の算出方法を呈示できたこと、実際に  

複数病院でその原価を把握できたことにある。今回の結果は日本の医療施設に広く一  

般化できるものではない。広く実態を知るためには、標準化したデータ収集が可能な  

方式で、より広範囲に調査を行うことが望まれる。   

②医療安全に係る活動や体制、従ってそれに対応するコストは、医療機関の機能・規  

模によって異なる。機能や規模に対応させた、医療安全のための活動・体制とそのコ  

ストを把握する必要があり、そのために、一定の機能ごとに、病院をセグメント化し、  

そのセグメント内で一定の調査対象数を確保する必要がある。   

病院の規模のみならず、その役割や診療機能（診療領域・機能、地域性など）をも  

って、セグメントに分ける必要がある。また、そのようなセグメント内でも必要な取  

り組みの程度・量（ハイリスク領域の手術・処置の程度と量、薬局の機能や院外処方  

率）が病院によって異なり、対応するコストが異なってくることを認識する必要があ  

る。   

③安全原価の割合の小さい項目や記入に多くの困難が伴う項目について、あるいは、  

活動量や人件費や場所関連の把握方法の細部については、今回の調査結果を活用して  

具体的な改善方策を講じられるようになる。   

④原価内容の対象範囲については、17年度調査にて一部において活動内容を自由形  

式で抽出することもあったが、大規模な書面調査を行う際には、活動内容を明記して  
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調査範囲をより明確化する必要がある。活動内容を明記する際に、有るべき姿との対  

応を積極的に行うことも可能である。   

⑤ITシステムや説明と同意に係わるコスト算出は今回の報告のスコープから外し  
ている。オーダーエントリーシステムや電子カルテなどの医療安全への寄与は明らか  

で、これまでもその効果が報告されおり、医療安全に極め大きな役割がある説明と同  

意とともに、医療安全のためのコスト部分の算出方法を検討してきているが、さらに  

検討を進める必要がある。  

5．結論   

本調査研究からの知見は、以下のようにまとめられる。  

○本研究をもって、医療安全に係る原価を、内訳を明確にして積算し定量化すること  

ができた。医療安全に係る原価を把握する手法を呈示し、実際にコストを算出した点  

での意義は大きい。  

○今回の調査範巨引こ限った安全原価の増分”は、500床規模換算で83～261百万円、  

平均的な医療者を常勤で11～35人（人件費相当分では7～24人）雇用できる水準で  
あった。  

○ITシステム、ならびに、説明と同意、記録・書類作成においては、本調査の範囲  

のコスト推計値と同様に大きなコストがかかっていると予想され、今後これらのコス  

トの把握は重要である。  

○本調査対象は限定されており、結果を一般化することには限界がある。医療政策と  

の関連を考えたとき、今回の調査での開発・調査実績に基づき、より実行可能で効率  

的な方法をもって、診療機能との対応に配慮して、大規模な調査をもって広く実態を  

把握することが望まれる。  
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